



























































通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃の

お母さんは好きですか？５








井中だちま







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ある母親による申請




第一章　母親が主役！　息子勇者は雑用係！　普段通りの構図で、つらい。

第二章　母道とは、体や道具を上手く使って家事をこなす術のこと……らしい。

第三章　選手より、係員が激しく戦って、おまけに被害甚大だ。なぜだろう。

第四章　その弁当を作ったのは、母さんだけど、母さんじゃない。

第五章　その気持ちは、今の俺には理解不能だ。……いつか、わかる日が来るのかな。



エピローグ





　あとがき
























プロローグ　ある母親による申しん請せい









【参加を希望される方のお名前】

　大おお好すき真ま々ま子こと申します

【ご職業】

　普ふ通つうの勇者の母親です（現実世界では専業主婦をしていました）

【お子様の人数】

　一人です

【お子様のお名前】

　マー君（真まさ人と）です

【特技】

　自じ慢まんできるほどではありませんけど、家事全ぜん般ぱんを得意としています

【装備品】

　母なる大地の聖せい剣けんテラディマドレ（赤い剣の方です）

　母なる大海の聖剣アルトゥーラ（青い剣の方です）

　お気に入りのワンピースと鎧よろいのパーツが防具です

【習得しているスキルや魔ま法ほうなど】

　魔法は使えませんけど、一般的な母親が習得しているスキルは一通り覚えているかと思います

【試合に参加できる時間帯】

　午前については、お洗せん濯たくなどがあるので、集合時間や試合の開始時間が早すぎると困ってしまいます

　午後については、洗濯物の取り込みや夕食のお買い物があるので、午後三時半までに解散できるくらいだと助かります

【大会への意気込みなど、ご自由にお書きください】

　お誘さそいいただき、本当にありがとうございます

　勝負事はあまり得意ではありませんけど、賞品がとても素晴らしい物で、マー君もきっと喜んでくれると思うので、全力で頑がん張ばります







　申請フォームに記入を終えて。

「ねえマー君、これでどうかしら。変なところがあったら教えてね」

　真々子が近寄ってきて、立体表示させたウィンドウ画面をぐいぐい見せてくる。真々子ぐいぐい。画面ぐいぐい。ぐいぐいぐいぐい。近い近い。

　宿屋で適当にくつろいでいたら、いきなりこれだ。

　見にくい至近距きよ離りでの確認を余よ儀ぎなくされた真人は、それでもまあ一応チェックしてやるが……眉み間けんにしわを寄せて、深々とため息いきを吐ついた。

「あのさ、言いたいことが色々あるんだけど」

「何かしら」

「まず書き方が無む駄だに丁てい寧ねいすぎる。〝と申します〟とか、〝です〟とか、そういうのは書かなくていい。そのまま登録されたら変なことになっちゃうだろ」

「あら、そうね……お母さんの名前が、大好真々子と申しますさん、になっちゃうわね。うふふ」

「笑いごとじゃねーよ。……でもって次は、お子様の名前の部分なんだが……」

　大好真々子と申しますさんの、お子様のお名前は？

　マー君（真人）です。

「なんで本名の方が括かつ弧この中に入れられてんの!?　あだ名をメインで申請するなよ！」

「あらあら、お母さんったら、うっかりしていたわ。お母さんはいつもマー君をマー君って呼んでいるから、自然にマー君って書いちゃったのね」

「そういうところはマジ本気で直してくださいお願いします！　どうかお願いします！……それで、だ」

　次が最も重要な点だ。

　真人は、あらためて申請フォームを眺ながめて、一番の疑問点を尋たずねる。

「なあ母さん。これって、なんの申請なんだ？〝大会〟とか書いてあるけど……」

「それは……」

　真々子は、ちょっと口ごもって、ふと何かを思い出したようだ。

「ああ、そうだわ。せっかくだから、当日まで内ない緒しよにしておいた方がいいのよね」

「おいちょっと待て。内緒にする意味がわからんのだけど……」

「お母さんからマー君へ、愛情を込めたサプライズよ。うふふ」

「いやいや、事前に教えとけよ。何かするつもりなのを明らかにしておいて、サプライズなんて言われたら……むしろ不安だから。もはや不安しか感じないから」

　サプライズを宣言したその人は、言わずもがな、何かにつけて破は天てん荒こうすぎる実の母親、真々子である。

　絶対に、何かが起きる……真人が予期せず、しかも真人が重点的に何かを背負う羽目になる、極めつけに厄やつ介かいな事態に発展するだろう。

　率直に、ヤバい。

「うふふ！　お母さんワクワクしてきたわ！」

「息子むすこはもう胃がキリキリしてきたけどな！」

　妙みように張り切っている母親に、息子はもう気が気ではない。

　優やさしい笑顔と心労が盛りだくさんの、楽しい親子の冒ぼう険けんが幕を開ける。











第一章　母親が主役！　息子勇者は雑用係！　普段通りの構図で、つらい。









　勇者たちは、過か酷こくな冒険の日々を乗り越こえて、着実に成長している。

　各々の役割をしっかり把は握あくできている。

「……よし。陣じん形けいは、横一列だ。みんな並んでくれ」

　勇者真まさ人とは、リーダーらしい自信に満ちた態度で、仲間たちに号令をかけた。

　仲間たちは速すみやかに指示に従う。

「ふふん。あたしの出番ね。超ちよう絶ぜつ賢けん者じやの力を存分に思い知らせてやるわ」

　装備している真しん紅くのソーサラージャケットさながらに、真っ赤に燃える闘とう志しを滾たぎらせながら、賢者ワイズが真人の隣となりに並んだ。

　その隣に、純白の装束に身を包んだ癒ゆ術じゆつ師しメディが立つ。

「パーティに必要不可欠の回復係であり、同時に戦力でもある私がご一緒します。勝利は約束されたも同然ですね」

　しとやかに言い放ったメディの隣には、十二歳の女の子旅商人、トレードマークのショルダーバッグをしっかり抱かかえているポータの姿がある。

「自分もお手伝いします！　お役に立ってみせます！」

　真人を筆頭に、女子たちが横一列に並んだ。準備完かん了りようだ。

　真人は、共に戦う仲間たちを頼たのもしく見回して、再び号令をかける。

「よし。それじゃ、みんな……位置について！　用意！」

　四人は一いつ斉せいに、クラウチング・スタートの姿勢になった。勢いよく飛び出して、いち早く戦いの舞ぶ台たいへ駆かけ付けるためだ。

　そんな真人たちの視線の先には、もう一人の仲間がいる。

　穏おだやかな陽気に誘さそわれて、軽く鼻歌を口ずさみ、特大サイズの胸を揺ゆらしながら、風かぜ薫かおる草原フィールドを楽し気に歩いているその人は。

　真人の母親、真ま々ま子こである。

「とってもいいお天気ね。お弁当を作ってきて正解だったわ。早くクエストを済ませて、みんなでピクニックしたいわね。うふふ」

　と、真々子が暢のん気きに歩いていると、行く先にモンスターの群れが出現した！

　ムカデやモグラなど、害虫と害がい獣じゆうの巨きよ大だいなやつが大量にいる。

「あらあら。街道沿いに出るモンスターの群れって、このことね」

　クエストの討とう伐ばつ対象を捕ほ捉そくした。さあ戦闘だ！

　だが。

「ま、真人さん！　ママさんの前にモンスターが！」

「ああ、そうだな。……でも、まだだ。まだスタンバイだ」

　真人たちは位置についたまま。クラウチング・スタートの姿勢を維い持じして、状じよう況きようをじっと見み据すえている。タイミングを計っている。

　真々子がモンスターとの戦闘を開始した。

「それじゃ、お母さんが倒たおしちゃうわね。えいっ！」

　真々子の攻こう撃げき。真々子は、手にした二振ふりの聖剣を思いきり振り抜ぬいた。頭割り全体攻撃の二回攻撃！

　大地の聖剣テラディマドレの力により、大地から大量の石せき刃じんが出現して。

　大海の聖剣アルトゥーラの力により、生み出された水が弾だん丸がんとなって一いつ斉せい掃そう射しやされて。

　モンスターはまとめて斬きられて刺さされて貫つらぬかれて十じつ把ぱ一ひと絡からげに倒された！

　真々子はモンスターの群れを倒した！　戦闘終了！

　その瞬しゆん間かん。

「よし、今だっ！」

「いくわよ！　突とつ撃げきぃ！」

「今こそ、私たちの力を示す時です！」

「は、はい！　自分も行きます！」

　戦闘が終わった途と端たん、真人たちは一斉にスタートを切った。目指すは、打ち倒されたモンスターたちがいた場所だ。

　倒されたモンスターたちは塵ちりとなり、サイコロ状の換かん金きん素材〝ジェム〟をその場に残して消えていく。「自分はジェムの回収を頑張ります！」「任せたぞ！」ジェム回収はポータの大事な仕事だ。そちらは任せるとして。

　倒されたモンスターがその場に残すのは、ジェムだけではない。

　稀まれにではあるが、アイテムをその場に出現させて消えていく個体もいる。いわゆる〝ドロップアイテム〟だ。

　それこそ、真人たちが戦う相手。

「ワイズ！　メディ！　わかってるよな！……ドロップアイテムを……！」

「地面に落ちる前にキャッチできたら、あたしたちの勝ち！」

「落としてしまったら、私たちの敗北です！」

「ああそうだ！　そう決めた！　それこそ俺たちの戦い！　俺たちが必死の思いで考え出した、今の俺たちにできることだああああっ！」

　通常戦闘は真々子の超火力だけで完結できてしまう。

　だが、たとえそうだとしても、真人たちもいい加減、何かしたいから。

　ひらひらと舞まい踊おどりながら落下する、紙状のドロップアイテムめがけて！

「どぅおりゃああああっ！　スライディング・キャッチイイイイッ！」

「あっ、ヤバい！　向こうのやつ、地面に落ちちゃう！　らめええええっ！」

「ワイズさん！　今こそ連続魔まです！　風で巻き上げて、落下を阻そ止ししてください！」

「あらあら。マー君もみんなも、大はしゃぎね。うふふ」

　優しく微笑ほほえむお母さんに見守られながら。

　雑草と土に塗まみれつつ、涙なみだぐましい努力を続ける子供たちだ。







　地域の安全を確保する戦いと、自分たちの存在意義を確保するための戦い。

　両方の戦いを終えた勇者一行は、戦利品を手にして集合した。

「惨みじめさとかそういうのは一切考えないようにして、とりあえず無我夢中で頑がん張ばってみたわけなんだが……なんだこれ？」

　真人が獲かく得とくしたのは、数枚の紙。

　どれも同じもので、見た目は完全にビラだ。




【天下一母道会！　開かい催さい決定！】




　どこかで見たことがあるような大会名が大きく書かれていて、フライパンや鍋なべの蓋ふたを構えている母親のイラストが添そえられている。

　他ほかには、出場希望者が殺さつ到とうしているという宣伝や、会場へお越しの方には公式パンフレットを進しん呈ていとか、開催される町へのアクセス方法などが記き載さいされていて。

　ビラの下部に、大会開催中に町の商店で使えるクーポン券がくっついている。最大で五パーセントの割引だ。あんまり意味ない気がする。

　とまあ、そんなドロップアイテムを入手したわけだが。

「ワイズとメディが集めたのは？」

「あたしがゲットしたのも、真人が持ってるビラと同じやつよ」

「私もです。先ほどのモンスターのドロップアイテムは、全てこのビラのようですね」

「何か特とく殊しゆなビラなんでしょうか！　自分が確認してみます！」

「いや、その必要はないぞ。ポータに鑑かん定ていしてもらうまでもなく……こいつはゴミだ」

　真人は即そく断だんして、ビラを丸めて捨てようと「ま、待ってマー君！」だが真々子にすかさず止められた。

「ダメよマー君！　ゴミにしちゃダメ！」

「あー、はいはい。ポイ捨てはやめておく。……でもまあ、ゴミであることに変わりはないからな。廃はい棄きは決定事じ項こうだ」

「そ、そんなこと言わずに！　ほら、お得なクーポンもついているのよ？」

「母さんはそういうの好きかもだけど、俺はなぁ……全く興味ないし……」

「それにそれに、ほら！　大会ですって！　とっても楽しそうだわ！　マー君も、こういうのは好きよね！　興味あるんじゃないかしら！」

「うーん……大会の名めい称しようが、なんかギリギリな気がして、そういう意味で気にならなくもないけど……そんなことより……」

　天下一〝母〟道会である。

「これってさ、俺は参加できるのか？」

「残念だけど、マー君は参加できないわ。参加資格があるのは、お母さんたちだけよ」

「ふーん？　俺は参加不可、参加資格があるのは母親だけ……母さんがそう断言してくれるわけか。ふーん……」

「でもほら！　観客として参加すれば、頑張って戦うお母さんたちの姿を見ることはできるわ！　お母さんたちの戦いを直じかに見て、頑張れって、応おう援えんできるわ！」

「応援ねぇ……まあ、その辺はやぶさかでないけど……」

「だったら！」

「あー、でもさ、俺はもう、こういうビラには関わらないって決めたんだよな。シラーセさんの釣つりはもう懲こり懲ごりだし、敵の四天王の罠わなだったこともあるから……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　今回は、ちゃんと運営さんで企き画かくしたイベントで、お母さんたちが戦うだけで、マー君たちが何か大変な目に遭あうようなことはないそうよ！」

「ほうほう。今回は運営によるイベで、俺たちは安心して見ていればいいだけだと？」

「そうなの！　試合を見ていてくれるだけでいいのよ！　だからね！」

　真々子がいつになく熱心に勧すすめてくるわけだが。

　だからこそ、真人は疑問に思う。

「なあ母さん、ちょっといいか」

「ええ。何かしら」

「参加資格とか、運営が企画したイベだとか……そんなこと、ビラには一切書かれていないんだが……それってさ、どこソースの話だよ」

「ど、どこソース？……ソース……マー君が好きなメーカーさんのソースがあるなら、今度からそれを使うようにするけど……」

「調味料のソースじゃねぇよ！　情報の出所を教えてくれってことだよ！」

「そ、そうなのね……えっと……説明するのは、ちょっと難しいんだけど……」

「あーもう単刀直入にいかせてもらうけどさ……母さんは、あらかじめ大会のことを知っていて、何かの理由があって、俺たちを開催場所に行かせようとしてるよな」

「それは、その……そういう部分は、あるけど……」

「だったらさ、まずはその理由ってやつを聞かせてくれよ。そこをはっきりさせないと話にならないだろ。さあ話してくれよ。話せよ。なあ」

　と、真人が露ろ骨こつに苛いら立だちながら詰つめ寄ろうとすると。

　すかさず、ワイズとメディとポータが、真々子を庇かばうように割り込んできた。

「ちょっと真人。やめなさいよ。そういうのはもう卒業したんじゃないの？」

「このゲーム世界に転送されてすぐ、事情を説明しようとしない真々子さんに、きつく言ってしまったそうですね。以前にお話をうかがいましたよ」

「真人さん、お願いです！　ちょっと落ち着いてください！」

「お、おう。わかってる。その件は、俺の記き憶おくの中にがっつり居座ってる。同じ過あやまちを繰くり返すつもりはない。……あんな思いは、もう二度としたくないからな」

　母親の悲しい泣き顔なんて、子供が一生見なくていいものだ。

　真人に問い質ただされた真々子は、かなり戸と惑まどっているようだが、酷ひどい落ち込み方には至っていない。まだセーフ。挽ばん回かいするチャンスはある。

　真人は深呼吸して、冷静に、自分なりに優やさしい気持ちをちゃんと持って、あらためて真々子に尋たずねる。

「あー……母さん。よろしいでしょうか」

「え、ええ。何かしら」

「とりあえず母さんは、俺たちを大会に行かせたい感じだよな。観客としてだけど」

「そう。その通り」

「でもって、そこには理由があるわけだ」

「そうなの。だけどね……せっかくだから、その理由は大会当日の会場で明らかにして、マー君たちをびっくりさせてみたらどうですかって、アドバイスを貰もらって……」

「そういう余計なことを言いそうな人については、がっつり心当たりがあるんだが」

　真々子にお知らーせをしてくれた犯人については、さておき。

　開催される母親たちの大会。そこへ真人たちを行かせたい真々子。

　詳くわしい理由は、当日の会場で明らかにするとか。

　ヒントがこれだけ揃そろえば、余よ裕ゆうで推理できる。真人は核かく心しんに切り込む。

「なあ母さん……もしかすると……母さんは、天下一母道会に参加するつもりだろ」

　呆あきれた口調で尋ねると。

　真々子は、花も恥はじらう年とし頃ごろの乙おと女めのように、頰ほおを赤く染めて。

「マー君ったら、そんなにはっきり言っちゃうなんて……いやん」

　もじもじ恥ずかしがりながら、小さく頷うなずいた。「真々子さん、かーわーいーい！」「乙女ですねぇ」「可愛かわいいです！」女子たちが集まってキャーキャー騒さわぎ出したようだが。

　乙女を全開にした母親を目まの当たりにした息子むすこは。

「……ごぷっ……」

　大量の血を吐はいて倒たおれた。可愛い実母を受け止めるのは無理だった。







　討とう伐ばつクエストを済ませた一行は、冒ぼう険けん者ギルドへの報告のため、最も寄よりの宿場町に戻もどることにした。道すがら現れるモンスターは、「えいっ！」真々子が以下略で、どうということはないのだが。

　貧血と、別の理由でも、真人は眩暈めまいがする。

「大会に参加するなんて……母さんは何を考えているんだよ……そういうの、あんまり得意じゃないはずだろ……」

「そうなんだけどね。でも、優勝賞品がとっても気になっちゃったの」

「へー。真々子さんがそういうの気にするって、珍めずらしいじゃん」

「一体どんな物なのですか？」

「自分も気になります！　聞きたいです！」

「うふふ。それはね……これよ！」

　じゃじゃーん！　と、真々子は胸の間から一枚の紙切れを引っ張り出した。「どこに入れてんだよ！」「お母さんの服はポケットがないから……」肌はだ身み離はなさず持っていたかったようだ。

　大会告知のビラとは違ちがうその紙には、【親子アルバム】と名付けられた優勝賞品が描えがかれている。見た目は普ふ通つうのアルバムである。

　だが単なるアルバムではない。説明書きによると、ゲーム内で過ごす親子の印象的なシーンを自動撮さつ影えいする機能が搭とう載さいされているらしい。
















　真人的には、かなり喜べない品だ。

「冒険の様子を自動キャプチャーか……確かに、便利と言えるかもだけど……思い出したくもないシーンが保存される恐おそれもあるわけだよな……」

　真々子が真人を差し置いて活かつ躍やくした場面とか、あるいは様々なコスチュームを着用した状態とか……息子にとって、また見せつけられるのは非常にしんどい場面が、克こく明めいに記録されてしまうわけだ。

「うぅぅ……勘かん弁べんしてほしいぞ……」

「真人的にはそうかもだけど、真々子さんにとっては、真人と過ごす全部の瞬しゆん間かんが宝物って感じでしょ」

「そうなの！　本当ならね、ちゃんとデジタルカメラを持ってきて、マー君の様子をたくさん撮影して、大事に保存したかったんだけど……持ってくるのを忘れちゃって……」

「そんな真々子さんにとっては、喉のどから手が出るほど欲しい品でしょうね」

「すごいレアアイテムです！　絶対に手に入れてほしいです！」

「レアアイテムか……そういうのは嫌きらいじゃないけど……でも、やっぱりなぁ……」

　真人としては、手に入れてほしくない気持ちが大きい。

　出場を辞退する方向で考えてもらえないか。真々子を説得したくなるのだけど……

　そっと隣となりをうかがうと。

「マー君との思い出を保存できるなんて、素す敵てきだわ！　うふふ！」

　心の底から嬉うれしそうに、いつになくはしゃいでいる母親の横顔がそこにある。

　本当に幸せそうだ。思わず真人まで、特に理由もなく笑顔になってしまいそうなほど。

　そんな様子を見せられたら、そりゃもちろん。

「（諦あきらめろ、なんて、簡単には言えないよなぁ……）」

　言えない。言えるわけがない。

　でも、正直なところ、それでも真人自身の気持ちを通したい部分も、やっぱりあって。

　だがしかし、自分の意見ばかり押し通そうとするのは、ガキすぎる気もして。

「（自分の気持ちと、母さんの気持ち……どっちを優先するか……難しいなぁ……）」

　喉元まで出かかった訴うつたえを、ぐっと吞のみ込んで、ひとまず迷いを保留しておくしかない真人だった。

　そうして、気付けばもう宿場町に到とう着ちやくしていた。

　アイテムや食材の店などが立ち並んでいる、適度に活気のある通りを抜ぬけて、まず向かうは冒険者ギルドだ。

　事務所のような殺風景な建物に入り、受付カウンターへ。職員の女性がすぐに気付いて、愛あい想そのいい笑みを浮うかべて話しかけてくる。

「あ、大おお好すき真々子さんと、そのお子さんたちですね。お疲つかれ様です」

「待ってください。〝勇者真人と仲間たち〟に訂てい正せいしてください」

「ちょっと真人。妙みようなところで対たい抗こう意識を燃やしてんじゃないわよ」

「お疲れ様です。クエストの完かん了りよう報告に来ました」

　なんだか悔くやしい真人を尻しり目めに、真々子と職員の女性が手続きを進めていく。討伐報告書をしたためて、確認してもらって、報ほう奨しよう金の受け取りだ。

　ゲームに関する知識が乏とぼしく、戸惑うことも多かった真々子だが、最近では物事をスムーズにこなせるようになっている。まるで本当にリーダーみたい。

　真々子の姿を見つめるメディとポータも感心しているようだ。

「いつの間にか、真々子さんも立派な冒険者になっていますね」

「とっても頼たよれる冒険者お母さんです！」

「そして俺の立場が……はぁ……まあ慣れたけど」

　貰うものを貰ったら、もう用はない。真人は尻しつ尾ぽを巻いて、冒険者ギルドから退出……

　いや。帰る前に、職員の女性に尋ねたいことがある。

「あ、そうだ。ちょっと質問いいですか？　モンスターを倒したら、天下一母道会とかいう大会を告知するビラをドロップしたんですけど……」

「それでしたら、町の方々などにお配りしていただくことで報ほう酬しゆうが受け取れますよ。たくさん配るほど報酬アップです。是ぜ非ひお試しください」

「冒険者にビラ配りのバイトさせるのかよ。小こ遣づかい稼かせぎに、ちょっとやってみたくなるじゃんか」

「ああ、天下一母道会といえば、真々子さんへのお届け物を預かっています」

　職員の女性は、カウンターの下をごそごそ探さぐって……

　封ふう書しよの束、なめした革の書簡、忍にん術じゆつに使いそうな巻物、大きな葉っぱ、メモリースティック的な物体など、様々な品を真々子の前に並べた。

「あらあら、こんなにたくさん。何かしら」

「大会に参加される方たちが、真々子さんに挑ちよう戦せん状を送りつけてきたようです」

「は？　挑戦状？　母さんへの？……うわ、マジで書いてある」

　見てみると、どの封書も、表書きに【挑戦状在中】と添そえられている。大きな葉っぱの裏面には【あなたとの勝負を楽しみにしているわ】などと、あからさまな文章が書かれている。

「母さんは挑戦される側なのかよ。しかも、量も多いし、種類も多いな」

「様々な種族の母親たちが、真々子さんとの対戦を望んでいるようですね」

「様々な種族……前に、エルフの人に会ったことがあるけど、他ほかにも色々と？」

「もちろん、色々いますよ」

「いるのか……様々な種族の、しかも母親が……そして、その人たちが、母さんと戦いたがっているのか……」

「憧あこがれを抱いだいている方も多いでしょうね……真々子さんは、〝ＭＡＭＡＮ〟の創刊号で表紙と巻頭特集を飾かざったり、天下一母道会の特集記事でも、優勝候補の筆頭として名前が挙げられたりして、最も注目を集めている方ですからね」

「え？……えっと〝ＭＡＭＡＮ〟って……？」

「母親のための月刊誌です。ご存じありませんか？」

　それは世界中の至る所で販はん売ばいされている、母親たちの愛読書である。「お母さんね、雑誌の取材を受けたの」「事後報告すぎるだろ!?」息子勇者が知らぬ間に、知名度が上がり続けている母親だ。

「じゃあ大会のことも、かなり有名だったり……？」

「母親はもちろん、母親に憧れる人たちの間でも、知らない人はいないと思いますよ。……私も、いつか母親になりたいという気持ちがありますから、この大会に大注目していて……ん？　あれ？」

　と、職員の女性がふと首を傾かしげて、真々子に視線を向けた。

「真々子さんは、もう予選会はお済みになられたんですか？」

「え？　予選会？」

　問われた真々子が、よくわからなくて小首を傾げた、その瞬間。

　ズドオオオンッ！　と、激しい衝しよう突とつ音が響ひびいて、冒険者ギルドが小刻みに震ふるえた。

　音がしたのは外だ。しかも近い。

「な、なんだ？　何かが派手に落ちてきたような……とにかく、見に行くぞ！」

　真人たちが飛び出すと、冒険者ギルドの前に小規模なクレーターができていて……

　その中心に、棺かん桶おけが一つ、堂々と突つき立っている。

「ねえマー君。お母さんたちの前に現れる棺桶って、いつもそうよね」

「そうだな。その人だな。今回は随ずい分ぶんと派手な死に様だな」

「転送魔ま法ほうで飛んできて、着地の衝しよう撃げきで死んだ感じ？　普通は死なないんだけど」

「とにかく、生き返らせてお話をお聞きしましょうか」

「はい！　お知らーせを聞きます！」

　蘇そ生せい魔法は癒ゆ術じゆつ師しであるメディの得意分野だ。「それでは……コンフォルテの杖つえよ！」「魔法じゃないのかよ」メディはＭＰ消費をケチって、習得している魔法がランダムで発動する杖を使用した。

　そうして、試行回数が二十回くらいになったところで、なんとか蘇生魔法が発動。

　棺桶が霧む散さんして、修道女の装よそおいをした女性が、どんな時でも変わらない冷静な表情で現れた。

「どうもです、シラーセさん。この度も見事な死にっぷりでした」

「お褒ほめに与あずかり光栄です。……そう。私はシラーセ。一切戦わないのに、誰だれよりも死亡回数が多い、謎なぞの修道女ですとお知らーせ……などと、悠ゆう長ちようにご挨あい拶さつをしている場合ではありませんね。事は急を要します」

　シラーセは真人たち一人一人を視線で捉とらえて、高らかに手を掲かかげた。

「突然ですが、運営のシステマティックな力を用いて、皆みなさんを強制的に移動させます」

「え？　移動って、どこへ……っ!?」

　魔法とは違う、ゲームを管理する側の技術力によって、真人たちは一瞬のうちに移動させられて……







　目を開けると、見知らぬ場所だ。

「ここは……？」

　真人たちは、端はしから端まで五十メートルくらいありそうな広い通りに立っている。どこかの町の入り口付近のようだ。

　周りに目を向けると、様々な種族の人たちがいる。普ふ通つうの人間に加えて、尖とがった耳に金きん髪ぱつのエルフや、動物の尻尾と耳を生やした獣じゆう人じんたち。日光を浴びすぎて疲れたのか、木こ陰かげで休きゆう憩けいしている吸きゆう血けつ鬼きたちもいる。

　ふと見上げれば、神こう々ごうしい姿の天使や精せい霊れい、目のやり場に困るセクシー衣装の悪魔などが飛んでいる。不意に太陽を覆おおい隠かくした巨きよ大だいな影かげは、龍りゆうとドラゴンの群れだ。

　さらに、五メートル級の巨人カップルがイチャコラしている横を、蝶ちようの羽が生えている妖よう精せいのツアー御ご一行様が、ふわ～っと通過したりして。

　とにかく、色々いる。

「ちょ、何よこれ……」

「ファンタジー世界のキャラクターが大集合しているようですね……」

「わわっ！　ロボットみたいな人もいます！　アンドロイドさんです！」

「おお、マジだ！　ジェット噴ふん射しやで飛んでる！……ていうか、アンドロイドって、ファンタジー扱あつかいなのか？　よくわからんけど」

　真人たちは、驚おどろいて、感動して、多種多様な種族たちに目を奪うばわれてしまうのだが。

　シラーセが移動を急せかしてくる。

「ここは天下一母道会が開かい催さいされる町。ミーマといいます。大会の開催を明日に控ひかえ、世界中から様々な種族が集まっています。なお、変化魔法等を使用していない限り、人間族以外の種族は純度百パーセントのＮＰＣです。説明は以上です」

「ＮＰＣの純度ってなんですか！　というか説明が簡単すぎますよ！　様々な種族の説明とか、してくださいよ！　かなり興味あるんですけど！」

「後でパンフレットをお渡わたししますので、種族に関してはそちらでご確認ください。それより今は予選会です。……さあ真々子さん」

「え、ええ。予選会って、今日だったのね」

「はい。しかも参加締しめ切きりはもう間もなくです。私としたことが、肝かん心じんの日時をお伝えし忘れてしまって……本当に申し訳ありません。とにかくお急ぎください」

「あっ、ちょっと！」

　シラーセは真々子を連れて、ズンズン進んでいく。

　向かう先にあるのは、鍋なべやフライパン、箒ほうきと塵ちり取とり、ハンガーに物干し台など、家庭用品のモニュメントで飾られている広大な施し設せつだ。力強い文字で【天下一母道会】と書かれた看板が掲げられている。ここが会場。

　入り口には、参加者用の受付カウンターが設しつらえられていて、係員が大声で呼びかけている。「あと五分で締め切りとなります！　ご希望の方は、お急ぎください！」本気でギリギリだ。

「それでは真々子さん。手続きをお願いします」

「ええ！　それじゃ……あ、でも、その前に……マー君。ちょっといいかしら」

「な、なんだよ」

　真々子は真人の前に立ち、願うように手を組んで、じっと見つめてくる。

「ねえマー君。お母さんは大会に参加してもいいかしら」

「そんなこと……なんで急に聞くんだよ」

「だってマー君の気持ちが気になるもの。……お母さんね、なんの相談もなしに、事前の申しん請せいをしちゃったでしょ？　そういうの、よくなかったかしらって思うの」

「母さんが勝手に突っ走るのは、いつものことだろ……俺が何言っても聞かないし……」

「そう。そうなの。マー君と一いつ緒しよにいると、わーって、嬉うれしくて楽しい気分になっちゃって、ついついやりすぎちゃったりするの。……だからね、お母さんのそういう部分は直さなきゃダメだわって、ずっと思ってて……」

「えぇっ!?　母さんがついに自覚を持った!?」

「だから今回は、先にマー君の気持ちを聞きたいの。……ねえマー君。マー君の気持ちを聞かせて？」

　奥手な少女が勇気を出して告白してくるような感じだが、実の母親である。「くっ、直視しづらい……」なんだか頭が痛くなってきそう。

　だが真ま面じ目めな話だ。真人の気持ちはどうなのか。

「（俺としては、やっぱり、やめてもらいたいけどな……）」

　正直に思いつつも、自分の気持ちを押し通すのは、ちょっと違ちがう気がする。そういうガキっぽいのは、もう卒業したつもりだ。

　しかし一方で、言いたいことを言わずに包み隠してしまうのも、それはそれで違う気がする。

　じゃあどうするか……判断の基準となるものは……そう。

　相手が、自分の母親だということだ。

「……なあ母さん。俺は母さんを、俺の母さんだと見込んで、言いたいことを全部言わせてもらうぞ。覚かく悟ごはいいか」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ。マー君の気持ちは全部受け止めるわ。だってお母さんだもの」

　真々子は微笑ほほえんでいる。見ているだけで、不覚にも安心してしまう、いつも通りの優やさしい顔だ。迷ったり心配したりしたのが馬ば鹿からしく思えてしまう。

　そんな母親を真っ直すぐに見み据すえて、真人は伝える。

「俺としては、母さんが大会に出場するのは、あまり喜ばしくない」

「そうなのね……じゃあ……」




「でも、母さんがやりたいなら、やってみればいいんじゃねーの、って思う」




「……え？」

　きょとんとした顔で見返されてしまって、なんだか気き恥はずかしいのだが。

　真人は言葉を止めない。思ったことを全部伝えきるのだ。

「思うんだけどさ……俺と母さんは、親子で一緒に冒ぼう険けんしててさ……それってさ、俺が主役の冒険であってほしいんだけど、やっぱ母さんの冒険でもあるわけでさ……だからさ、今は母さんが好きなようにやればいいと思う。母さんは大会に参加したいんだよな。じゃあ参加すればいい」

「……本当に、いいの？」

「いいって言ってるだろ。息子ＯＫです。許可します。……俺だって、その……」

　たまには母親が喜びそうなことの一つや二つ、してやりたい。勧すすめてやりたい。

　そんな言葉を口から出すのは、やはり照れるので、密ひそかに吞のみ込んで。

「だ、だからな、その……絶対に優勝しろよな！　俺も応おう援えんするからさ！」

「ええっ!?　応援!?　マー君がお母さんを応援してくれるの!?」

「そんな驚くようなことじゃないだろ。子供が親を応援するのは、別に変なことじゃないと思うし……まあ、そんな熱心に応援するかどうかは、微び妙みようかもだけど、一応は……」

　じわじわと恥ずかしくなってきて、言ってることがぐだぐだになってきた……

　と。

「マー君、ありがとう！」ピカ────────ッ！

「うわ眩まぶしうぽぷっ!?」

　真々子は、絶大な喜びを爆ばく発はつさせて、【母の光】で猛もう烈れつに光って、真人を思い切り抱だき締めてきた。眩まばゆい光と、抜ばつ群ぐんの大きさと、極ごく上じようの柔やわらかさと、お母さんの甘い匂においの中に、真人の顔がずっぽり埋うまった。

「ぷはっ!?……ちょっ、母さん！　眩しい！　苦しい！　ちょっと落ち着け！」

「そんなの無理よ！　だってお母さん、今とっても幸せなんですもの！」ぎゅーっ！

「幸せなのは結構なことなんだが、ＴＰＯをわきまえてくれよ！　みんな見てるだろ！」

　必死にもがいて頭だけ抜ぬき出して、周囲に目を向けると、女子たちが嘲あざ笑わらって……

　いや、違う。ポータが純じゆん粋すいに感動しているのは、普段通りだが、ワイズとメディも普通に微笑みを浮うかべている。

「あ、あれ？　馬鹿にして笑うところじゃなくて？」

「そんなわけないでしょ。あたしたちは、あんたの成長っぷりに感心してるのよ。真々子さんのことを優先してあげられるようになるなんて、ちょっとすごいじゃん」

「自分の気持ちを押し込めてしまうのではなく、ちゃんと伝えた上で、最良の結果を導き出す……かつて私に教えてくれたことを、確実に実じつ践せんしていますね。さすがです」

「息子むすこ勇者として、真人さんはどんどんパワーアップしてます！　すごいです！」

「え……みんな、俺を褒めてくれて……」

「よーし、それじゃ、真々子さんを応援したい真人のために、特製の応援グッズを作るわよー。全力でマザコンっぽい、じゃなくて、目立ちそうなやつにするわよー」

「基本は団扇うちわですね。デザインは【真々子ＬＯＶＥ】もしくは【お母さんＬＯＶＥ】がいいでしょうか。他ほかには、法はつ被ぴや鉢はち巻まきもあるといいですね」

「自分がアイテムクリエイションで作ります！　お任せください！」

「やっぱ面おも白しろがってるよね!?」

　さっそく作業に取り掛かかっている女子たちを止めたいのだけど、「うふふ。マー君」「放して!?」真々子が抱きしめたまま放してくれない。

「と、とにかく、そういうことだから、母さんは受付を済ませてこいよ！　ほら！」

「あっ、そうね！　それじゃ、行ってくるわね！」

　真々子は受付カウンターに駆かけ寄って、備え付けの用紙に手早く記入していく。本気で時間ギリギリだが、なんとか間に合うだろう。まずは一安心だ。







　真々子は、【１０３６２】という数字が書かれているナンバープレートを腰こしに着けた。

「母さんが最後の登録者だから……全部で一万三百六十二人の母親が参加するってことか……なんなんだよ、この規模は……」

「それじゃ、ちょっと予選会をしてくるわね！」

「ついでにそのまま優勝を決めちゃってきてもいいわよー」

「真々子さんでしたら、心配など不要でしょうけど、どうかお気をつけて」

「ママさん、頑がん張ばってください！」

「それでは真々子さん、案内に従ってお進みください」

　とってもウキウキしている真々子が、受付の奥へと進んでいく。

　その様子を見送って、シラーセは真人たちと向き合った。

「無事に間に合いましたので、あらためて、このシラーセが、シラーセ故ゆえに、皆みなさんにお知らーせしようかと思うわけですが……何からお知らーせしましょうか」

「包み隠かくさず、面白がらず、素す直なおに全部お知らーせしてもらいたいですけど……とりあえず、大まかな部分は承知してますよ」

「天下一母道会は、母親だけが参加できる大会で、真々子さんも出場するつもりだったのよね。真々子さんが話してくれたわよ」

「大会当日までは内緒にしておくよう、アドバイスをいただいたそうですが……」

「そのアドバイスをしたのは、シラーセさんでしょうか！」

「はい。私です」

「やっぱりか……」

　真人は不満を込めたジト目で見つめてやるのだが。

　余計なことを吹ふき込んでくれた人は全く動じない。いつも通り、涼すずしい顔だ。

「内緒にしておくようお勧めした理由は、他でもない、真人君の反応が不安だったからです。……真々子さんが大会で脚きやつ光こうを浴びる一方で、真人君は参加すらできない……となれば、真人君は絶対に反対するだろうと思いましたので」

「生あい憎にくと、俺はそんなガキじゃないので、無む駄だな心配でしたけどね」

「結果的には、その通りでしたね。……ですが、策を弄ろうしてでも、真々子さんには天下一母道会にご参加いただかなければなりませんでした。この大会には、真々子さんの存在が必要不可欠なのです」

　シラーセは、右手の指を三本立てて見せてくる。

「まず天下一母道会につきまして。この大会には、三つの意味があります。……一つは、純粋なイベントとしての意味。この世界に存在する数多あまたの種族、その母親たちの活かつ躍やくを目まの当たりにして、母親の素晴らしさを再確認していただこうという趣しゆ向こうです」

「母さん無む双そうを散々見せつけられてるのに、この上、他の母親の力まで見せつけられるのかよ……くっ……」

「母親の大会だったら、やっぱ真々子さんが出場しないと盛り上がらないわよね。有名人だし、勝負したい人も大勢いるみたいだし。……んで、二つ目は？」

「二つ目は、母親という存在を快く思わない勢力を、あえて誘おびき寄せるための、策略としての意味です。その勢力に関する説明は不要ですね」

「反はん抗こう組織リベーレですね。……母親のイベントを妨ぼう害がいするため、敵は必ずやってくる。迎むかえ撃うつためには、真々子さんという最高戦力が必ひつ須す……そういうことでしょうか」

「最終的には、真々子さんをはじめ、実力者の母親たち、もちろん皆さんにもご協力いただいて、多勢に無勢でフルボッコ撃げき破はを期待しています」

「力を合わせて、敵をしばき回す……想像しただけで、胸がドキドキしてしまいますね」

　恥じらいながら、間違いのない美少女の顔で微笑むメディだ。「……なあ、ワイズ」「言わなくていいから」内なるダークパワーが怖こわすぎるが、仲間だ。勇者パーティの一員だ。

　と、そこでポータがビシッと挙手した。

「シラーセさん！　あと一つの意味はなんでしょうか！　教えてください！」

「わかりました。……三つ目は……」

　シラーセは、三本指を立てている自身の手をじーっと見つめて、ちょっと考えて。

　指を一本、折り曲げて、二本指に修正した。

「失礼しました。意味は二つです。三つと言ったのは、私の勘かん違ちがいです」

「いやいや！　勘違いじゃないですよね！　今、あえて減らしましたよね！」

「〝とりあえず内緒にしておいた方が面白いかなー〟とか思ったでしょ！」

「誤解ですよ。天下一母道会を開かい催さいする意味は、二つです。……ただ、それとは別に、不測の事態に対する備えとして、真々子さんにご参加いただきたいのです」

「反抗組織による襲しゆう撃げきとは別に、さらに何かが起きるかもしれないのですか？」

「その可能性が、無きにしも非あらず、といったところでしょうか。現時点では、運営としても、確かなことは何も言えないので……三つ目については、記き憶おくの端はしに留とどめておく程度で結構です。この大会には意味があり、真々子さんの参加が必要不可欠である、という点だけご理解ください」

　からかっているような気配は、特にない。

　備えとして真々子が必要。そう理解しておくしかない。

「わかりました。じゃあ、とりあえず、そういうことで……」

「あたしたちは、これからどうする？」

「予定が何もありませんね……急な移動で、この町のことも、よくわかりませんし……」

「自分たち、ここでずっとママさんを待っているんでしょうか！」

「んー……それは退たい屈くつすぎるから……じゃあさ、予選会を見に行くとか、どう？」

　ワイズが提案すると、シラーセが首を横に振ふった。

「残念ながら、観戦はお断りしています。予選会は、参加人数も多く、係員の目が行き届かないところも多くあります。応援者による密かな支援など、不正な行こう為いを防止するための措そ置ちです」

「あー、まあ、そういうのは大事かもだけどさ……そうは言っても、見たくなっちゃうわよね……シラーセさんの権限でさ、なんとかなったりしないの？」

　ワイズが、チラチラッと、ねだるようにシラーセをうかがう。表情も頭の中も冷静沈ちん着ちやくにできているシラーセに、そんなことをしても無駄だろうけど……

　いや、そうでもなさそうだ。シラーセは少し考える素そ振ぶりを見せている。

「ふむ……予選会を観戦する方法は、ないわけではありませんけどね」

「あるのですか？　でしたら、是ぜ非ひとも教えていただきたいです」

「自分、その方法を知りたいです！　ママさんの活躍を見たいです！」

「ワイズさん、メディさん、ポータさん、三人のお気持ちはわかりましたが……」

「え、えっと……別に、母さんがそんな気になるとかじゃないですけど、一応」

　真人も、すごく控ひかえ目めに挙手をしてみる。あくまで、控え目に。

「真人君を含ふくめ、全員が希望されるわけですね。わかりました。では方法をご説明しましょう。……大会事務局では、ボランティアスタッフを随ずい時じ募ぼ集しゆうしています。以上です」

　簡単すぎる説明だが、充じゆう分ぶんだ。

「スタッフになれば、会場への出入りが自由ってことだな」

「ただし、スタッフである以上、それなりに仕事をしないといけないのよね」

「場合によっては、非常に危険な仕事を任される可能性もあるのでしょう」

「反抗組織の人たちが来たら、自分たちの出番だと思います！」

「是非ともお願いしたいところです。……ただし一点だけ。相手の出方にもよりますが、反抗組織の関係者を発見した場合は、ひとまず監かん視しという対応でお願いします」

「すぐには手を出さず、様子を見るんですか？……ああ、そうだよな……いきなり戦せん闘とうに突とつ入にゆうしたら、周囲に被ひ害がいが出るだろうし……」

　仮に、ＮＰＣを洗脳する闇やみのアイテムが使われたりしたら？

　一万人を超こえる母親たちが大暴走……なんて、考えたくもない。

「わ、わかりました。反抗組織の連中を発見しても、とりあえずは監視ということで」

「あたしの連続魔まで、軽くぶっ飛ばしてあげてもいいんだけどね」

「出会い頭がしらに殴なぐれないのは残念ですが、ご指示とあれば仕方ありません」

「自分、約束はちゃんと守ります！」

「ありがとうございます。……それでは、こちらをどうぞ」

　首から下げるタイプのスタッフ証を渡わたされて。

　真人たちはボランティアスタッフになった！

「そしてワイズは魔ま法ほうが使えなくなった」

「いつものことですけど、困った人ですね……」

「ワイズさん！　魔法封ふうじを解除するアイテムです！　どうぞ！」

「うぅぅ、いつもすまないねぇ……って、そんなわけないでしょっ！　職業が変わったわけじゃないんだから、ちゃんと魔法を使えるわよっ！」

「「……えー……」」がっかり

「ちょっ、真人!?　メディ!?　あんたたち、なんでそんな不満そうなの!?」

　魔法を使用可能だと残念がられる賢けん者じやがいた。







　シラーセを通して受付を済ませて、さっそく申し渡された仕事は、清せい掃そう。

　真人たちは、箒ほうきと塵ちり取とりを手に、とりあえず会場内に入った。予選会が行われている巨きよ大だいな屋内競技場を目指して、通路を適当に掃はき清めながら移動だ。

「シラーセさんは実行委員の仕事で、どこかへ行っちゃって、俺たちは雑用係か……おまけに母さんは選手で……俺は自分の存在価値を見失いそうだよ……」

「つべこべ言わずに掃そう除じしなさいよね。ちょうどいいじゃん。場所を指定されなかったから、自由に動けるし」

「ですが、予選会の会場内に入るのは控えた方がいいかと思います。……真々子さんのことですから……」

「すぐ真人さんに気付いて、元気になって、すごいスキルが出ちゃいます！」

「あー、そうかもな。応おう援えん者による密ひそかな支援だと思われたら、母さんが失格になりかねないから……気付かれないように、遠くから見るだけにしておくか」

　厄やつ介かいな母親だなー、とか思いながら、真人たちは建物の周囲を迂う回かいする。「窓でもあれば……っと、あるじゃんか」上う手まい具合に窓を発見した。

　中を軽く覗のぞいてみると、確かに予選会場のようだ。競技用のステージがいくつも用意されていて、手の平サイズの妖よう精せいから五メートル級の巨人まで、ナンバープレートを着けた各種母親たちが大勢集まっているのが見える。この窓からなら観戦可能だ。

　だが、位置が少々高い。

「俺たちは覗けるけど、ポータにはちょっと厳しい高さだな……」

「うぅぅ……残念ですぅ……」

「だったら、真人が肩かた車ぐるましてあげればいいんじゃん？」

「四よつん這ばいになって、踏ふみ台だいになってあげるのはどうでしょうか」

　十二歳の女の子を肩車するか、それとも踏み台になるか。ここはやっぱり。

「じゃあ、踏まれたい台で」

「「「え？」」」

「いえ、なんでもないです！　冗じよう談だんです！　肩車で！」

　真人には、小さい女の子に踏まれて喜ぶ趣味はない。ないよ。本当だよ。

　ということで。

「ポータ！　肩車合体だ！」

「はい！　自分、真人さんと合体します！」

　ビシッと両りよう腕うでを広げたポータを、ひょーいと持ち上げて、肩車に乗せて完成。

「どうだポータ。見えるか？」

「はい！　よく見えます！」

「もうちょっと下げた方がよくない？　ポータが向こう側から丸見えじゃん。覗いているのがバレるわよ」

「真人君、もう少し体勢を低くできますか？　もう少し低めに……もっとです」

「お、おう……」

　屈かがんで、ポータとワイズとメディの顔が窓まど枠わくの下部に並ぶよう調節して……

　そして真人の目の前には、壁かべである。

「わわっ！　肩車していたら、真人さんが中を見られないです！」

「いや、いいんだ。ポータが見えるなら、それで構わない。……母さんの試合は、まあ多少は興味あるかもだけど……それ以上に大切なものを得ているから、いいんだ」

　具体的には、真人の顔を柔やわらかく挟はさんでいるポータの……いや、やめておこう。真人はそういう男子じゃない。本当だよ。

「じゃあ見えない俺のために、中の様子の実じつ況きようをよろしく。状況は？」

「ステージに係員の人が立ってて、試合前の説明してるみたいで……あ、ステージに調理台みたいなのが並べられたわ。野菜も用意されてる。予選会の試合は料理みたい」

「母親の大会らしく、家事の腕前で競う感じか……母さんのライバルになりそうな人はいるか？」

「そうですね……爪つめを研といでいる獣じゆう人じんの方や、自前の刃は物ものを用意している忍にん者じやの方、レーザーブレードのような物を装備したアンドロイドの方など、手て強ごわそうですね」

「料理勝負の絵え面づらじゃなさそうだな……そ、それで、そんな興味があるわけじゃないんだけど……母さんは……？」

「まだステージには上がっていません！　番号が１番の人から、順番で試合をしているみたいなので、ずっと後になりそうです！」

「あーそっか。母さんの前に、一万人以上いるんだよな」

　だったら、当分はこのまま、ポータに肩車した姿勢のままで待機ということで。腰こしや膝ひざにかかる負担は結構なものだが、首回りが幸せだから全然いいや……

　なんて、けしからんことを思っていると。

「……ていうかさ、あたしたちって、こんなことしてていいの？」

　真ま面じ目めな口調で、ワイズがポツリと言った。

「おい、いきなり何を言い出すんだよ。予選会を見たいって言い出したのはワイズだろ」

「それはそうだけど……でもさ……」

「この大会は、敵をおびき寄せるための策でもある……ですよね」

　メディの言葉に、ワイズは小さく頷うなずいた。

「世界中から母親が集まって、これだけ大々的にやってる大会だからさ……きっと来るわよね……シラーセさんの前では見み栄えを張ったけど、ぶっちゃけ、あたしたちだけじゃ圧あつ倒とう的に不利よね。まともにやり合ったら、ただじゃすまないわ」

「相手は、町中に爆ばく弾だんを仕し掛かけたり、親子を操って争わせたり、やることに容よう赦しやがありません。中でも四天王は、性格や態度はさておき、いずれも凶きよう悪あくなスキルを有しています。……場合によっては、一いつ斉せいに襲おそい掛かってくる可能性も……」

「うぅぅ……自分、ちょっと怖こわいですぅ……」

　予選会を覗き見てワクワクしていた雰ふん囲い気きが、一気に冷え切ってしまった。誰だれもが不安そうに俯うつむいている。

　こんな時こそ、勇者でリーダーである真人の出番だ。

「身体能力が桁けた違ちがいで、あらゆる攻こう撃げきを反射するスキルを持つアマンテ……百万体のアンデッド系モンスターを操り、相手の全ての能力を徹てつ底てい的に下げる超ちよう強力なデバフスキルを放つソレラ……さらに、他ほかの四天王まで一斉に……なんて、ないない！　いきなり来るわけないからさ！　まずは気楽にやろうぜ！　ははっ！」

　努めて陽気に。仲間たちの不安を吹ふき飛ばすように言ってやった。

　そんな時だった。




「あっ、あなたたち!?」

「あ～！　こんなところに～！」




　不意に、背後で声が上がった。厳しい口調と、驚おどろきながらものんびりとした口調、二人の女性の声が聞こえたのだが。

　真人たちがとっさに振ふり返ると、そこにいるのは一人だけ。

　さながら魔術結社のメンバーのように、頭の先からつま先まで、銀色の覆ふく面めんローブで完全に覆おおい隠かくされている、身長二メートル以上もある大おお柄がらな人間（？）だ。

　率直に、怪あやしすぎる。というか怖い。

「うおっ!?　どちら様!?」

「ふ、不ふ審しん者じゃん！」

「怪しい人物すぎます！　直ちに通報を……！」

「あ、でも、こうして予選会を覗いている自分たちも、ちょっと怪しいと思います！」

「「「あー、それは確かに」」」

　ポータの一言に、真人たちは妙みように納得させられて、ちょっと冷静さを取り戻もどした。

　よく見れば、相手は予選会用のナンバープレートを着けている。番号は【３７８２】。それにしても怪しい風ふう体ていだが、参加者の母親ということだ。

　ポータを肩車したまま、真人は慌あわてて姿勢を正し、首から下げているスタッフ証を提示する。

「あの、俺たちは大会のスタッフです！　怪しい者じゃありません！　ちょっと予選会の様子が気になって、少し見ていただけです！」

「あ、ああ、そうなのね……そんな礼れい儀ぎ正しく説明してくるなんて……」

「私たちの正体に気付いていないみたいだね～。んっふふ～」

「え？　気付いてないって……というか、やっぱり二人分の声が聞こえる……中に二人いる……？」

「そうよ。身体能力的な理由から、私が仕方なく、このギャンブル馬ば鹿かを肩車して……」

「わ～っ、わ～っ！　そうじゃなくて～、中の人は一人だよ～！……下の人はちょっと黙だまっててよ～！　話をするのは私の役だって決めたでしょ～！　説明も禁止だよ～！」

　覆面ローブの中で、何やらもぞもぞ動いて口論している。やはり中に二人いるようだ。

　しかも、どちらも聞き覚えがある声だ。もしかすると、もしかする。

「（あー……こいつら、絶対そうだろ）」

　もはや確信してしまった。

　真人は思い切って、相手の素す性じようを……尋たずねたかったのだが、ちょうどその時。

「あらあら。やっぱりマー君たちだわ」

　不意に会場の窓が開いて、真々子がひょっこり顔を覗かせた。
















「うわ、母さん？」

「そうよ。お母さんよ。マー君の髪かみの毛がちょっとだけ見えたから、もしかしたらって思ったの。そうしたら、やっぱりマー君だったわ。うふふ」

「髪の毛だけで息子むすこを特定できるのかよ！　それどんなスキルだよ！　怖いよ！……というかさ、今ちょっと取り込み中で……あれ？」

　不審な母親が、すぐそこにいたはずなのだけど、いなくて。

　問題のその人は「うわわわわぁ～っ!?」逆エビ反りの無茶な体勢で、ものすごい速度で走り去っていった。

　真人たちは、思いっきり眉まゆを顰ひそめて、顔を見合わせる。

「……なあ、思うんだけどさ」

「あー、うん。言わなくてもわかる。……今のってさ、つまり、あの二人でしょ」

「あんな馬鹿馬鹿しいスタイルで潜せん入にゆうしようとする人のことを、本気で恐おそれていたかと思うと、非常に腹立たしいです。今すぐ殴なぐりたいです」

「よし、許可する」

「やっちゃって」

「で、でも、まずは様子を見るって、シラーセさんと約束しました！」

「あー、そうだな……じゃあとりあえず、この場は見送るか」

「あらあら、なんの話をしているのかしら。ねえマー君、お母さんも交ぜて？　ね？」

　真々子がしきりに話しかけてくるが、そちらに構う余よ裕ゆうはなくて。

　真人は完全に脱だつ力りよくして、盛大にため息を吐つくのだった。







　そして、真々子の予選試合。

　係員が緊きん張ちようした面おも持もちで告げる。

「それでは最後に、１０３６２番の方、ステージに上がってください」

「はい。お願いします」

　予選の競技内容は、サラダ作り。

　ステージ上の調理台で、用意されている野菜を使用して、サラダを作る。完成度と調理時間の速さが判断材料になり、上位十六名が本戦への出場権を獲かく得とくする仕組みだ。

　真々子がステージに立つと、会場が一いつ瞬しゆんで静まり返った。

　人間族にエルフに獣人に、天使や悪あく魔まやその他諸もろ々もろの母親たちは、一瞬たりとも見み逃のがさないよう、真々子の一挙手一投足に注目している。かなりのプレッシャーである。

　だが真々子は、やっぱり真々子だ。いつも通り、大切な子供たちの健康を考えて、美お味いしい食事を用意するだけ。

「作ったサラダは、参加賞としてお持ち帰りしていいのよね。お夕飯の一品にするとして……メインディッシュは何がいいかしら……マー君たちは何が食べたいかしら……」

　夕飯の献こん立だてを考えながら、真々子は剣けんを構える。

　右手にテラディマドレ、左手にアルトゥーラ。聖剣を遠えん慮りよなく調理器具として。

「それでは始めます。用意……スタート！」

「えいっ！」

　開始と同時に、真々子は左手のアルトゥーラを振った。水の力を持つ聖剣から水が放たれて、調理する野菜を綺き麗れいに洗せん浄じようし、ついでに宙に浮うかせて。

「すかさず、えいっ！」

　右手のテラディマドレを振ると、調理台から包丁型の石せき刃じんが無数に出現して、一気に野菜をカットしていく。適度にカットされた野菜たちは落下して……

　お皿の上に、レタス、キャベツ、紫むらさきキャベツ、ニンジン、トマトが見事に着地。

　彩いろどりも鮮あざやかに、新しん鮮せん野菜のサラダが完成した！

　調理開始から完成まで、一秒である。

「ドレッシングは何がいいかしら。うふふ」

「こ、これは……大好真々子さん、いえ、１０３６２番の方、一位での予選通過です！」

　静せい寂じやくの後に、真々子を讃たたえる大だい歓かん声せいが沸わき起こった。「あれが大好真々子さんの実力……」「圧巻ね……」「世界最高とうたわれる母親の力、確かに拝見したわ！」多くの母親たちが、お持ち帰りサラダを掲かかげて、その卓たく越えつした技わざを讃えている。

　その一方で。

　物もの陰かげから、真々子を憎にく々にくしげに見つめている目がある。覆面ローブの、顔の部分とお腹なかの部分、合わせて二人分の目だ。

「一位通過だなんて……くっ、やってくれるわね」

「まあ予想通りだけどね～。私たちも予選は通過したんだから～、計画通りに～、大勢の観客が見守る中で倒たおしちゃえばいいよ～」

「そうね。それは可能よ……反はん抗こう組織リベーレの四天王である、私たちなら」

　銀色の覆面ローブが脱ぬぎ捨てられると、そこにいるのは、やはり二人。

　獰どう猛もうなトラのように敵意をむき出しにしている、母に反逆せし者・母ぼ逆ぎやくのアマンテ。

　怪しい色の髪を弄もてあそびながら、蕩とろけた瞳ひとみで見下す、母を侮あなどり蔑さげすむ者・母ぼ蔑べつのソレラ。

　ちなみに位置的には、アマンテが下半身で、ソレラが上半身。

　肩かた車ぐるま状態の二人である。

「ここに至るまで、苦労の連続だったわ……大会に関する情報を摑つかんでから、密ひそかに潜入するための計画を練って……正体を隠すための特製覆面ローブを徹てつ夜やで縫ぬって……」

「涙なみだぐましい努力の説明は要いらないよ～。……真人君たちに遭そう遇ぐうしちゃったのは失敗だったけど～、正体はバレなかったし～、予選も終わったんだから～、さっさと帰ろうよ～。……真々子さんは見つけたから～、ひとまずはＯＫでしょ～？」

「そうね。とりあえず大好真々子は確認できたわ。……でも、できれば、あと一人……」

　アマンテは目を凝こらして、母親たちをチェックしていくのだが。

　予選会場には、あまりにも多くの母親たちがいる。種族的な種類も多くて、特定の人物を探し出すのは非常に困難だ。

「マスターからの話だと……テストプレイヤーでも、ＮＰＣでもない、正体不明の異質な存在が紛まぎれ込んでいるらしいけど……誰がそうなのか、わからないわね」

「予選で負けちゃう程度だったら～、放っておけばいいと思うよ～。……でもでも～、もし本戦まで勝ち上がってくるようだったら～……」

「その時は、大好真々子と一いつ緒しよに、始末するわ」

「そういうこと～。じゃあ撤てつ収しゆう～。勝つための秘策を用意しないといけないからね～」

「そうね。行きましょう。……今こそ、反抗組織リベーレの力を示す時……この大会を、母親たちの終しゆう焉えんを祝うイベントに変えてあげるわ！」

　密かに宣戦布告して。

　アマンテとソレラは、人知れず予選会場を後に「あ！　ちゃんと着ておかないと！」「正体がバレちゃうよ～！」なんとなく勢いで脱いだ覆面ローブを、慌てて着直す、凶きよう悪あくと名高い四天王の二人だった。




















第二章　母道とは、体や道具を上手く使って家事をこなす術のこと……らしい。









　宿屋の中庭に、控ひかえ目な気合いの声が響ひびいている。

「はっ！　とうっ！　せいっ！　おりゃっ！」

　朝日を浴びて、天空の聖剣フィルマメントが活いき活きと輝かがやいている。

　素す振ぶりをする真まさ人とにも、清すが々すがしい朝の力が漲みなぎってくるようだ。

「ふんっ！……と。こんなところかな」

　渾こん身しんの一ひと振ふりを最後に、早朝トレーニングは終しゆう了りよう。

「珍めずらしく早起きして、鍛たん錬れんに励はげむとか……俺って奴やつは、勇者すぎるだろ。もうホント勇者すぎ。どんだけ勇者だよ。ふふっ」

　楽しい自画自賛をしつつ、次は汗あせの処理だ。

　真人は剣を納めて、宿屋に入った。廊ろう下かを進んで風ふ呂ろ場ばに直行する。

「俺の体、ヤバいな。腕うでが鍛きたえられまくってるじゃんか。筋肉すげぇ。ふふっ」

　脱だつ衣い所で服を脱ぎ、力こぶを愛めでて、下着を脱ぎ、力こぶを愛でて、広々とした浴室に入って、力こぶを愛でて、満足したところで。

　もう一回だけ力こぶを愛でて、まずは洗せん髪ぱつだ。シャンプーで頭をわしゃわしゃと……

「ん？」

　真人はふと気付いた。背後に、人の気配が……？

　直後、真人の背中に、ふにゅにゅんっと、極ごく上じよう柔やわらかい何かが押し当てられた。「ちょっ!?」背後から圧し掛かかってきた何者かは、さらに真人の頭をわしゃわしゃ洗ってくる。

　背中に当たっている感かん触しよくも、頭を洗われる感覚も、覚えがある。

　これはきっと、お母さんシャンプーだ。洗髪中で目が開けられないので、視認できないが、感触的に間ま違ちがいない。

　真人にこんなことする人は、あらゆる世界を探しても一人しかいないから！

「おいっ、母さん！　何やってんだよ！」

　真人は反射的に怒ど鳴なった。すると。

『何って、タオルを届けにきたのよ。そろそろ朝ご飯の時間だから、早めに上がってね』

　脱衣所の方から、真ま々ま子こが穏おだやかに呼びかけてきた。

　背後からではない。

「え？……えっと……え？」

　とりあえず、頭にお湯をぶっかけて、急いでシャンプーを洗い流して。

　振り返ってみると。

「………………え？」

　誰だれもいなかった。







「さっきのあれは、母さんだったと思うんだけど……でも母さんは脱衣所の方にいて……じゃあ俺の頭を洗ってきたのは、誰なんだ？……ちゃんと感触があったから、幽ゆう霊れいではないと思うんだけど……んー……」

　風呂から上がった真人は、ひとまず確認に向かう。

　真人たちは、本戦出場を決めた母親と関係者に提供された宿しゆく泊はく施し設せつに泊とまっている。壁かべの模様がやけに上品だとか、その程度のゴージャス感だが、普ふ段だん利用する宿屋に比べれば充じゆう分ぶんに贅ぜい沢たくな施設だ。

　そして、こちらは女子用の部屋。一応ノックして、ドアを開けて中を覗のぞくと。

「……すぴ～……ぷひゅる～……」

　奇き妙みように踊おどっているような、あまりにも残念すぎる寝ね相ぞうで、お腹とパンツをチラ見せしているワイズがいる。

「……すぅ……すぅ……」ぐりぐり

　ワイズを杖つえで突ついて弄りつつ、とても穏やかに眠ねむっているメディがいる。

「むにゃぁ……自分、ママさんを……応おう援えんしま……すやぁ……」

　夢の中でも何かを頑がん張ばっているポータもいる。

　女子たちは、三人とも、しっかり寝ている。

「俺の感覚的に、可能性があるのはメディだと思うけど……」

　だがメディは熟じゆく睡すい中だ。真人にシャンプーして、速そつ攻こうで戻もどってきて、寝たフリ、なんて気配は微み塵じんも感じられない。

　ポータとワイズは、サイズ的に論外ということで。

「となると、どういうことだ？　やっぱ母さんか？……んー……わからん」

　お母さんシャンプーをしてきたのは、真々子の残像？　分身？　クローン？

　どれも、あり得ない話だが……とりあえず当人から話を聞いた方が早そうだ。

「母さんは……朝はもちろん、朝食の支し度たくからだよな。行ってみよう」

　宿屋は、大会の実行委員会が借り上げた民営の施設だ。ただし従業員は不在。そのため料理や洗せん濯たくなどは自分たちでやらなければいけない。

　本戦に出場する母親は、家事のエキスパートなのだから、ウォーミングアップのつもりで軽く済ませちゃってください、という趣しゆ向こうである。

「結局、母さんはどこの宿屋に泊まっても、自分で料理も洗濯もするからな……大会に参加するとか言っても、いつも通りだよな」

　部屋から出て、廊下を進んで、朝食の気配に導かれる。

　お新しん香こでも切っているのか、トントン、トントンと、慣れた調子の音が聞こえてきた。

　空腹をもろに刺し激げきする味み噌そ汁しるの香かおりが、ふんわりと漂ただよってくる。

　どれも普段通りだ。そこに母親がいる。

　真人はダイニングルームに入って、適当に席に着いて呼びかけた。

「おーい母さん。ちょっと聞きたいんだけど」

　すると、キッチンで料理している真々子が返事を……




「あら。私には息子むすこがいたのね。初めて知ったわ。ウフフ」




「……へ？」

　違う。いつも通りの声じゃない。真々子のように優やさしさが滲にじみ出ているが、真々子とは似ても似つかない声こわ色いろで返事された。

「あ、あれ？……母さんじゃ、ない？」

　真人が思わずキッチンに目を向けると。

　狩かりゆう人どのような、若草色の装束を身に着けている女性がいる。髪かみは長くて、金色で……

　頭の両りよう脇わきに、ピンと尖とがった耳がある。

「あっ……ま、まさか……エルフ!?」

「ええ、そうよ。私はエルフ」

　女性が振り返った。シュッと引き締しまった顔と、切れ長の細い目と、そしてやっぱり特とく徴ちよう的な尖った耳。相手はエルフ族の女性だ。

　突とつ然ぜんのことに、真人が呆ぼう然ぜんとしていると、女子たちがダイニングルームに入ってきた。

「ふわぁ～……ちょっと真人ぉ。朝から何を騒さわいで……って、あれ!?　誰!?」

「エルフの方、ですね……」

「えっと……お、おはようございます！」

「はい、おはようございます。真人君に続いて、ワイズちゃんに、メディちゃんに、ポータちゃんも起きたのね。それじゃ、朝ご飯の準備を急がないといけないわね」

　エルフの女性は穏やかに微笑ほほえんで、キッチン内で手早く調理を進めていく。

　ちょっと忙いそがしそうで、声をかけていいのか、迷うのだけど。

「あの……お忙しいところ、恐きよう縮しゆくですけど……」

「何かしら。ああ、そうね。ご挨あい拶さつがまだだったわね。……私はシャリーレ。エルフ族のお母さんよ。よろしくね」

「シャリーレさん、ですか。よろしくです」

「エルフのお母さんで、この宿にいるってことはさ、もしかして……？」

「天下一母道会の本戦に出場される方、ということでしょうか」

「ええ、そうよ。予選の順位は二位で、真々子さんには一歩及およばなかったけどね」

「すごいです！　ママさんのライバルさんです！」

「で、そのシャリーレさんが、どうしてここに？　俺たちのことも知っているみたいですけど……」

「私もここの宿屋に泊まっているの。真人君たちのことは、真々子さんから聞いたわ。ついさっきお会いして、色々と話をさせてもらって……時間もないことだし、家事を分担することにしたんだけど……」

　順調に料理をしていたシャリーレが、ふと手を止めた。

「んー、食材の量が足りなかったかしら」

「あ、じゃあ、俺が何か買ってきましょうか？」

「あら、お手伝いしてくれるの？　ありがとう。……でも大だい丈じよう夫ぶよ。こんなこともあろうかと、ちゃんと用意してきたから」

　シャリーレは、装束のポケットに手を入れて、小さな包み紙をいくつも取り出した。

「これはエルフのお母さんの必ひつ需じゆ品。食べ物の素もとよ。使い方は……こう」

　まずはキノコのマークが描えがかれている包み紙。包みを開いて、中の粉を一つまみして、まな板にパラパラッと振りかけると……

　まな板から、美お味いしそうなキノコがにょきにょきっと生えた！

　お次は豆のマークの包み紙。粉をつまんで、キッチンの土つち壁かべにパッパと撒まくと……

　壁から、芽が出て、茎くきが伸のびて、花が咲さいて、サヤエンドウのような豆が生なった！

「こんな具合にね。エルフのお母さんは、いつでもどこでも食材を確保できるのよ」

「うわうわ！　キッチンで食材を育てて、収しゆう穫かくしてすぐ料理とか、すごすぎでしょ！」

「これが予選二位の実力……凄すさまじい炊すい事じ力ですね……」

「すごいです！　自分、びっくりです！」

「確かに、これはすごい能力だな……」

「それじゃ、真人君たちがお腹なかいっぱい食べられるよう、もっとたくさん育てるわね」

　シャリーレは、他ほかの包み紙も全部開いて、床ゆかや柱に粉を撒いていく。すぐに色々な種類のキノコや豆が成長して、キッチンは自然食材の宝庫と化した。

　その様子を目まの当たりにして、真人は。

「（確かにすごいけど……後片付けで、余計に時間がかかりそうだな）」

　植物に制圧されたキッチンを眺ながめつつ、余計な発言は控ひかえておく。







　洗濯物を担当していた真々子も合流して、朝食のお時間である。

　食しよく卓たくには、豆ご飯、キノコの味噌汁、芋いもの煮にっ転がし、浅あさ漬づけなど。エルフ自じ慢まんの自然食材をふんだんに用いたヘルシーなメニューが並んでいる。

　テーブルに、エルフ母、真々子、ポータ。

　その向かいに、ワイズ、真人、メディ。

　全員が席に着いたところで、いただきます。

「エルフの料理を食べるのは初めてなんだけど、どんな感じかな。かなり楽しみだ」

「皆みなさんのお口に合えばいいけど……」

「あたしの味覚は、真々子さんの料理で鍛きたえられてるからね。判定は厳しいわよ。それじゃ……お味噌汁で！　いただきます！」

　味噌汁がＭＰ補給源とまで豪ごう語ごするワイズの実食だ。

　緊きん張ちよう気味のシャリーレに見つめられながら、ずずっと一口。

「むむっ、これは……美味しいじゃん！」

　判定は合格だ！

「真々子さんとは違ちがう出だ汁しを使ってるみたいだけど、これ本気で美味しいわよ！」

「海の昆こん布ぶじゃなくて、山に生える昆布を使って出汁を取っているの。エルフの里では定番だけど、他の種族の人たちにとっては珍めずらしいでしょうね」

「ほうほう。ならば俺も一口……ふむ。マジで美う味まいな。率直に美味い」

「美味しいです！　豆ご飯ともピッタリです！」

「本戦に出場されるだけあって、やはり素す晴ばらしい腕うで前まえですね……いきなり強力なライバルが出現してしまいました」

「あー、そうか。そうだよな。家事の分担とか、仲良くしちゃってるけど……母さんとシャリーレさんは、これから戦うかもしれないんだよな」

　呟つぶやきながら、真人は密ひそかにスキル〝子こ性せい〟を発動させる。念のための確認と、力量を測るためだ。

　向かいの席を見ると……真々子とシャリーレの体が、カーネーション色の光を放っている。その色は母親の証あかし。ひとまず、どちらも母親であることは確定として。

「（二人とも、同じくらいの光量だな……）」

　明るさの程度は、母親としての力量を推おし量る指標となる。ということは？

　自由に母親力を上下させられる種族でない限り、両者の実力は互ご角かくだと判断できる。

「母さん。シャリーレさんは油断できない相手だぞ」

「そうね……うふふ。お母さん、ワクワクしてきたわ！」にっこり

「私も楽しみよ！　真々子さんには負けませんからね！」にっこり

　母親同士、穏おだやかな笑顔だ。「バトルの気配が、どこにもねーな」血湧わき肉躍おどる戦いなんて、絶対に期待できない雰ふん囲い気きである。

　そんな時、ワイズがふと声を上げた。

「あ、そうだ。思ったんだけど、あたしたちだけで朝ご飯を食べていいの？　シャリーレさんの子供は？」

　何気ない問いかけに対して、シャリーレはやや寂さびしそうに微笑む。

「その心配は要いらないわ。うちの子は一いつ緒しよに来ていないから。……うちの子は、随ずい分ぶんと前に里を出たきり、行方ゆくえ知れずなの」

「あらまあ。それは初耳だわ。とても心配ね」

「あの子が出かける前に、詳くわしく話を聞いておけばよかったんだけど……誰だれかの仲間になるために、カーサーン王国の首都へ行ったとか、それくらいしかわからなくて……」

「カーサーン王国の首都か……そこって、確か……」

　ゲーム世界に来た真人と真々子が、初めて訪おとずれた場所であり、ワイズとポータが仲間になった場所だ。思い出の地である。

　と、そういえば。

「（あれ？……そこでエルフに会ったよな……）」

　そう。真人と真々子は出会っている。

　真人たちの仲間となるために応おう募ぼしてきた、エルフの少女がいた。

　名前はサリーテ。人間換かん算さんで十九歳。祈いのりを捧ささげるのが生き甲が斐いみたいな、できれば関わるのをお断りしたい宗教家タイプの、エルフの神官。

　残念ながら、真々子によるお母さん面接で不合格にされたわけだが……

「……あの、シャリーレさん。シャリーレさんの子供って、どんな感じの子ですか？」

「そうねぇ……母親の私が言うのもなんだけど、とってもいい子よ。素直で、思いやりがあって、誰とでもすぐに打ち解けられるの。自慢の娘むすめよ」

「そうですか……誰とでもすぐに打ち解けられる感じか……じゃあ、人違いというか、エルフ違いだな……」

「ちなみに名前はサリーテよ。歳としは人間換算で十九歳」

「ぶっふぉ!?」

　真人は全力で味み噌そ汁しるを吹ふいた。「マー君、大丈夫!?」「あ、ああ、大丈夫」「あたしが大丈夫じゃないんだけど!?」とっさにワイズの方を向いて吹いたから、ワイズを除いて被ひ害がいなし。セーフ。

　味噌汁に塗まみれた賢けん者じやが、真人の肩かたをグーで殴なぐってくるが、それどころじゃない。

「えっと、シャリーレさん？　現在の娘さんの、例えば職業とか、何か宗教的なものに嵌はまっているとか、そういうのは全くわからない感じで？」

「連れん絡らくがないから、確かなことは言えないけど、でも大丈夫よ。ちゃんとした子だから」

「そ、そうですか……」

　幸か不幸か、シャリーレは娘の現状を知らないらしい。

　となると、注意しなければならないのは……真々子だ。

「（母さんが気付いて、変なことを言い出したら、絶対にヤバい！）」

　シャリーレの娘に対して、面接で不合格の烙らく印いんを押おしたのは、真々子。

　もちろんそこには事情があるのだが、その事情を知らないシャリーレにとってみれば、当然として面おも白しろくないだろう。不満だろう。怒いかりすら覚えるかもしれない。

　不合格扱あつかいが明らかになった途と端たん、真々子とシャリーレの間に因いん縁ねん発生。

　母親同士の和なごやかな対決が、血で血を洗う惨さん劇げきになる恐おそれも？

　これは、何がなんでも、隠かくさないといけない！

「マー君、どうしたの？　顔が真っ青よ？　具合が悪いの？」

「いや!?　いや別に!?　全然普ふ通つうだけど!?……えっと……シャリーレさん！　娘さんが早く見つかると……いや、今すぐだとマズいから……大会が終わった後くらいになって見つかるといいですね！」

「そう。私もそれを期待しているの。私が大会に参加して、そのことが世界中に報じられたら、あの子が気付いて、里に帰ってくるかもしれないわ。私が大会に参加した一番の理由はそれなの。ウフフ」

「あら、だったらなおさら、思いっきり活かつ躍やくしないといけないわね。お互たがいに頑がん張ばりましょうね。うふふ」

　健けん闘とうを誓ちかい合う母親たちは、一緒ににっこり。真々子はサリーテを忘れているようだ。

　ついでに、当時はまだ仲間になっていなかったメディはもちろん、ワイズとポータも気付いていないようで。
















　真人だけ、胃がキリキリしてる。

「（何もかも無事に終わって、その後も平へい穏おん無事が続きますように……神様！　頼たのむ！）」

　心の中で手を合わせて、全力で願っているうちに。

　真々子に尋たずねたいことがあったはずなのだけど、そちらは真人の頭の中から綺き麗れいさっぱり消えていた。







　朝の支し度たくを済ませて、いよいよ出発だ。

「みんな、忘れ物はないかしら」

「確認が必要なのは、母さんたちだけだろ。俺たちは試合を観戦するだけだから……」

「あ、ちょい待ち！　あたしたち、ボランティアスタッフじゃん！」

「スタッフ証を忘れてはいけませんね。立場を利用して、観客席よりも絶好のポジションで観戦するために必要です。……そのスタッフ証は……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　自分が全員分を預かっています！　どうぞ！」

「真々子さんも、真人君たちも、準備ＯＫね。……そして私も」

　若草色の革かわ袋ぶくろを背負って、シャリーレも準備完かん了りようだ。いざ。

「よし。それじゃ……」

「「行きましょう！　おー！」」

「先に言われると思ってたよ。しかも二人揃そろって言うのかよ。やっぱ母親かよ」

　二人の母親を先頭に、真人たちは移動を開始した。宿屋を後にして、会場へ向けて大通りを直進する。

　これから戦うかもしれないのに、真々子とシャリーレは暢のん気きなものだ。気心の知れたママ友のように、あれやこれや楽しくおしゃべりしながら闊かつ歩ぽしている。

　それに引き換かえ、後に続く真人たちは、やや表情が硬かたい。

「ったく……二人とも緊張感がなさすぎるだろ」

「強者の余よ裕ゆうよね。羨うらやましいわ。……でも、あたしたちは……」

「リベーレ四天王の二人を発見してしまった以上、油断はできませんね。馬ば鹿か馬ば鹿かしいスタイルで潜せん入にゆうしていますけど、強敵であることは確かですから」

「自分、回復アイテムをたくさん用意してきました！　お任せください！」

「そっちに加えて、俺には個人的な心配事もあったりして……もうすでに、しんどいわ」

　首から下げているスタッフ証を、指で弾はじいて弄もてあそびながら、真人は周囲に目を向ける。

　大通りは人だらけ。人間族をはじめ、エルフに獣じゆう人じん、巨きよ人じんや妖よう精せい、アンドロイドまで、様々なファンタジー種族が列を成して会場へ向かっている。その大多数が観客だろう。案内役の係員が所々にいて、人の流れはスムーズだ。

　真人たちの方に視線を向けてくる人が大勢いる。まあ当然だろう。大会ナンバー１ワン注目選手の真々子がいるのだ。

「（そして、勇者である俺は、あんまり注目されてないわけだ……はは……）」

　泣きたくなるようなことは、考えないようにして。

　周りを見ていると、頻ひん繁ぱんに誰かと目が合ってしまうため、真人は前方に目を向けた。

　シャリーレの尖とがった耳が、よく見える。

「（エルフの耳……やっぱ、いいなぁ……どんな感かん触しよくなのかなぁ……）」

　なんて思いながら、ぼーっと見つめていたら。

　いつの間にかシャリーレが立ち止まり、振ふり返っている。

「真人君は私の耳が気になるのかしら」

「え？　あー、えっと……はい。控ひかえ目に言って、ものすごく興味津しん々しんです」

「そうなのね。じゃあ触さわってもいいわよ」

「マジっすか!?」

「ええ、いいわよ……ただし、真人君が私の息子むすこになることが条件だけどね。ウフフ」

「ええええっ!?」

　と、びっくり仰ぎよう天てんして声を上げたのは、真人ではなく真々子だ。

「シャリーレさん!?　マー君を息子にするって、どどどどういうことかしら!?」

「そのままの意味よ。だって真人君は、お料理のお手伝いを申し出てくれるし、こうして大会の応おう援えんにも駆かけ付けてくれる、とってもいい子だもの。……ねえ真人君、うちの子にならない？」

「そ……」

「ねえマー君！　マー君マー君マー君！　ちょっといいかしら！」

　真人が何かを言うより早く、真々子がぐわーっ！　と詰つめ寄ってきて。

　髪かみを耳にかけるような仕草をして、思いっきり耳を見せてくる。

「ね！　マー君、どうかしら！　お母さんのお耳よ！　ね！」ぐいぐい！

「だからなんだよ。なんなんだよ一体」

　ぐいぐいぐいぐい鬱うつ陶とうしい人に押されまくっていると。

　ワイズたちが、呆あきれた様子で声をかけてきた。

「ちょっと真人ぉ。わかってやりなさいよ。あんたがシャリーレさんに誘さそわれたから、真々子さんはやきもちを焼いてるのよ」

「はあ？　やきもち？　何言ってんのお前」

「真人君は朴ぼく念ねん仁じんですか……これは危険ですね……真々子さんは、母親の特とく殊しゆスキル【母のやきもち】を発動なさっているのですよ。これは溜ため技わざ。一定量のやきもちが溜まった時点で、凄すさまじい技が放たれることに……」

「おーいメディ。適当なことを言うのはやめような？　そんなスキル、あり得ないから」

「そんなことないと思います！　だって、ママさんです！」

「うっ……た、確かに、母さんが母さんであることを考えると、あり得なくもない、かもだけど……でも……」

「ほらマー君！　お母さんのお耳よ！　どうかしら！　ねえどうかしら！」ぐいぐい！

「ああもう！　うるさいな！　そんなの……！」

　どうでもいいだろと、真人が吠ほえようとした時だった。




「そこにいるのは大おお好すき真々子だね！　見つけたよ！」




　誰だれかが先に吠えた。女性の声だ。あるいは、おかん声？

　大通り沿いに並ぶ高い建物の、屋根の上を、目にも留まらない速度で駆けて、「よいしょっと！」超ちよう人じん的な脚きやく力りよくでジャンプした人ひと影かげが、真人たちの前にスタッと降り立つ。

　相手は、人間の中年女性と大差ない姿をしている。

　だが頭には、ピンと立った耳。お尻しりには、ふさふさの尻しつ尾ぽ。見た感じ、犬系だ。

　さらに、背中側に三人、お腹なか側に二人、おんぶ紐ひもで計五人の幼い子供を連れている。

「普通なら怪け我がじゃ済まない高さなのに、余裕で飛び降りるなんて……あなたは……？」

「あたしは獣人のお母さんさ！　でもって……！」

　と、獣人の母親が続けようとすると、「わーい！」「とんだー！」「すごーい！」「もういっかいやって！」「やってー！」子供たちがワイワイ騒さわぎだした。ちっちゃな尻尾を激しくふりふり、見た目も騒がしい。

「はいはい、後でね。おかーちゃんね、今からちょっと挨あい拶さつしないといけないから……そこの、スタッフ証を下げてる女の子たち。あんたたち係員でしょ。ちょっとうちの子たちを預かってちょうだいな」

「「「え？」」」

　呆ぼう然ぜんとしていたワイズに二人「ちょぉっ!?」、メディにも二人「いきなりですか!?」、ポータには一人「わわっ!?」、問答無用で獣人の子供が押し付けられて。

「ふぅ。これでよし。……さて、それじゃ、ご挨拶させてもらおうかね！」

　あらためて、獣人の母親は真々子を見み据すえた……

　その時。




「あら、大好真々子さんだわ！　ご挨拶しておこうかしら！」




　大通りの一角から、水柱が吹ふき上がり、巨大な水の球が勢いよく打ち上げられて……

　真人に命中。「ちょっ、死ぬ!?」でも意外と柔やわらかくて無事だ。

　抱かかえきれない大きさの水の球、その中には、幻げん想そう的な生物の姿がある。上半身は人間の女性、下半身が魚で……

　お腹に、子供が入っている大きな袋ふくろを下げている。

「こちらの方は、まさかとは思いますけど……子持ちシシャモの人魚……なんて、そんなことないですよね！　あははは……！」

「いいえ、その通りよ？　私はシシャモの人魚で、子持ちのお母さんよ」

「マジっすか……子持ちシシャモっすか……」

「ああ、そこの赤い係員さん。ちょうどいいわ。私が大好真々子さんと話をしている間だけでいいから、私の子供も預かってもらえるかしら」

「うえ!?　あたし!?　ちょっと待って!?　あたしは子こ守もり係じゃないってば！　むしろ、そういうのは苦手っていうか、もう懲こりたっていうか……ちょっ……あぁぁ……」

　獣人の子供に懐なつかれているワイズに、人魚の子供が一人追加された。「ぎょぎょーっ！」「めっちゃピチピチしてるし！」ちっちゃな尾おでペシペシ往復ビンタされているワイズが、ちょっと面おも白しろい。

　と。




「失礼しちゃうわね。危あやうく押おし潰つぶされるところだったわ」




　真人のシャツの胸ポケットから、花の帽ぼう子しをかぶった小さな人がもぞもぞ出てきた。「うおっ!?　なんでここに!?　いつの間に!?」手の平サイズで、背中に蝶ちようの羽が生えている、妖精の女性だ。そして子連れである。

「母はライバルに挨拶をしてくるわ。子守り係の人のところで、いい子にしていなさい」

「はい！　いってらっしゃい、母！」

「子守り係って……ええっ!?　私ですか!?」

　人差し指サイズの子供妖精が、メディの頭の上にちょこんと座って、ここでＯＫ。

　さらに。




「わーい！　大好真々子さんがいるー！　お母さん同士で挨拶しよーっと！」




　地じ響ひびきと共に、巨人の親子がスキップで駆け寄ってくる。三メートル級の女の子巨人を連れた、五メートル級の母親巨人だ。なんだか母親の方が、お花畑っぽい。

「お母さんは挨拶してくるねー！　係の人と仲良くしててねー！」

「わかった。ちっちゃなお姉ちゃんに遊んでもらう」

「わわわっ!?　ちっちゃなお姉ちゃんって、自分ですか!?」

　身長百三十センチ程度のポータが、三メートル級の女の子巨人を子守りする。「あそぼう」「は、はい！　自分、遊びます！」それでも一いつ生しよう懸けん命めいなポータが偉えらい。

　というか、なんかもう、大騒ぎだ。しっちゃかめっちゃか。

「次から次へと……うわ!?　また誰か来る!?」

　まだ来る。まだまだ来るぞ。

　大空に神こう々ごうしい魔ま法ほう円えんが描えがかれて、子供を抱だいた天使が降りてくる。

　建物の間の暗がりから闇やみが噴ふん出しゆつして、露ろ出しゆつ度どが高すぎるセクシー衣装の悪あく魔まがくる。

　遥はるか彼方かなたからドラゴン襲しゆう来らい。頭の上には、竜りゆう人じんの母親と子供らしき姿がある。

　ぼわんっと、近くでいきなり煙けむりが立ち上り、そこに親子連れの忍にん者じやがいたりして。

　どうしよう……

「相手はきっと、本戦に出場する母親たちだよな……どちら様も、母さんに挨拶をしたいみたいで……だったら！」

　真々子がさっさと挨拶して、事態を収しゆう拾しゆうする。それだ！

「母さん！　この騒ぎを鎮しずめるため、皆みな様さまにご挨拶を……！」

「ねえマー君！　お母さんのお耳よ！　よく見て！　触っていいのよ！」ぐいぐい！

「まだそれ言ってんの!?　それどころじゃないだろ!?」

　他ほかの母親たちなんて眼中になく、やきもちを焼き続けている真々子がいた。







　とりあえず、やきもちお母さんを処理しないといけない。ということで。

　真人は真々子の耳たぶをつまんで、ふにふにしてみる。

「ね、マー君。どうかしら」

「あーはいはい。結構なお手前ですよ。母さんの耳だな」ふにふに

「そうよ。これが、マー君のお母さんのお耳よ。忘れないでね？」

「はいはい了りよう解かい。じゃあもう気が済んだだろ。どうぞお進みください。早はよ行け」

「んもう、マー君ったら……お母さんの気持ちを、ちっともわかってくれないんだから……でも仕方がないわね。今は試合に出ないといけないから」

　まだちょっと不満そうだが、気持ちを切り替かえて、真々子は駆け出す。

　向かう先は、本戦会場の裏手、出場選手用の通用口だ。これから戦いが繰くり広げられる場所であり、道すがら襲おそい掛かかってきた母親たちが待ち構えているそこへ……

　大量の菓か子し折おりを抱えて、真々子が駆け付けた。

「お待たせしちゃって、ごめんなさいね。それじゃまずは……お手紙をいただいた方に、お礼をお配りしていいかしら。私の息子のマー君が見つけたお菓子なんだけど、これがとっても美お味いしいの」

「あらまあ、ご丁てい寧ねいに……って……あたしが送ったのは挑ちよう戦せん状だったはずだけど？」

「それがなんであろうとも、何かをいただいたらお礼を返す……お付き合いの作法ね。母親ならできて当然のことだわ」

「おまけに、さりげなく息子さんの成果だとアピールしてくるなんて……さすが、母親として抜ぬかりがないわ」

「さっそく一本取られてしまったわね。だけど、試合では負けないわよ。ふふふ」

　各種母親たちが集まって、菓子折りを手にして賑にぎやかに話し込んでいるようだが……

　真人はもう、そちらに興味を示さない。ぷいっと、そっぽを向いて目を逸そらした。

「母親たちが集まっている場所は、子供にとっての魔界だからな。関わったら、しんどい思いをするだけだ」

　こんな時ばかりは、子供の利点をフル活用して。無関心を決め込んで。

　さて。気持ちも新たに。

「母さんたちは会場入りした。あとは試合が始まるのを待つだけで……これから俺たちはどうするか……観客席でのんびりしたいところだけど、ボランティアスタッフだからな……今から俺たちがやる仕事について、誰か説明を……いや、お知らーせしてくれる人がいると助かるんだけどな」

　なんて、真人が冗じよう談だんぽく言ってみると。

「なるほど。私をお探しですね」

「おわっ!?」

　真人の隣となりに、謎なぞの修道女を名乗る人が忽こつ然ぜんと現れた。「いつの間に!?」「気付かれないよう、背後からそっと忍しのび寄りました」そういう迷めい惑わくなことを平然とする、シラーセだ。

「では、さっそくですが、真人君にお願いしたい仕事があります。ちなみに、私は大会の実行委員という偉い立場で、真人君は単なるスタッフですので、私からの指示に対する拒きよ否ひ権はありません」

「パワハラどーもです。……んで、なんでしょうか」

「真人君は私と一いつ緒しよに本戦会場へお越こしください。すぐに開会式が行われますので、そちらに参加していただきます」

「開会式の手伝いですか？……どうせ裏方の仕事だろうし、それくらいなら……わかりました。了解です。それじゃ行きましょうか」

　真人はさっさと歩き出す……と。




「まぁーさぁーとぉー。あんたさぁ、いい加減にしなさいよ」




　どこからともなく、怨えん嗟さに満ち満ちたワイズの声が聞こえてきたようだが。

　気のせい？　気のせいだ。ですよね？　その通り。真人はさっさと歩き出す……

「よし死なす。……スパーラ・ラ・マジーア……」

「ちょっ!?　魔法でお仕置きはやめようぜ!?　落ち着いて!?」

　真人が慌あわてて振ふり返ると、そこには。

　暴れまくる獣じゆう人じんの子供を小こ脇わきに抱かかえて、ものっっっすごく不ふ機き嫌げんな顔をしているワイズがいる。

　その隣には、ピチピチ跳はねる人魚の子供を抱えつつ、頭の上にいる妖よう精せいの子供にカチューシャを引っこ抜かれて遊ばれている、ものっっっすごく無表情のメディ。

　そんな二人の後ろにポータ。お人形さんのように、巨きよ人じんの女の子に抱っこされて、むしろ子守りをされている体ていで苦笑いを浮うかべている。

「真人。あんたさ、こんなに苦労してるあたしたちのこと、全力で無視してたでしょ」

「下手に関われば、自分も巻き込まれる恐おそれがある……そう考えて、子守りから逃にげていたのですよね？　仲間を見捨てていたのですよね？」

「え、えっと……自分、ちょっとは助けてほしかったです……」

「すいません！　本当にすいません！　自分の身を守ることしか考えていなくて、本当に申し訳ございません！」

　酷ひどい奴やつがいるものだ。

「あたしはさ！　本気で、もう本気の本気で、子守りとか無理だから！　謝ってる場合じゃなくて、早く他の人を呼んで来てよ！　今すぐ！　さもないと連続魔で二千回くらい死なすわよ!?」シャーッ！

「私たちに謝罪する気があるのでしたら、真人君の責任で、一刻も早く、この状じよう況きようを改善してください。……この要求を聞き入れてもらえない場合は、私は真人君に何をするかわかりません。少なくとも、真人君が想像できることは全てします」ゴゴゴゴ……

「真人さん……お願いです……自分たちを、助けてください……」しくしく

「お、おう！　わかった！　俺に任せろ！　必ずみんなを救ってみせるからな！……というわけで、実行委員で決定権をお持ちのシラーセさん！」

「ふむ……子供たちは懐なついているようですし、母親を学ぶいい機会でもありますから……ワイズさん、メディさん、ポータさんの三人には、このまま子守り係をお願いします」

「「「えええええええええっ!?」」」

　もっと酷い人がいた。

　決定を覆くつがえす間もなく、開幕である。







　と、その前に。

「シラーセさんの決定だから、どうしようもないよな……俺のせいじゃない……頼たのむ、わかってくれ……仲間を救いたい気持ちは、ちゃんとあったんだよ……信じてくれよ……」

　言い訳をしつつ、用を足して、真人は関係者用のトイレから出た。

　すると、通路のすぐそこに人がいる。

「ん？　あ、母さん？」

　ふと目にした瞬しゆん間かん、自おのずと、そう呼んでしまったが。

　そこにいるのは、黒いワンピースを着ている女性だ。

　背せい恰かつ好こうは真々子にそっくり。やけに暗い表情だが、顔立ちも真々子にそっくり。

　でも別人だ。

「あ、すいません！　そうじゃなくて！……え、えっと……ここは選手とスタッフしか入れない場所だから……もしかして、本戦に出場する方ですか？」

　慌てて訂てい正せいして、尋たずねると。

「……」

　黒ワンピの女性は無言のまま、そっと手を持ち上げて。

　真人の髪かみに触ふれて、髪形を軽く直して、何も言わずに去っていった。

「な、なんだったんだ？……というか、母さんに似すぎだろ……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして、後ろ姿を見つめてしまう……「っと、ヤバい！　開会式が始まる！」優先しなくてはいけないことがある。考えるのは後回しだ。







　天下一母道会の本戦会場。そこは選ばれし母親たちの戦場。

　観客席が周囲をぐるりと取り囲み、中央には、一いつ般ぱん的な家庭の風景をイメージして、フローリング材が敷しき詰つめられた正方形の舞ぶ台たいが置かれている。

　さらに、観客席と舞台の間に、子供が自由に走り回れるキッズスペースが設けられている。舞台で戦う母親は、子供の様子をいつでも確認できる。子供の応おう援えんも届く。親子に優やさしい設計だ。子こ守もり係が常じよう駐ちゆうしているので、なおさら安心。

　子守り係は、もちろん、引き続き子供にまとわりつかれている、この三人。

「くっ！　試合の様子が間近で見られて、観戦場所としては最高なのが腹立つ！」

「ですが、衆人環かん視しの中で、他人のお子さんの面めん倒どうを見るのですよ……こんな過か酷こくな戦いがあっていいのでしょうか……」

「あわわわ……お客さんたちが、自分たちに注目していますぅぅぅ……」

　これは母親の大会。観客の多くは母親たちだ。厳しい視線が、ワイズ、メディ、ポータの三人を常に見ている。女子たちの戦いは既すでに始まっている。

　そして、観客席に設けられた放送席に、真人とシラーセだ。

「……あの、シラーセさん。なんで俺がここですか」

「開会式のお手伝いをしていただくためです。あとついでに解説と実況も」

「それって、ついでにやることですか!?　違ちがいますよね!?」

　全力で抗こう議ぎすると、シラーセは真人を見つめてくる。じーっと見つめてきて……

　シラーセは平然とマイクのスイッチを入れた。

「観客の皆様、お待たせいたしました。ただ今から開会式を執とり行います」

「ちょおおおっ!?　しれっと始めやがった!?」

「それでは選手入場。どうぞ拍はく手しゆでお迎むかえください」

　ファンファーレが鳴り響ひびき、登場門から舞台へ、選手が一人ずつ入場してくる。

　最初に姿を見せたのは、真々子だ。

「あらあら、お客さんがたくさ……あ！　マー君だわ！　放送席からお母さんを応援してくれるのね！　マーくーん！　マーくーん！」わーい！

　真人に向けて、真々子がしきりに手を振ってくる。ぴょんぴょん飛び跳ねて、お母さんの大きい胸も、激しくゆっさゆさ。ばいんばいん。

「おい！　速そつ攻こうで気付くなよ！　はしゃぐな！　息子むすこの名前を連呼しないで！」

「ちなみに、真人君の前に置かれているマイクにもスイッチが入っていますので……」

「あーっ!?」

　息子の叫さけびが、会場全体の笑いを誘さそい、さらに真々子を讃たたえる声援に拍車をかける。「真々子さーん！」「期待してるわよー！」「息子さんも頑がん張ばってー！」「俺は応援してくれなくていいよ!?」息子まで周知されて、死ねるレベルの恥はずかしさだ。

「もうやだ……もうやめて……俺は放っておいて……」

「悶もだえている場合ではありませんよ。さあ真人君、まずは解説をしてください。手元にある原げん稿こうを読むだけの、簡単なお仕事……いえ、勇者の使命です」

「母さんが舞台に立って、勇者の俺が放送席で解説って、どういうことだよ……ぐすっ……と、とにかく使命は果たしますけどね！」

　真人は涙なみだ目めで原稿を見つめて、場内に放送する。

「えー……そ、それでは始まりました、天下一母道会。今から行われる本戦は、トーナメント方式を採用しており、いずれも腕うでに覚えのある十六名の母親たちが、母親の頂点を目指して戦いを繰くり広げます」

「試合の内容については、直前にくじ引きで決定されます。炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じなど、一般的に行われる家事の他ほかに、戦せん闘とうが行われる場合もあります」
















「それでは選手を紹しよう介かいしましょう。登場する順番は、昨日行われた予選会の順位の通りです。まずはこの方。予選を一位で通過したのは……」

「マー君のお母さんよー！　頑張るからねー！」わーいわーい！

「だから！　はしゃぐなって、言ってるだろ!?　ちょっと落ち着こうぜ!?」

「真々子さんは有名人ですので、特に紹介する必要はなさそうですね。……では真人君、次の方をお願いします。あまり時間はありませんから、巻きで」

「〝急げ〟ってことですよね！　わかりましたよ！　サクサクいきますよ！」

　真々子に続いて、選手たちが次々に舞台に上がってくる。一気に紹介だ。

「予選第二位！　遥はるか遠い西の地にある、神秘の森からやってきた、森の賢けん者じやと謳うたわれしエルフ族の母親！　シャリーレさん！」

「誰だれもが知っているエルフの、知られざる母親の力……存分にお見せするわ。ウフフ」

　尖とがった耳と、金きん髪ぱつと、若草色がトレードマークの、ファンタジーを代表するお母さん。

「予選第三位！　炊事の火、洗濯の水、掃除の土、買い物の風……家事を司つかさどる四大元素が結集した、精せい霊れい族の母親！　エーテリアさん！」

「みんな、いくわよ！」「わかったわ！」「今こそ！」「クワドラプル精霊合体！」

　四つのエネルギー体が集まって、女め神がみのように美しい姿で顕けん現げんする、幻げん想そう的ママだ。

「予選第四位！　冷たく硬かたい体に、温かく柔やわらかな母の心を宿した、オーバーテクノロジーの申し子ならぬ申し母！　アンドロイドの母親！　メカテさん！」

「マザーシステム、オールグリーン。母なるミッションを開始します」

　多数の高機動飛行型ビットを従えている、グラマラスでメカニカルなお母さんが登場。

「予選第五位！　風の吹ふくまま、気の向くままに、ふと気付けば傍そばにいる！　小さな姿を侮あなどるなかれ！　妖精族の母親、ニンファさん！」

「勝敗は時の運。先の読めない子供のようなもの。せいぜい楽しませてもらうわ」

　花の帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、くわえたパイプでシャボン玉を飛ばす、気き障ざでクールで小さなお母さん。

「予選第六位！　子供を抱える腕っぷしには、誰にも負けない自信がある！　母性をむき出しにして暴れ回る獣じゆう人じん族の母親！　ガーコさん！」

「どんな家事でも、かかっておいで！　母親世界一は、このあたしさ！　わおーんっ！」

　ふさふさ尻しつ尾ぽを豪ごう快かいにぶんぶん振り回す、犬系獣人の肝きもっ玉たまおかん。

「予選第七位！　母とは、家族を陰かげから支える者……それすなわち、忍しのびの者！　刃やいばの下に母の心を隠かくした、人間族の母親！　くノ一いち子こさん！」

「今日は忍しのぶのを忘れて、大舞台で頑張るでござるわ！　にんにん！」

　ぼわんっ、と煙けむりの中から登場。忍にん者じやであることを譲ゆずらない設定厨ちゆうお母さん。

「予選第八位！　誰も抗あらがえない誘ゆう惑わくで、優勝さえも手中に収めてしまうのか！　もはやＲ指定にするべき悪あく魔ま族、サキュバスの母親！　インビさん！」

「遠えん慮りよしなくていいのよ。セクシーお母さんと、いいこと、しましょうね。うっふ～ん」

　もはや下着同然の、際きわどい衣装で悩のう殺さつしまくる、公然わいせつお母さんだ。

　で、まだ半分である。

　真人は軽くため息を吐ついて、シラーセがさりげなく渡わたしてきた水を一口飲んだ。

「（あと八人も残ってる……結構きついなぁ……でもって）」

　次に登場門から出てくるのは、銀色覆ふく面めんローブの人。

「えー……予選第九位！　ミステリアス、なんて言えば聞こえはいいけど、要するに、率直に怪あやしい不ふ審しんな人！　人間族の母親！　ソレンテさん！」

「そそそそんなことないよ～!?　どこも怪しくないよ～!?」

「普ふ通つうの母親よ、なんて、いちいち説明しないとわからないのかしら！」

　真人がアドリブで紹介すると、不審な人はビクッと震ふるえて、中の二人が必死に訂正してくるが。

　少なくとも、今すぐ何かを仕し掛かけてくるつもりはないようだ。「真人君、巻きで」シラーセも急せかしてくるので、紹介を続ける。

「予選第十位！　天の国から子連れで舞まい降りた、あたかも神しん託たくのような存在！　絵画にも描えがかれる、高貴なる天使族の母親！　ママリエルさん！」

「子供をお昼ひる寝ねさせながら、適当に寝転んで煎せん餅べい食べたりするけど……でもまあ、イメージ優先でいいわよ？」

　神こう々ごうしくありつつも、ざっくばらんな雰ふん囲い気きを持っている、割りと気さくなお母さん。

「予選第十一位！　童話や伝承で謳われたことは数知れず！　ここでも伝説を生み出すのか！　青く輝かがやく鱗うろこが、まるで宝石のように美しい、人魚族の母親！　ナカサオさん！」

「今ここに、子持ち人魚の伝説が生まれるわ！　乞こうご期待！」

　種類はシシャモ。魔法の水球に乗って陸上移動する水系お母さんだ。

「予選第十二位！　好きな四文字熟語は〝満漢全席〟！　ブレス系攻こう撃げきのトレーナーとしても活かつ躍やくしている、竜りゆう人じん族の母親！　サモハンさん！」

「竜人の子じゃなくても、頑張れば火吐はけるヨ！　私の四し川せん料理を食べるネ！」

　口からシュゴオオオッ！　と炎ほのおを吐き出す、ドラゴンの角と尻尾が生えた中ちゆう華か媽マ媽マ。

「予選第十三位！　ラグナレクと呼ばれる終末戦争を陽気に生き抜ぬいた、お花畑のすごい人！　この戦いもスキップで踏とう破はしてしまうのか！　巨きよ人じん族の母親！　カイデーさん！」

「大きいお母さんだよー！　みんな応援してねー！　あははー！」

　でっかい図ずう体たいで、スキップして地じ震しんを起こしちゃう、とにかくビッグなお母さん。

　残すところ、あと三人。終わりが見えてきた！

「予選第十四位！　一見すると、ちょっと気弱なお母さん！　だが脱ぬぐとすごい！　母親式格闘術を極きわめた、人間族の母親！　カトウさん！」

「ど、どうも。えっと……その、子供たちのためにも……が、頑張ります！」

　装よそおいは、ごく普通だが、脱いだら腹筋バキバキの、武道家お母さん。

　あと二人！

「予選第十五位！　由ゆい緒しよある血族がここに参上！　そっとあなたに忍び寄り、輝く白い歯を見せつける、吸きゆう血けつ鬼き族の母親！　カンゴシーさん！」

「健康は、まず歯から！　私が優勝した暁あかつきには、親子歯は磨みがきを世界のルールにするわ！」

　歯が汚よごれてしまうので、血はあんまり吸わない、看護師服を着た吸血鬼お母さん。

　さあラスト！

　最後を飾かざる選手が、登場門からゆっくりと歩み出てくる。

　黒いワンピースを着ている、暗い表情の母親だ。

「（あ……さっきの人か）」

　先ほど、トイレの前で出会って、真人の髪かみに触ふれてきた人に違いない。では紹介だ。

「予選第十六位！　最後にダークホースが登場！　経歴など、全てが謎なぞのヴェールに包まれた人！　人間族の母親！　ＨＡＨＡＫＯさん！」

「……」

　真々子によく似たその人は、虚うつろな瞳ひとみで、真人をじっと見つめてくる……

　とにかく紹介は以上。

　この十六名によるトーナメント戦で、母親世界一が決定される。

　舞ぶ台たいに並んだ母親たちへ、観客から大きな声せい援えんが送られる。どの母親も自信に満ちた表情で、手を振ふって応こたえている。会場は大盛り上がりだ。

　一方、真人は、マイクのスイッチを切って、べちゃっと机に突つっ伏ぷした。

「簡単なお仕事じゃなかった……本気で疲つかれた……」

「お疲れのところ恐きよう縮しゆくですが、もう一仕事お願いします。真人君だけが持つ能力……例の母親識別スキルを使用して、選手たちが本当に母親かどうか確認してください」

「参加資格の確認ですか？　それは俺にしかできないことですから、やりますけど……ああ、そうだ。その辺に関してですけど……ソレンテって人は論外です。中身がアマンテとソレラなので」

「そのようですね。あのしゃべり方だけで、容易に理解できました」

「ですよね。じゃあ、安全を考こう慮りよして、とりあえずは様子見ってことで……他の人たちを確認します」

　真人は、舞台上で声援に応えている母親たちに目を「あ、マー君が見ているわ！　お母さんはここよー！」目を向けた途と端たんに、速攻で気付いて騒さわぎ始めた人がいるが、気にしないようにして。

「（俺が覚えた、悲しき特とく殊しゆスキル……〝子こ性せい〟……発動！）」

　真人の目に力が宿り、見える世界に鮮あざやかな変化が現れた。

　舞台上が、カーネーション色の光で溢あふれている。母親としてのレベルが高い母親たちが一堂に会しているのだ。各おの々おのの体から膨ぼう大だいな量の光が放たれて当然なのだが……

　様子がおかしい人がいる。

　まずは、覆面ローブのソレンテ。色合いが微び妙みようにおかしい。

「（周囲の光を反射してるみたいだ……あの銀色のローブ、反射材で作ったのか？）」

　さもなくばアマンテが有している反射スキルか。なんにせよ、最初からアウトで。

　それ以外に、もう一人。

「（あ……ＨＡＨＡＫＯさんも、光っていない……）」

　どことなく真々子に似ている謎の母は、微み塵じんも光を発していない。ということは？

　真人がじっと考え込んでいると、シラーセが声をかけてきた。

「真人君、いかがですか？」

「えっと……ＨＡＨＡＫＯさんなんですけど、反応がありません」

「そうですか……ふむ……」

　真人のスキルに反応がない。ということは、母親ではないということだ。

　出場資格を満たしていないため、失格ということになるはずだが……

「ＨＡＨＡＫＯさんについては、反応がなくても構いません。このまま大会に参加していただきます」

「え？……いいんですか？」

「彼女のことを知る、いい機会です。試合を通じて、存分に調査させていただきます」

「調査って……」

「お知らーせできる段階になったら、お知らーせさせていただきますよ。今は我が慢まんしてください。……ちゃんと我慢できたら、あとでお菓か子しを買ってあげますから」

「わーい。じゃあボク、我慢するー……じゃなくて！　からかわないでくださいよ！」

「さて、他ほかの方に問題がないのであれば、参加資格の確認は終しゆう了りようとしたいのですが、いかがですか？」

「それ以外の人は、ちゃんと反応があるので、ＯＫですけど！」

「わかりました。ありがとうございます」

　何か聞かせてくれるかなと、真人はちょっと期待したのだが。

　シラーセはマイクのスイッチを入れて、そのままアナウンスをしはじめた。

「では続きまして、試合の順番を決める抽ちゆう選せんを行います。トーナメント表と抽選ボックスの用意を……キッズスペースにいる係員の皆みなさん、お願いできますか？」

　そこにいるのはもちろん、子こ守もり係の三人、ワイズとメディとポータ。「ちょっ、人使いが荒あらすぎでしょ!?」「ブラックですね……」「が、頑がん張ばります！」ちょこまか走り回る子供たちを捕つかまえようと、舞台の周りを走り回っている最中だが、お仕事追加だ。







　ワイズは、脚あしとか背中とか、勝手によじ登ってくる子供はもう放ったらかして、抽選ボックスを持っている係。

　メディは、同じく子供にべったりまとわりつかれながら、母親たちが引いた番号ボールを確認する係。

　ポータは、巨人の子供に持ち上げてもらって、掲けい示じされているトーナメント表に母親たちの名前を記入していく係。

　三人の尊い労働によって、トーナメント表が完成した。一回戦は次の通り。




・第一試合　【勇者の母・真々子】　ＶＳ　【獣人母・ガーコ】

・第二試合　【人魚母・ナカサオ】　ＶＳ　【悪魔母・インビ】

・第三試合　【武道家母・カトウ】　ＶＳ　【アンドロイド母・メカテ】

・第四試合　【竜人母・サモハン】　ＶＳ　【エルフ母・シャリーレ】

・第五試合　【不審母・ソレンテ】　ＶＳ　【吸血鬼母・カンゴシー】

・第六試合　【妖よう精せい母・ニンファ】　ＶＳ　【巨人母・カイデー】

・第七試合　【謎の母・ＨＡＨＡＫＯ】　ＶＳ　【精せい霊れい母・エーテリア】

・第八試合　【天使母・ママリエル】　ＶＳ　【忍者母・くノ一子】




　選手たちは控ひかえ室しつに戻もどり、準備を始めている。試合内容は直前に決まるため、どんな勝負になってもいいように、調理器具、掃そう除じ用具、洗せん濯たく用品、さらに武器など、持参した品を念入りに整備している。

　多くの母親たちが慌あわただしく動き回る中、真々子も準備だ。

「ここはやっぱり、勝負エプロンね。マー君がプレゼントしてくれた、この特別なエプロンを、今こそ装備しちゃうわ。うふふ」

　かつて真人が学園ガチャで入手したエプロンを、普ふ段だんの装備の上から身に着けて、もう準備万ばん端たん。ワクワクしながら出番を待っている。

　そんな真々子を見つめている人がいる。不ふ審しん母ソレンテだ。

　距きよ離りを置いて、こっそりと、四つの目で見つめる。

「いよいよ本戦だね～。ちょっと緊きん張ちようだよ～」

「そうね。でも、最初の難関はすでに突とつ破ぱしているわ。……選手が紹しよう介かいされた時、大好真人は母親を識別するスキルを使っていたはずよ。でもそれは予想の範はん囲い内。放たれる光で識別するのだということも承知しているから、反射材で覆ふく面めんローブを作って……」

「いちいち説明してくれなくていいよ～。そんなことより～、さっさと歩いてよ～」

「わ、わかったわよ。……ここにいる母親たちの中に、特異な存在が含ふくまれているのか、気になるところだけど……まずは大好真々子に仕掛けましょう」

　不審母ソレンテが速すみやかに動き出す。

　下の人は前がよく見えなかったのか、「あ、ごめんなさ～い」「……」謎の母ＨＡＨＡＫＯとぶつかりそうになったりしつつ。

　不審母ソレンテは、真々子に歩み寄った。

「あの～、ちょっといいですか～？」

「あら、何かしら。……あなたは……」

「ソレンテです～。どこかで会ったことなんてない人だから～、気にしなくていいですよ～。どこもおかしくない普通の母親で～す」

「あら、そうなのね……聞き覚えがある声だと思うんだけど、違ちがうのね」

「ぜぜぜ全然違いますよ～!?　他人の空似っていうか～、そういうことは本気で全く気にしないで～、そうじゃなくて～！」

　不審母ソレンテは、もぞもぞ動いて、紅茶色の液体が入った小こ瓶びんを取り出した。

「これを真々子さんにあげるね～。さっき他の人からお菓子を分けてもらったから～、そのお礼だよ～。すぐに飲んで欲しいな～」

「お礼だなんて、ご丁てい寧ねいに。ちょうど喉のどが渇かわいていたところだから、いただくわね」

　真々子は、まるで疑わず、小瓶を受け取って、あっさり飲んだ。

　その瞬しゆん間かん、覆面ローブの中の二人が全力でガッツポーズをしたのは内ない緒しよで。「それじゃ～、試合を頑張ってね～」不審母ソレンテはその場から足早に去った。

　そうして、真々子から充じゆう分ぶんに距離を置いて、もう一度ガッツポーズだ。

「んふふ～！　上う手まくいったね～！」

「そのようね。……それにしても、あんなにあっさり飲むなんて……」

「真人君のプレゼントに浮うかれちゃってたのかもね～。でもでも～、そんなことはどうでもいいよ～。飲んだらもうお終しまいだよ～」

「フッ。そうね……あれは遅ち効こう性の毒。飲んだら最後、じわじわと体力を削けずられて……」

「思いっきり弱ったところで、私たちが二人がかりで襲しゆう撃げきしちゃうよ～。んっふふ～！」

「念のために言っておくわ。私たちは、大好真々子を恐おそれてはいない。普通に戦っても勝つ自信があるわ。けれど完全な状態の大好真々子と戦うのは、さすがに厳しいというか、無茶というか、できれば絶対に勝てる状態でしか戦いたくないというか……」

「私たちの本心は説明しなくていいよ～。アマンテはもう黙だまっててね～」

　へっぴり腰ごしが似合うようになってきた、凶きよう悪あくと名高い四天王の二人だ。







　諸もろ々もろの準備が完了して、始まる。

「さあ真人君。いよいよですね」

「引き続き、俺とシラーセさんが放送席でお送りするわけですか……」

　できれば辞めさせてもらいたいのだが。

　舞ぶ台たい周囲のキッズスペースに目を向けると、ガチ切れしそうなワイズが、目の瞳どう孔こうが開きまくってるメディが、悲しそうな目のポータが、無言でじーっと見つめてくる。

　三人が死しに物もの狂ぐるいで子守りをしている一方で、真人だけ逃にげたら、仲間の絆きずなと真人の命が砕くだけ散りそうだ。

「では真人君。自らが置かれている状じよう況きようを理解したところで、さあどうぞ」

「はいっ！　実況でも解説でも、喜んでやらせていただきます！　仕事万ばん歳ざい！……観客の皆様、大変お待たせいたしました！　これより第一試合を開始いたします！」

　涙なみだで濡ぬれた台本を手に、真人がアナウンスする。会場が大いに沸わき立って。

　第一試合で対戦する真々子と獣じゆう人じん母ガーコが、登場門から舞台に上がった。

「それじゃガーコさん、よろしくお願いしますね」にっこり

「遂ついにこの時が来たわね！　真々子さん、覚かく悟ご！」がーっ！

　両者とも、やる気充分。白熱した試合が期待できそうだ。

　ではさっそく、肝かん心じんの試合内容を決定する。

「えー、それでは……子守りでお忙いそがしいところ、大変恐きよう縮しゆくですが……ワイズ、試合用の抽選ボックスを用意してくれ」

「はいはい！　やればいいんでしょ！　あー、真人ムカつく！」

「なんで俺にキレてんの!?　俺が決めたわけじゃないよ!?」

　トーナメント抽選と同様に、子供塗まみれのワイズが抽選ボックスを用意。「真々子さん、どーぞ！」「はい、ありがとう」予選の順位が上だった真々子がくじを引く。

　真々子が引き当てた試合内容は……




【掃除（危険度ＭＡＸ）】




　第一試合の内容は、超ちよう危険な掃除対決だ。

「えー、いきなりすごい内容が出てしまったようですが……シラーセさん、これはどういった勝負なんでしょうか」

「用意された場所を掃除しつつ、重要なものを探し出し、同時に危険なものは回かい避ひする、という勝負になります。……まずは舞台をご覧ください」

　真人をはじめ、観客たちが一いつ斉せいに目を向けると。

　フローリング材が敷しき詰つめられている舞台に、魔ま法ほう円えんが浮かび上がって……机や椅い子す、ベッドや本ほん棚だななど、様々な家具が次々と召しよう喚かんされた。

　出現した家具は、真々子と獣人母ガーコの周囲に均等に設置される。

「なるほど。部屋の中を掃除する要領でやっていくわけですね。……でも、見た感じ、どの家具も綺き麗れいに見えるんですけど……」

「傍はた目めにはそう見えるでしょうね。……ですが……」

　舞台に立つ二人の母親の目には、掃除すべき個か所しよがきっちりと確認されているようだ。

「棚と棚の間の、狭せまい隙すき間まに、埃ほこりが溜たまっているわね……あらあら、ベッドの下の、ずっと奥の方にも。ベッドの裏側にも」

「ちゃんと掃除したつもりでも、うっかり見落としていたりする場所だね！　そこをきっちり掃除してみせろ、ってわけだね！　面おも白しろいじゃないのさ！」

「うふふ。そうね。お母さんの腕うでの見せ所だわ」

　真々子も獣人母ガーコも戦意充分。エプロンの紐ひもをきゅっと締しめ直して、指をぽきぽき鳴らして、どちらも既すでにエンジンがかかっているようだ。

　そんな時、真人はふと気付いた。

「あれ？　気のせいかな……家具の配置に、ちょっと見覚えがあるような……」

「ちなみに、舞台上に用意された部屋は、母親同どう伴はんで冒ぼう険けんをしている勇者の、現実世界の家の部屋を再現しています」

「……え？」

「これから行われるのは子供部屋の掃除。掃除しつつ、親に見せなければいけないのに隠かくしている物を回収し、一方で、見ないであげた方がいい物には手を触ふれずにおくという、母親の技量が試される勝負です。……なお、隠されている物についても、リアルに再現してあります」

「え？　え？　え？　待って待って？　ちょっと待って？　待ってえええええっ!?」

「待たずに始めましょう。……用意……お母さん！」

　シラーセの合図と共に、試合の火ひ蓋ぶたが切られた。

　先に動いたのは、獣人母ガーコ。まずは掃除だ。

「狭い隙間や入り組んだ場所は掃除しづらい？　ふふん！　そんなの、獣人族であるあたしにとったら、余よ裕ゆうのよっちゃんさ！　何しろ……あたしには、これがあるからね！」

　家具の隙間と対たい峙じした獣人母ガーコは、くるっと振ふり返って。

　お尻しりから生えている、ふっさふさの尻しつ尾ぽを、ずぽっと隙間に差し込んだ。

　そうして、ちょっともぞもぞ動かして、そっと引き抜ぬけば。

「はっはー！　どうだい！　大漁だよ！」

　隙間は塵ちり一つなくピッカピカ綺麗！……ただし尻尾は埃で汚よごれまくり……

　これぞ、獣人族の身体的特とく徴ちようを活いかした、獣人母親スキル【尻尾ＤＥ掃そう除じ】だ！

　いや、ちょっと待てと。

「おいいいいっ!?　なんてことをおおおおっ!?」

　真人は思わず、放送席から身を乗り出して、獣人母ガーコに思いっきり抗こう議ぎだ。そりゃ言う。ここは物申さないといけない。

「なんだい真人君。急にどうしたの」

「どうしたもこうしたも……それ、ダメでしょ!?　立派なふさふさ尻尾を、よりによって掃除道具として使うなんて、絶対に許されませんよ!?」

「おや、そうかい？」

「そうですよ！……いいですか？　尻尾というのは、特別な嗜し好こう品なんです。じっくり見つめて愛めでるものであり、そっと触れて感動するものであり、頰ほおに当ててモフモフしたらもう天にも昇のぼるような気分という、非常に尊いもので……！」

「便利に使えるのなら、使えばいいじゃないの。減るものじゃないんだから」

　私物を勝手に使われて、文句を言ったら、しれっと言い返してくるように。

　減るものじゃないんだから、ってさ。

「うあああっ！　うおあああああっ！　母親って奴やつはあああっ！」

　真人は放送席の机を何度も引っぱたいて、全力で悔くやしさをアピールするが、「あっはっは。元気だねぇ」獣人母ガーコは動じない。子供の癇かん癪しやくなんて慣れているから。

　獣人母ガーコは、置時計の裏に、ベッドの下に、あちこちに尻尾を突つっ込んで、手早く……ではなく尻尾早く掃除を進めていく。

「入り組んでる場所だって余裕だよ！　尻尾は自由に動かせるからね！……さあ真々子さん！　あんたはこの尻尾掃除に勝てるかしらねぇ！　まあ、尻尾のないあんたじゃ、無理だろうけどねぇ！　ふはははっ！」

　獣人母ガーコは勝ち誇ほこり、挑ちよう発はつ的に呼びかけた。

　対する真々子は……

「あ、あら？……どうしちゃったのかしら……なんだか、体の調子が……」

　真々子は、動きが完全に止まっている。手でお腹なかを押さえていて、顔色もよくない。

　登場門の陰かげから様子をうかがっている不ふ審しん母ソレンテが、ほくそ笑んでいる。だがそれに気付く者は一人もいない。それどころじゃない。

　獣人母ガーコも、真人とシラーセも、子こ守もりする方もされる方も、観客たちも、誰だれもが呆ぼう然ぜんと見つめている、その中心で。

「……うっ……うぅぅ……」

　真々子がついに膝ひざをつき、その場にうずくまった。……真々子は苦しんでいる。

　その瞬しゆん間かん、真人は放送席から飛び出していた。

「お、おい……母さん？……おい母さん!?　どうしたんだよ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ……お母さんは大丈夫……大丈夫だから、ね？」

「どこが大丈夫なんだよ！　思いっきり苦しそうじゃんか！」

　わからない。全然わからない。真人は頭が真っ白になって、無我夢中で真々子のところに駆かけ付けて、もう泣きそうな気持ちで、必死に呼びかけた。すると。

　ぴょこんっと、真々子の頭に、赤毛と蒼あお毛げで彩いろどられたカラフルな三角耳が生えた。

　さらに、にょきにょきっと。真々子のお尻から、こちらも赤毛と蒼毛の、二本のふさふさ尻尾が生えた。

「……は？」

　生えてる。ケモミミの証あかしが生えてる。

　耳と尻尾×２を生やしたケモミミ真々子が、むくっと体を起こした。

「あら？　急に体が楽になったわ。なんだったのかしら……なんて、のんびりしている場合じゃないわね！　試合中だもの、お掃除をしないと！」

「いや、あの、母さん……？」

「マー君、見ていてね！　お母さん頑がん張ばるから！……それじゃ掃除道具を……あら？　こんなところに、隙間掃除に使えそうな尻尾があるわ！　使いましょう！」

　即そく座ざに尻尾の実用性を見抜き、ケモミミ真々子が掃除を開始する。

　母なる大地の聖せい剣けんと似た色の尻尾を、右方向に構えて。

　母なる大海の聖剣と似た色の尻尾を、左方向に構えて。

「それじゃ……えいっ！」

　赤の尻尾を、家具の狭はざ間まに差し込んで、さっと引き出せば……埃が取れて、あら綺麗！

　同時に蒼の尻尾で、ベッドの下をささっと横よこ薙なぎする。塵が一いつ掃そうされてピッカピカ！

　ケモミミ真々子の掃除は止まらない。「そこにも埃があるわね！　そこにも！」狭い隙間、細い隙間、下の隙間、入り組んだ個か所しよ、全ての対象を尻尾でささっと掃除して。

「お掃除がもう終わっちゃったわ。……でもせっかくだから、もう一周しましょう！」

　通常掃除が全体掃除で、さらに二回掃除！

　真々子に割り当てられた掃除エリアが、完全以上に清掃された！

「これでよし。うふふ」
















「くっ……母さんまで、尻尾を掃除道具として使いやがって……」

「そ、そんな……二本の尻尾で掃除をするなんて……あたしには、どう頑張ってもできない技わざだわ……でも、まだだよ！　この勝負は、掃除だけじゃないからね！」

　そう。掃除は序の口。子供部屋の中にある、危険物を回避して、重要な物品を回収することが勝負のカギだ。獣じゆう人じん母ガーコは気持ちを切り替かえて、獣の速さで動き出した。

　応おう援えんする声にも熱がこもる。

「ベッドの下に決まってるでしょ！　そこ絶対だから！　何かあるから！」

「本棚を調べましょう！　通常の本にカモフラージュされた何かがあるはずです！」

「ないから！　何もないから！　外野の二人は黙だまってて!?」

　キッズスペースのワイズとメディを黙らせるため、真人出動。でも手て遅おくれだ。

　獣人母ガーコが、カーペットの隅すみっこを見つめて思案している。

「おや。かすかに盛り上がっているね……下に何かあるってことだね……でも雑誌ほどの厚みはない……だったら、いくよ！」

「ああっ!?　そこはっ……！」

　カーペットの隅が、ぺらっとめくられた。そこには！

　美少女キャラの下した敷じきがある。特とく殊しゆな製法で作られたもので、見る角度を変えると、服が消えて、一糸まとわぬ姿に早変わりしちゃう！　エロい！

　親は存在を知らなくてもいいものなので、アウトである。

「なんてこったい……見ちゃったのを内ない緒しよにしないといけない上に、うちの子は、二次元の女の子にしか興味がないのかと、母親として不安まで感じる危険物だよ……」

「いや、違ちがうんです……そうじゃないんです……自分で買ったとかじゃなくて、ドラマガっていう雑誌の付録で……信じてください……お願い、信じて……」

　獣人母ガーコは、がっくりと項うな垂だれた。でもそれ以上に「マジでリアルに再現しやがって……」真人が割りと本気で死にそうだ。

　だが死んでいる場合じゃない。ケモミミ真々子も動いた。

「マー君、安心してね！　お母さんは、ちゃんとわかっているから！　本ほん棚だなにある百科事典には、絶対に触れないようにするからね！」

「ああ！　そうしてくれると助かる……って、え？　ちょっと待て？」

「大丈夫よ！　お母さんの目で、お母さんが見ていい物だけ探してみせるわ！」

「おいおいおいっ!?　何をする気だ!?」

　ケモミミ真々子は集中して、再現された室内の様子に目を凝こらす。

　できればやめてほしいが、あるいは全ての母親が会え得とくしているかもしれない、子供部屋探たん索さく用の母親特殊スキル【母サーチ】が発動！

　じっくり見て、じーっくり眺ながめて、「……はっ！　そこよ！」ケモミミ真々子は机に駆け寄って、引き出しを開けて、裏側に手を伸のばした。

　そこから引っ張り出されたものは……学校で行われる保護者参観のお知らせだ。

　これは親に見せなければならないので、見つけて正解。

「あらあら、マー君ったら。お母さんに気を遣つかったのかしらね。マー君のためだったら、参観日じゃなくても学校に行くのに」

「そういう人だから見せたくないんだよ！　いつも一番に到とう着ちやくしやがって！　あとな、母さんが来ると、男子も女子も、先生まで、ハリウッドスターが来たみたいな大おお騒さわぎになるんだよ！　だから嫌いやなんだよ！」

　真人なりに、隠さなければならない理由があったわけだが、さておき。

　これで勝負あり。

「二本の尻尾で掃除をして、さらに探し物まで完かん璧ぺきにこなすなんて……とんでもない人だね……悔しいけど、あたしの負けだよ！」

　獣人母ガーコは、がっくりと項垂れて、自ら敗北を認めた。

「この勝負、真々子さんの勝利です。おめでとうございます」

　放送席のシラーセが宣言すると、ファンファーレが鳴り響ひびき、観客たちが一いつ斉せいにスタンディングオベーション。勝者となったケモミミ真々子への祝福だけでなく、敗れたものの健けん闘とうした獣人母ガーコへも、惜おしみない拍はく手しゆが送られる。

「ガーコさん、ありがとうございました」

「こちらこそ、あんたと戦えてよかったよ。ありがとうね」

　戦いを終えた二人の母親は握あく手しゆを交かわした。互たがいの健闘を讃たたえ合う姿は美しい。

　だが、そんな美談で終わらせられない少年が、今こそ動き出す。

「そろそろいいかな……尻しつ尾ぽの扱あつかいもそうだけど、何より、俺の扱いについて！」

　怒いかりをぶちまけなければ気が済まない真人だったのだが。その時。

「うえええええ～っ!?　ちょちょちょ、ちょっと待ってぇ～っ!?　毒を飲ませたはずなのに～、どうしてそうなっちゃうの～!?」

「はっ!?　そういえば、大好真々子の装備品には、異常状態を完全に防ぼう御ぎよする機能があるとか……それにしても、どうしてあんなにも都合よく耳や尻尾が生えたのか……」

「あ～っ！　そういえば～、状じよう況きようを都合よく変えちゃうような～、滅め茶ちや苦く茶ちやなスキルも持ってるよ～！」

「そうなの!?　だったら、そういうことなのかしら!?」

　真人が怒ど鳴なる前に、誰かが、ものすごい説明口調で叫さけんだ。登場門の方から聞こえたのだが……「しまった！　退ひくわよ！」「うわぁぁ～……!?」目を向けると、そこには誰もいなかった。







　一回戦の第一試合が終わって。

　掃そう除じ勝負のために召しよう喚かんされた家具の撤てつ収しゆうが、速すみやかに行われる……はずだったのだが。

　舞ぶ台たい上は、無む邪じや気きな勢力によって占せん拠きよされている。

「えほんだ！」「ねーたん、よんで！」「よんでー！」「はやくー！」「よんでー！」

「絵本を読んでる場合じゃなくてね!?　舞台から降りなきゃダメなんだってば！　ね、お姉ちゃんの言うこと聞いてお願い！　お願いだから！」

　獣人族の五つ子に手を焼かされて、子守り係のワイズはもう泣き出しそう。

「うわわぁ～、と～ば～さ～れ～る～」

「ああっ!?　妖よう精せいの子供が風に乗ってどこかへ……！」

「べっどだー！　おおきいなぁー！　わーい！　わー……ぃ……」……ピクピク……

「きゃああっ!?　いけませんよ!?　人魚の子供がベッドに寝ねたら、水分を吸われて干からびてしまいますよ!?」

　あっちへふわふわ、こっちはぐったり。メディは緊きん急きゆうすぎる事態に振ふり回されている。

「お姉ちゃん。お人形さんごっこしよう」

「え、えっと……自分がお人形さんの役でしょうか……」

　巨きよ人じんの子供に、ひょいっと持ち上げられて、ちょこんと椅い子すに座らされて。ポータはもう、どうしていいかわからない顔してる。

　子供たちの勢いは止まらない。はっきり言って、試合後の方が、よっぽど戦場である。

　だが、子こ守もり係はもう大変すぎる一方で、観客たちは大盛り上がりだ。「お姉ちゃんたち、頑張ってー！」「負けるなー！」保育に挑いどむ少女たちの姿を見守り、誰だれもが笑顔で声援を送っている。

　試合の合間も観客を飽あきさせない、素す晴ばらしい大会だ。「もうイヤーっ！」「誰か助けてください！　助けてください！」「自分、ちょっと泣きそうです……」素晴らしい大会である。

　さて。

　こちらは放送席。シラーセ、尻尾と耳が消失した真々子、真人、そして獣人母ガーコも並んでいる。インタビューの時間だ。

「第一試合で素晴らしい戦いを繰くり広げたお二人に、お話をうかがいたいと思います。……まずは真々子さん。見事な勝利を収められたわけですが、勝因はどの辺りにあったのでしょうか？」

「それはもちろん、マー君の応援よ。マー君は本当にお母さん想おもいの子で、いつもたくさんの力を与あたえてくれるわ。うふふ」

「俺はそんなバフスキルなんて持ってないし、ろくに応援してなかったはずだが……」

「そんなことないよ！　真々子さんの様子がおかしくなったら、急いで駆け付けてさ！　すごくお母さん想いの、いい子じゃないの！」

　獣人母ガーコが断言して、真人の背中をバッシバシ叩たたいてくる。「あの、痛いです……」「遠えん慮りよしなくていいよ！　あっはっは！」削けずられていく真人のＨＰは気にしない、豪ごう快かいなお母さんだ。勢いがすごい。

「やっぱり、母親の力は子供あってこそだからねぇ……そこが勝負の分かれ目だったんだろうねぇ……ああ、だったら……真人君がうちの子になれば、次はあたしが勝てそうだねぇ……よし、じゃあそうしよう！　真人君、あんた、うちの子になりなよ！」

「ちょ、いきなりそんな……」

「いいじゃないの。ああそうだ、真人君は尻尾が好きなんだよね。だったら……ほら」

　真人の顔の前で、獣人母ガーコのふさふさ尻尾がゆらゆら揺ゆらされる。試合後に手入れをしたようで、塵ちりも埃ほこりも付着していない、モフるのに最適な尻尾だ。

「獣人族の若い子たちだと、下手に触さわったら『キャー！』とか『エッチ！』って言われるだろうけどさ、あたしはもうお母さんだから。もう全然平気だから。好きな時に好きなだけモフモフしていいから」

「え……マジですか？」

「マジマジ！　マジだよ！　ほらほら、どうだい！」

　ふさふさ尻尾が真人を誘さそう……おいで？　いいんだよ？　モフモフしていいんだよ？……至高の感かん触しよくは、すぐそこにある。

「（ああ、ヤバい……尻尾の誘ゆう惑わくに負けてしまう……）」

　真人は自おのずと手を伸ばして、その極ごく上じようの幸福に触ふれようと……したのだけど。

　不意に、後ろからぐいぐいっと、服の裾すそを引っ張られて、意識を引き戻もどされた。

　振り返ると。

「んもう、マー君ったら！　お母さん、ぷんぷん！」ぷっくー！

　真々子が、ほっぺたを膨ふくらませて、ぷんぷんしてる。やきもちだ。真人が他ほかの母親に誘われたことにより、真々子はやきもちを焼いている。

　特殊スキル【母のやきもち】が発動して、エネルギーが蓄ちく積せきされていく……

　だが朴ぼく念ねん仁じんの息子むすこは気付いていない。

「おい母さん。やめろって。いい歳としして、ほっぺた膨らませて怒おこるとか、本気でやめてくださいお願いしますやめろ」

「お母さん、ぷんぷん！」ぷっく───っ！

「ますます膨らむなよ！　なんなんだよ！　ホントもう、うちの母親はなんなんだよ！」

「やっぱり仲良し親子だねぇ。羨うらやましいねぇ……真人君がますます欲しくなっちゃうよ」

「おやおや。真人君はモテモテですね」

「えっ!?　俺モテてる!?　でもなぜだろう、全然嬉うれしくないぞ!?」

「といったところで、インタビューも含ふくめ、一回戦の第一試合を終しゆう了りよういたします。勝ち残った真々子さんは、明日の二回戦の第一試合に登場いたしますので、お見み逃のがしなく」

「ちょっとシラーセさん！　しれっと締しめてないで、こっちの母親たちをなんとかしてくださいよ！」

「なんとかするのはこっちが先でしょ！　子供をなんとかしてよ！」

「助けてください！　なんでもしますから！　ワイズさんが、なんでもしますから！」

「え、えっと……自分、このままだと、お着き替がえさせられちゃいそうです……」

　真人は、実の母親と他の母親の間で板いた挟ばさみになり。

　舞台上のワイズたちは、子守り係として奮ふん闘とう、というか死闘。

　いつ終わるとも知れない戦いが続いているが、ひとまず初日は終了だ。

　真々子は一回戦を勝利で飾かざり、二回戦へと駒こまを進めたのだった。







　他の試合の結果は、次の通り。




・第二試合　×【人魚母・ナカサオ】　ＶＳ　○【悪あく魔ま母・インビ】

　買い物勝負。人魚母ナカサオは、魚屋で抜ばつ群ぐんの鑑かん定てい力を発揮して優位に立ったものの、サキュバスの魅み力りよくで店員を悩のう殺さつして値切り倒たおした悪魔母インビが勝利した。

「子持ち人魚の伝説が、こんなところで潰ついえるなんて……」

「悪魔のお母さんの魅力には、誰も抗あらがえなかったわね。うふふ～ん」




・第三試合　×【武道家母・カトウ】　ＶＳ　○【アンドロイド母・メカテ】

　裁さい縫ほう勝負。持ち前の筋肉を活いかし、硬かたいジーンズ生き地じを素手で縫ぬってみせた武道家母カトウだったが、多数の飛行型ビットを駆く使しして超ちよう速そくミシン縫いを披ひ露ろうしたアンドロイド母メカテに軍配が上がった。

「筋肉が嘆なげいている……でも、頑がん張ばった結果ですから、仕方がありませんね」

「あなたの母親的エネルギーは、高い数値を示しています。敬意を込めて、ママ友としてグループ登録しました。またいつか競いましょう」




・第四試合　×【竜りゆう人じん母・サモハン】　ＶＳ　○【エルフ母・シャリーレ】

「なんでヨ！　竜人の子は、激げき辛から料理が大好きヨ！　この結果はおかしいネ！」

「森の恵めぐみは、全ての種族へ平等に。森と共に生きるエルフとして、誇ほこりに思うわ」

　料理勝負。竜人母サモハンが得意の激辛四川料理を披露。味は間ま違ちがいなく最高だった。

　だが、残念なことに辛すぎて、普ふ通つうの子供は食べられないということで、キノコをその場で栽さい培ばいして調理したエルフ母シャリーレが勝利を収めた。




・第五試合　○【不ふ審しん母・ソレンテ】　ＶＳ　×【吸きゆう血けつ鬼き母・カンゴシー】

　掃除対決。吸血鬼母カンゴシーは、掃除に対して自信を持っているようだったが、なぜか普段通りの力を発揮できなかった。

「私は吸血鬼なのに、歯が立たないなんて……こんなの噓うそよ……」

「あれあれ～？　その程度なの～？　ダメダメな母親だね～。んっふふ～」

　相手の不調を嘲あざ笑わらいながら、の～んびり掃除した不審母ソレンテが勝者となった。




・第六試合　×【妖精母・ニンファ】　ＶＳ　○【巨人母・カイデー】

「らんらんらーん！　あははー！　なんだか勝っちゃったー！　わーい！」

　ペット（犬）の散歩勝負。やはり体格差が明暗を分けた。巨人母カイデーは、ペットが充じゆう分ぶんに満足するだけの移動距きよ離りを、軽いスキップで消化した。

　一方の妖精母ニンファは……

「あら失礼。風が呼んでいるの。負けて逃にげるわけではないのよ。誤解しないで」

　相手のスキップで巻き起こった風に飛ばされて、そのままどこかへ行ってしまった。

　現在、行方ゆくえを捜そう索さく中である。




・第七試合　○【謎なぞの母・ＨＡＨＡＫＯ】ＶＳ　×【精せい霊れい母・エーテリア】

「……」

「実質、四対一の戦いだったのに……」「敗因は？」「くじ運」「そういうことね……」

　保護者会への出席勝負。保護者会とは、引き受けると大変だとされる役員を選出する場でもある。四つの力の集合体である精霊母エーテリアは、役員四人分の仕事を押し付けられてギブアップ。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯは、暗い表情で黙だまり込んでいたため、敬遠されて、お声がかからなかった。




・第八試合　×【天使母・ママリエル】ＶＳ　○【忍にん者じや母・くノ一子】

　子供の送り迎むかえ勝負。天使母ママリエルは、子供を抱かかえて、翼つばさで空を舞まい、難なく第一チェックポイントに降り立った。だが、まさしく天使降臨の様子を目もく撃げきした人々に崇すう拝はいされて引き止められ、そこでリタイア。

　忍者走りで指定個か所しよを全て回った忍者母くノ一子が勝者となった。

「負けちゃったけど、まあいいわ。帰って子供と、天使の輪投げでもして遊びましょう」

「母にして忍者！　最強の組み合わせでござるわ！……あ、ちゃんと忍しのばないと」




　天下一母道会は、出場者が母親であるため、洗せん濯たく物ものの取り込みや、夕食の買い物などを考こう慮りよして、午後三時半までに全ての予定を消化して初日を終えた。




















第三章　選手より、係員が激しく戦って、おまけに被ひ害がい甚じん大だいだ。なぜだろう。









　天下一母道会、二日目。今日も晴天に恵まれた。

　宿屋の庭先にも、朝から日差しが燦さん々さんと降り注いでいる。絶好の洗濯日和びよりだ。

「それじゃ洗濯物を干しましょう。……真まさ人と君。ちょっと下がっていてくれる？」

「あ、はい」

　エルフ母シャリーレは、地面に小さな種を蒔まいた。すぐに芽が出て、茎くきが伸のびて。

　枝がハンガーの形になっている、ひょろ長い木が生えた。

「うわぁ……シュールな形してますね……なんですか、これ」

「洗濯物を干すための木よ。見るのは初めてかしら」

「完全に初見です。……物干し台まで自分で育てて使うんですか……エルフの母親すげぇ……というか、あれ？　この木、動いてませんか？」

「ええ、動くわよ。エルフの里は、森の中にあって、日が差すところが限られているから……こんな風に」

　真人のシャツや、誰だれの物かわからない女性用下着など、洗濯物が干されると。

　ハンガーの木は、根っこの脚あしでちょこちょこ歩き出して、日当たりがいい場所へ勝手に移動していく。「ね、便利でしょ？」「確かに」これは本気で、一家に一本欲しい。

　なんて、感心して眺ながめている場合ではない。

「ほらほら真人君！　こっちも手伝っておくれよ！」

「あ、はい！　わかりました！」

　呼びかけてきたのは獣じゆう人じん母ガーコだ。丸めた布ふ団とんをどっさり担かついでやって来る。「干す場所は……」「ここでいいよ。フンッ！」獣人母ガーコが拳こぶしで地面を殴なぐりつけると、地面が割れて、岩がん盤ばんが突つき出た。

「さあ布団を干そうかね！　今日はいい天気だから、ふっかふかになるよ！」

「そ、そうですね……地下の岩盤を叩き割って、布団干しの場所にするとか……獣人の母親、半はん端ぱねぇ……」

「ああそうだ。ニンファさんは、その辺に居たりしないかねぇ。せっかくの洗濯に布団干しだから、できれば力を借りたいんだけど……」

「お呼びかしら？」ひょっこり

「おわっ!?　また俺のポケットに!?」

　真人の胸ポケットから顔を出した妖よう精せい母ニンファは、蝶ちようの羽でふわ～っと飛び立って。

　洗濯物の中に潜もぐり込んで、もぞもぞ。さらに布団の上で、ごろごろ。「……何してるんですか？」「嗅かいでみればわかるわ」妖精母ニンファがもぞもぞした洗濯物を嗅いでみると。なんと！

「おおっ！　めっちゃいい匂においがする！　高級な柔じゆう軟なん剤ざいの香かおりだ！」

「妖精の母親がいれば、服も部屋も、フローラルな香りで満たされる。芳ほう香こう剤ざい要いらずよ」

「毎日がエレガント！　妖精の母親、最高！」

「ありがとう。息子にそう言われると、お世辞でも嬉しいわ」

「いやいや、お世辞なんかじゃ……って……あれ？　勝手に息子認定されてる？」

　仕事を終えた妖精母ニンファは、真人の頭にちょこんと着地して一休み。「あの、息子って……」シャボン玉を気ままに吹ふかして、クールに気取っている。

　とにかく、作業はこれで終了。

　一人の息子と三人の母親が並んで、風に揺ゆれる洗濯物と布団を眺める。

「えー、母親の皆みな様さま、お疲つかれ様でした」

「真人君が手伝ってくれたおかげで、とても早く終わったわ。ありがとう」

「いえいえ、俺は戦力外で……異種族の母親のすごさに圧あつ倒とうされてただけですよ」

「謙けん遜そんするんじゃないよ！　早起きして、お母さんの手伝いをするなんて、たいしたもんじゃないか！　立派だよ！」

「誰にでもできることじゃない。真人は本当にいい子。素す晴ばらしい」

「ど、どうも……実は、ちょっとした事情があったりするんですけどね。はは」

　早起きして手伝いなんて、真人がそんな珍めずらしいことをした理由は……







　ちょうどその頃ころ、宿屋の内部では。

　修しゆ羅ら場ばが発生中である。

「あーもうっ！　お願いだから！　頼たのむから、お着替えして！　ね！　お着替え！」

「やだー！」「ふくきないー！」「ねーたんは、ももいろぱんちゅー！」

「皆さんが飛び回っているから、子こ守もりを任されたお姉さんたちも、お着替えできないんです！　だから、まずはお着替えしましょう！　ね！」

「このねーたんは、しろぱんちゅー！」「ぱんちゅー！」「ぱん……がくっ」

「わわっ!?　人魚の子供が乾かわいちゃってます！　洗面台に運んで水浴びさせてきます！」

「ポータお姉ちゃんのパンツ、ウサギさんだ！」「かわいー！」「かわいー！」

　朝一番で獣人母ガーコが突とつ撃げきを仕し掛かけ、洗濯物を一気に持ち去った結果として。

　獣人の子供たちに、人魚の子供に、妖精の子供が、すっぽんぽんで廊ろう下かを走っていて。

　同じく寝ね間ま着きを引っぺがされ、下着姿にされてしまったワイズとメディとポータが、服を着る暇ひまもなく追いかけ回しているという。

　こんな空間に、真人がいられるわけがない。無理無理。

　女子たちの下着姿を見てはいけない……そんな紳しん士し的な理由も、あるにはあるけれど。

　絶対に巻き込まれたくないから、慌あわてて脱だつ出しゆつして、何気なく庭先へ向かったら、母親たちが洗濯物を干している状じよう況きように遭そう遇ぐうした、というのが真人の実情だったりする。

　でも内ない緒しよだ。







　再び、庭先の洗濯物エリア。

　真人はあらためて他種族の母親たちに話しかける。

「でも昨日の夜は驚おどろきましたよ。ガーコさんたちが急に現れて、『今日からここに泊とまるからね！』って、いきなりでしたからね」

「その辺は大目に見ておくれよ。……あたしらは試合に負けちゃって、泊まってた宿から追い出されちゃったんだけどさ……でも、そのまま村にとんぼ返りってのは、なんだか悔くやしいだろ？」

「せめて大会を最後まで見届けたいのよ。そう思って宿を探していたら、偶ぐう然ぜん、大会実行委員のシラーセという人に出会って……」

「あーはい。あの人が手配したんですね。じゃあもう、なんでもありです」

「他ほかにも何人か、この宿に来ているようですね……ほら、そちらにも」

　エルフ母シャリーレが指さした先は、宿屋の建物の角。

　どこかで見たことがある中年の女性が、ジョウロを手にして様子をうかがっている。

「あれ、確か……武道家の……カトウさん、でしたっけ？」

「は、はい！　そうです！　おはようございます！」

　声をかけると、武道家母カトウが思い切って駆かけ寄ってきて。

　真人にジョウロを差し出してきた。

「ま、真人君！　もしよければ、今から修行をしませんか！」

「え？　修行？……このジョウロで？」

「はい！　私の家で教えている格かく闘とう術は、まずは家事をしながら体を鍛きたえる、というものなんですけど……真人君なら、絶対に強くなれますから！　是ぜ非ひ！」

「俺なら強くなれる!?　わかりました！　ご指導お願いします！」

　聞き逃のがせない言葉に釣つられて、修行開始だ。

　庭の花か壇だんを前にして、足を肩かた幅はばに開き、腰こしを深く落として、腕うでを前に突き出す。水がたっぷり入ったジョウロを固定して、ゆっくり、かける。

「くっ……腕も脚も、かなりきついけど……これくらいなら……」

「いいですね。とっても筋がいいですよ」

「マジですか！　いやー、実は俺も、そんな気がしてたんですけどね」

「真人君は素質がありますね……真人君が娘むすめと結けつ婚こんして、私の息子むすこになって、道場の跡あと継つぎになってくれたらいいのにな……なんて、本気で思ってしまうくらいに」

「俺って、そこまで素質があるんですか！　参ったなぁ！　あはは！」

　だったら本気で格闘家を目指してみようかなー、なんて、思ってしまうのだが。

　その時。

「ちょっと待ちなよ！」

　獣人母ガーコをはじめ、それまで微笑ほほえましく見守っていた母親たちが、真顔で、ずいっと真人に詰つめ寄ってくる。

「そういう話だったら、黙って見ているわけにはいかないねぇ」

「そうね。真人君を息子にしたいと思っているのは、カトウさんだけではないもの」

「真人はすでに私の息子だと、ご存じなかったのかしら」

「え、えっと、あの……皆さん？」

　唐とう突とつに、真人君争そう奪だつ戦のゴングが鳴り響ひびく！　カーン！

「やっぱり、尖とがった耳のエルフお母さんがいいわよね？」ぴこぴこ

「ほら真人君！　尻しつ尾ぽだよ！　あんたが大好きな尻尾！」ふさふさ

「真人。いつでもどこでも傍そばにいる、携けい帯たいに便利な母よ」もぞもぞ

「き、鍛え抜ぬかれたお母さんの子供になってください！」ムキムキ

「なんだろう！　これなんだろう！　複数の女性に言い寄られる素晴らしい展開だけど、相手は全員母親って、これ一体なんだろう!?」

　伝統と格式の耳を備えたお母さん。ふさふさ尻尾のお母さん。胸ポケットに常じよう駐ちゆうするお母さん。力こぶがカッチカチのお母さん。各種セールスポイントを見せつけられて、誘ゆう惑わくされちゃって、息子になれと言い寄られたら、もう……もう！

　母なる大地が黙だまっていない。

「ん？　地面が揺れてる？　この足あし下もとの微び妙みような揺れは……まさか!?」

　息子の居場所を突き止め、そこにある状況を問答無用で中断させる、母親特とく殊しゆスキル。

【母の牙きば】だ。

　次の瞬しゆん間かん、真人と母親たちの間の地面が一気に隆りゆう起きして「うをぁっ!?」両者の間を割さく土の尖せん塔とうが形成された。……やったのは、もちろん。

「ああ、マー君！　そこにいるのね！　マー君のお母さんが今行くわ！」

　思わず尻しり餅もちをついた真人の後方から、大地の聖せい剣けんテラディマドレを手にした真ま々ま子こが全速力で駆けてくる。はいそうですね。やったのは、この人だ。

「ちょっ、母さん！　いきなりなんだよ！　他の人たちが驚いて……！」

「これが噂うわさの、お母さんの心配技わざね」うんうん

「母親だからね。しょうがないねぇ」うんうん

「息子を奪うばわれたくない時には便利」うんうん

「気配を感じ取る感覚も、流石さすがです」うんうん

　いずれも卓たく越えつした母親たちだ。普ふ通つうに納なつ得とくしてる。

　一方で。

「ちょ、なんなの!?　何事!?」

「これは……真々子さんの【母の牙】ですね」

「自分、びっくりしました！」

　部屋の窓から、下着姿の女子たちが慌てて身を乗り出して、「ったく！　びっくりさせないでよ！」「俺じゃなへぶっ!?」真人に枕まくらを投げつけてきた。ひどい。

　とにかく真々子が到とう着ちやくした。

「マー君、おはよう！　マー君のお母さんよ！」

「はいはい。俺の母親であることを強調しなくていいから。わかってるから。……エルフじゃなくて、獣じゆう人じんでも妖精でもなくて、筋肉質でもない……見た目が異常に若いところを除けば、普通に普通の母さんだな」

「わかったわ！　マー君が望むなら、お母さんは、エルフで獣人で妖精で筋肉質の、特別なお母さんになるわ！　見ていてね！」

「え？」

　真々子が何か始めやがった。ぎゅっと手を握にぎって「んんん～っ！」全身に力を込めて、その力を「えいっ！」と解放すれば、ほら！

　何も変化していない真々子だ。

「んー、おかしいわね……マー君への想おもいがあれば、お母さんはなんでもできると思ったのに……お母さん、しくしく」

「そこまで無茶苦茶な超ちよう人じん母じゃなくて、俺はむしろホッとしたぞ……」

「あらあら、真々子さんの元気がなくなっちゃったわね。……そんな真々子さんを見ているのは忍しのびないわ。ここは敵に塩を送りましょう」

　調味料をプレゼントするわけではない。ライバルの弱点に付け込まず、逆に苦境から脱出できるよう援えん助じよするということで。

　エルフ母シャリーレが、服の中から、若草色の液体が入った小こ瓶びんを取り出した。

「これは、なんと、なんの変へん哲てつもない緑茶よ」にっこり

「なるほど、そうですか、絶対に違ちがいますよね」

「ウフフ。ごめんなさい。……これはエルフの秘薬。飲むとエルフの姿になれるの。世界各地で配られている安全なお薬よ。ちなみに、作っているのは里の地域振しん興こう課」

「地域振興課って……」

「エルフの里も過か疎そ化かが進んでいてね……若い人たちは里を出てしまって……どこもかしこも人手不足で……住民を増やすために、苦肉の策として……」

「そんな世せ知ち辛がらい話は聞きたくないです。ファンタジーでお願いします」

「そ、そうね。暗い話はやめにしましょう。……ということで、真々子さん。エルフになってみるのはどうかしら」

「もちろん、エルフになってみるわ！　マー君が喜んでくれるのなら！」

　真々子は、エルフの秘薬をぐいっと一気飲みした。

　するといきなり、真々子の全身が若草色の光を放って、耳がすすっと伸のびて尖って、髪かみの色が金色に変化して……

　真々子がエルフ化した！

「おおっ!?　母さんがマジでエルフになってる!?」

「あらあら、まあまあ！……ねえマー君、どうかしら！　今のお母さんはどうかしら！」

「どうって、それは……！」

　金色の髪に、なんといっても尖った耳。真人がこよなく愛する、ファンタジー世界の、特別な種族の、神聖な耳だ！

　そんな耳をぐいぐい見せつけてくるエルフ真々子は！

「んー……結局のところ、相手が実の母親だから、こみ上げてくるものが何もない」

「そんな!?」がーん！

　やっぱり母親は母親。そこは揺ゆるぎない。どーしようもないのである。







　賑にぎやかな朝を終えて、向かうは試合会場。

　昨日同様に、大通りは観客たちでごった返している。様々な種族の人々が列を成し、わいわいがやがやと賑やかにしながら大移動だ。

　多くの視線が真人たちに向けられてくるが、まあしょうがない。目立つのは当然。

　真人たち一行の顔かお触ぶれはすごい。大注目選手である真々子を筆頭に、二回戦進出を決めたエルフ母シャリーレ、一回戦で真々子と対戦した獣人母ガーコなど、有名な母親ばかりが揃そろっているのだ。

　さらに、なんと、真人も人目を引いている。

　真人の頭には、光り輝かがやく輪っかが浮ういている。背中に真っ白な翼つばさ。そして右手に火、左手に水、脚あしには土と風の力が宿っている。

　各所がイルミネーションのように輝いて、泣きたくなるほど目立っている。

「さすがは空に選ばれし勇者ね。天使の輪と翼がよく似合うわ」

「精せい霊れいの力を宿せるわね」「これはすごいことよ」「間違いないわ」「真人君は勇者よ」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいですけど……できれば、やめてもらえませんかね」

「遠えん慮りよしなくていいのよ？　天使に力を授さずけられるのは、勇者の特権だもの。……このまま、天の国にある私の家まで導いて、そのまま息子にしちゃおうかしら。なんてね」

「今ここに」「真人君を精霊の息子と認めて」「私たちの力を」「授けましょう」

「いかにも勇者みたいで、地味に嬉しいんですけど……でもやっぱり、やめてもらえませんかね」

　道すがら出会った、天使母ママリエルと、精霊母エーテリアに、妙に気に入られてしまった結果である。「マー君!?　マー君のお母さんは、ここにいるわよ!?」真々子が慌あわてて詰め寄ってきたりもして、もう大変。しんどい。

　真人としては、全て放り捨てて逃にげたいところなのだが……

　奮ふん闘とうしている仲間たちの手前、そうはいかない。みんな頑がん張ばっているのだ。

「ねーたん、あれなに？」「みにいくー！」「いくー！」

「うろちょろしちゃダメだってば！　ほら、ちゃんと手をつないで！　ね！」

「ねーたん、だっこー」「だっこしてー」「頭に乗るよ！　とうっ！」

「ど、どうして私たちに懐なつくのですか!?　そこにほら、あなたたちのお母様がいらっしゃいますよ!?　そちらに行っていただいて構いませんよ!?」

「ママのとこ行く！」「いくぞー！」「にーたんと、せいれいがったいだ！」「おー！」

「わわっ！　武道家の子供さん！　天使の子供さん！　精霊の子供さんたちも！　行かないでください！　真人さんがもっと大変になっちゃいます！」

　ワイズとメディとポータは、子供の面めん倒どうを見るのに大おお忙いそがしで、ひぃひぃ言ってる。

　そっと目を背そむけて、お前らも大変だなって、そう思う真人だ。

「（これが俺たちの冒ぼう険けん……どこまでハードモードなら気が済むのか……）」

　母親同どう伴はんの冒険は過か酷こくだ。それは身に沁しみてわかっている。

　だがそれ以上に、他よ所その親子も同伴で、親も子も自由奔ほん放ぽうで放任主義だと、冒険の難易度上じよう昇しようはとどまるところを知らない。

　人目も憚はばからず、泣けてくる。

「（……ゲームの神様……俺、普通にモンスターと戦う冒険がしたいです……）」

　全力の本音を、心の中でそっと呟つぶやく真人だった。

　そんなこんなで、目的地に到着した。

　会場の裏手、選手と関係者用の通用口に、シラーセが待ち構えている。

「おや、これは皆みなさんお揃いで。大所帯ですね」

「おかげで苦労も大盛りです。早めの救済措そ置ちをお願いします。今は本気で余よ裕ゆうがありませんお願いします」

「なるほど。私としては、挨あい拶さつ代がわりに真人君を弄いじりたかったのですが、そんなことをしたらグーで殴なぐられそうな気配ですね。……では速すみやかにご案内いたしましょう」

　ややつまらなそうだが、シラーセはちゃんと業務を遂すい行こうする。

「まず、真々子さん、シャリーレさん。お二人は試合がありますので、このまま会場に入って、控ひかえ室しつへ向かってください」

「わかりました。……それじゃマー君！　マー君のお母さんは行ってくるわね！」

「はいはい、いちいち主張しなくていいから。いってら。お気をつけて」

「ねえ真人君。エルフのお母さんには何も言ってくれないのかしら」

「シャリーレさんも頑張ってくださいね！　知人として応援してますよ！」

「あらあら、振ふられちゃったわ。残念。ウフフ」

　さりげなく耳をアピールしつつ、シャリーレが会場内へ進んでいく。真々子も負けじと耳を「対たい抗こうしなくてよろしい！」始末に負えない母親も送り出して。

　さて、お次は、一回戦で敗退した母親たち。

「ガーコさん、ニンファさん、カトウさん、そしてママリエルさんと、エーテリアさんについては、本戦出場者ということで、特別にお席をご用意しています。お子様をお連れになって、観客席へどうぞ」

「おおおお子様を!?」

「お連れになって、ですね！」

「自分、ちゃんと聞きました！　シラーセさんは確かにそう言いました！」

　と、真っ先に反応したのはワイズたちだ。本気で、心の底から救われたように、喜びの涙なみだを浮かべて……いたのだけど。

　獣人母ガーコがふと言った。

「観客席に席を用意してもらえるのは、有あり難がたいんだけどねぇ……でもほら、うちの子たちはまだ小さいから、ちゃんと座って見ていられないと思うんだよねぇ」

「えっ……で、でもさ！　そこはほら、ガーコさんが面倒を見ればいいじゃん！」

「それはそうなんだけどさ……でも、あたしが試合の方に夢中になっちゃいそうな気がしてねぇ……子供を、ちょっとくらい好きにさせておいても大だい丈じよう夫ぶな場所があればいいんだけどねぇ……」

「そんな場所は、どこにもないかと思いますよ!?　いいえ、ありません！　ないです！」

「ああ、そういえば、舞ぶ台たいの周りにはキッズスペースがあったねぇ……」

「えっと、えっと……こ、子供は、お母さんと一いつ緒しよにいるのがいいと思います！」

　怪あやしい雲行きに対し、ワイズ、メディ、ポータの三人が、もう必死すぎる抵てい抗こうを見せる。超本気。一歩も引かない！

　そんな少女たちをチラ見して、獣人母ガーコは……にかっと笑った。

「安心おし。あんたたちに子供を押し付けるつもりはないよ。……要は簡単さ。あたしもキッズスペースで観戦すればいいんだよ」

「そうね。そこなら、子供を自由にさせながら、試合を観戦できるわ」

「はい！　とてもいい考えだと思います！　私も是ぜ非ひそうしたいです！」

　獣じゆう人じん母ガーコのアイデアに、妖よう精せい母ニンファと武道家母カトウが賛同した。天使母ママリエルと精霊母エーテリアも、しきりに頷うなずいている。

　母親たちがキッズスペースに行くなら、子こ守もり係は激務から解放だ。

　ワイズも、メディも、ポータも、感激しまくって、思わず獣人母ガーコに抱だき付いた。

「ガーコさん、ちょーいいこと言った！　マジ母親！　ガーコママって呼ばせて！」

「感動です！　感謝です！　私もガーコさんを母と呼ばせていただきたいです！」

「ガーコさんは、すっごいママさんです！　尊敬です！」

「なんだい。あんたたち、うちの子になりたいのかい？　ああ、いいともさ。うちはもう五人もいるけど、一人や二人や三人増えたって、変わりやしないよ。あっはっは！」

　何人でもどんと来い。肝きもっ玉たま獣人かあちゃんは豪ごう快かいに笑って。

「それじゃ、三人ともあたしの子供ってことで、一緒にキッズスペースへ行こうかね」

「「「え？」」」

　豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったハトが〝なんで？　どゆこと？〟みたいな顔をするように。

　呆ぼう然ぜんとしている女子三人を、獣人の超ちよう人じん的な腕わん力りよくで軽々と抱かかえて、獣人母ガーコはさっさと歩いていく。「かーちゃん！」「だっこ！」「ぼくも！」獣人の子供たちが追いかけて、他ほかの親子も後に続いて会場へ入っていった。

「そこへ行ったら、結局は子守りする羽目になるだろうけど……みんな、頑張れよ」

　真人は合がつ掌しようして見送るのだった。







　二回戦の対戦カードは次の通り。




・第一試合　【勇者の母・真々子】　ＶＳ　【悪あく魔ま母・インビ】

・第二試合　【アンドロイド母・メカテ】　ＶＳ　【エルフ母・シャリーレ】

・第三試合　【不ふ審しん母・ソレンテ】　ＶＳ　【巨きよ人じん母・カイデー】

・第四試合　【謎なぞの母・ＨＡＨＡＫＯ】　ＶＳ　【忍にん者じや母・くノ一いち子こ】




　十六名で行われるトーナメントは四回戦構成。早くも準々決勝ということになる。

　これに勝てば、準決勝。さらに勝てば、決勝。そして優勝。〝勝つ〟という言葉が常にちらついて、嫌いやでも緊きん張ちようが高まる。

　控室に集まった母親たちは、緊張を解ほぐすための方法を必死に模も索さくしているようだ。

　ただし、真々子を除く。

「ねえシャリーレさん。ちょっといいかしら。今朝は時間があったから、クッキーを焼いてみたの。いかが？」

「し、試合の前にお菓か子し作りですか……恐おそるべき余裕ですね。脱だつ帽ぼうです」

　どこまでも普ふ段だん通りの真々子である。

　そんな様子を遠巻きに眺ながめている母親がいる。銀色覆ふく面めんローブの怪しい人、不審母ソレンテだ。

　中の二人が密ひそかに話し合う。

「今度は上う手まくやらないとね～。昨日みたいな失敗はしないよ～」

「そうね。異常状態に対する完全防ぼう御ぎよを失念していたのは、私たちのミスよ。……今回はもっと物理的な方法で、大おお好すき真々子の自由を奪うばって、そこへ私たちが攻こう撃げきを仕し掛かけるという、我ながら最高の作戦を……」

「はいは～い。おしゃべりはそこまで～。しゅっぱ～つ」

　不審母ソレンテが行動を開始。エルフ母シャリーレが飲み物を用意するために離はなれた瞬しゆん間かんを狙ねらって、ササッと真々子に近寄った。

「真々子さ～ん。ちょっといいかな～」

「あら。あなたは……ソレンテさん、だったわよね。昨日は美お味いしいお茶をありがとう」

「どういたしまして～。期待通りの結果にならなくて～、残念だったよ～。……それよりね～……」

　不審母ソレンテは、ローブの中からペンダントを取り出した。

　ペンダントトップに、〝母〟の字を反転させたようなマークが描えがかれている、不敬のペンダントだ。

「実はこれ～、真人君から真々子さんへのプレゼントなんだよ～」

「マー君が、私に!?」ぐぐっと！

「わわっ、すごい食いつきだね～！　前のめりだね～！」

「だってマー君からのプレゼントですもの！……でも、どうしてあなたが……」

「渡わたすのを忘れてたみたいだよ～。でも真人君は放送のお仕事があるでしょ～？　忙いそがしくてここまで来られないから～、渡してほしいって～、さっき頼たのまれたんだよ～」

「んもう。マー君ったら、直接渡してくれればいいのに……でも、そうね。マー君は、恥はずかしがり屋さんだから、きっと照れちゃったのね。うふふ」

「そうそう～、そんな解かい釈しやくでいいよ～。……というわけで～、どうぞ～」

「ええ。ありがとう」

　真々子はペンダントを受け取って、なんの疑いもなく首から下げた。「あら？　このマーク……どこかで見たような……」「気のせいだと思うよ～。じゃね～」不審母ソレンテは足早にその場を離り脱だつする。

　控室前の通路まで後退して、作戦終しゆう了りようだ。

「んっふふ～。上手くいったね～」

「そのようね。大好真々子は気付いていないわ。……あのペンダントには、私たちが捕ほ獲かくした死し霊りようが封ふうじられていて、解放したら最後、大好真々子は拘こう束そくされてしまうのよ……なんて、もちろん教えてあげないわ」

「解放するタイミングを間ま違ちがえないようにするだけだね～。んっふっふ～」

「これで大好真々子への仕込みは完了。あとは……どの母親が、正体不明の特異な存在なのか、そろそろはっきりさせたいところだけど……」

「残念だけど～、調べられる雰ふん囲い気きじゃないね～……どの人なんだろうね～……」

　不審母ソレンテの中の二人は、緊張感でピリピリしている控室を眺める。

　その背後に、謎の母ＨＡＨＡＫＯが立っていて、じーっと様子をうかがっているのだが、いつまで経たっても気付くことはなかった。







　間もなく試合開始。だがその前に、場外乱らん闘とうが発生している。

「ちょっと真人！　あんた、また仲間を見捨てたわね！」ぐぎぎぎっ！

「おいっ!?　首を絞しめるのはやめっ……んぐぐぐ……!?」

「嘆なげかわしいことですね。思わず折せつ檻かんしたくなるほどに」ぐりぐりっ！

「ちょ待って!?　そこは尻しり……ア───ッ!?」

「真人さん……」ぐすん

「わわわっ!?　ポータが泣きそう!?　泣かなくていいから！　もう大丈夫だから！　みんな、ここにいればいいから！……ね、シラーセさん！」

「三人の代わりに、真人君が子守り係を引き受けてもいいのですよ？」

「いえ、それは勘かん弁べんしてください」きっぱり

　一時は獣人母ガーコに連れ去られたものの、必死こいて逃にげてきたワイズとメディとポータを放送席にお迎むかえして。

　スタンバイ。マイクのスイッチをオン。

「それじゃ、大会の二日目を始めるわ！　盛り上がっていくわよ！」

「本日は第二回戦の試合が行われます。お母様方の熱い戦いに、どうぞご期待ください」

「ママさんたちへ、応おう援えんをお願いします！　自分も応援します！」

「おおう、さっそくマイクと仕事を奪われた……仲間って、素す晴ばらしいなぁ」

　女子たちのアナウンスと共に、会場全体が大いに沸わき立つ。

　と、不意に、キッズスペースから可愛かわいらしい声が飛んできた。「ねーたんだ！」「ねーたん！」「うんうん、気付かなくていいわよー」耳をピコピコ、尻しつ尾ぽをふりふり、羽や翼つばさをぱたぱたさせて、子供たちが放送席前に集まってくるが、やんわりお断り。

　そちらには、一回戦で敗退した母親たちが集まっている。今は母親同士のおしゃべりに夢中になっているようだが、子守りは適任者にお任せということで。

　時間だ。

　ワイズたちから、さりげなくマイクを回収して、真人が告げる。

「第一試合！　選手入場！　ただし大好真々子選手は、はしゃぎすぎないよう、落ち着いてご入場ください！　はしゃぎすぎないように！」

　大事なことなので、ちゃんと二回言ったのだけど。

「あらあら、マー君ったら。いつもみたいに『母さん』って呼んでくれていいのに！　やっぱり照れ屋さんね！　うふふ！」

　息子むすこに名前を呼ばれただけで、真々子はテンションＭＡＸだ。「マーくーん！　マー君のお母さん選手よー！」「だからそれをやめろって言ったのに！」ぴょんぴょん飛び跳はねて、胸をばいんばいん揺ゆらして、真々子が舞ぶ台たいに上がった。

　続いて、対戦相手である、悪魔母インビの入場。

「あらあら、見せつけてくれるわねぇ……なんだか悔くやしいから……真人君を誘ゆう惑わくして、うちの子にしちゃおうかしら。うふん」

　唇くちびるをぺろりと舐なめる舌の動きがいやらしい。その母は、淫みだらな悪魔だ。

　頭には角、背中には蝙こう蝠もりの羽。お尻には、女王様の鞭むちのようにしなる尻尾。真々子に負けず劣おとらずセクシーなお母さんボディに、ぴっちりとしたＳＭスーツを着用している。

　もはや犯罪すぎる姿で現れた悪魔母インビは、真人に向けて〝チュッ〟と投げキッスしてきた。「なっ、なにを!?」思わず顔が赤くなってしまった真人は、ちょっと悔しい。

　猥わい褻せつな母親の隣となりで、真々子が、チュッチュチュッチュと、連続投げキッス攻撃をしてくるが、そっちは気にしないで。

　両選手が舞台上に揃そろった。

「えー、それでは、試合内容の決定に移りたいと思います。……係の方は……」
















「じゃあ自分が！」「真人でしょ」「真人君ですね」

「数の暴力により、俺がその係になったので、俺が行きます」

　真人は放送席から飛び出して、抽ちゆう選せんボックスを手にして舞台上に上がった。

　くじを引いて試合内容を決めるのは、予選での順位が上だった方。ということで。

「それでは大好真々子選手……あれ？」

　真々子の前に立った真人は、ふと気付いた。

　真々子が奇き妙みようなペンダントを身に着けている。真人には見覚えがない物だ。見事に似合っていないし……ペンダントトップに描かれている異様なマークが気になる……

　だが。

「んもう。マー君ったら、そんな他人行ぎよう儀ぎな呼び方しないでほしいわ。お母さんは、マー君のお母さんなんだから、いつもみたいに……」ぐいぐい

「おいっ、近い！　こっちは仕事中なんだよ！　いいから、くじを引けってば！」

　観客たちの目もあるし、今は仕事優先だ。気になることも、気にしないようにして。

　抽選の結果は。




【買い物＋α】




　買い物だが、単なる買い物ではなさそうだ。

　放送席の女性たち曰いわく。

「ねえシラーセさん。【買い物＋α】って、なんなの？」

「一定の金額を消費して、生活必ひつ需じゆ品を買っていただきます。ただし、安くて良質な物を購こう入にゆうするのは当然として、さらに、それ以上の何かを得る必要があります」

「それ以上の何か、というと……」

「もしかして、おまけでしょうか！」

「正解です。代金を支し払はらって物を買いつつ、追加で何かを得るのです」

　とのことで。

「なお、この種目は会場ではなく、このミーマの町の商店街で行われますので、同行して実じつ況きようする係が必要なのですが……」

「じゃあ自分が！」「真人で」「真人君で」

「私も、真人君が適任かと思いますので、準備をお願いします」

　ということになった。「くっ……当然のように仕事を押し付けやがって……」頼たよりにされているのだ。そういうことにしておきたい。







「あ、そうだわ。マー君にお礼を言わないと」

「お礼？　なんのこと……」

「ほらほら真人君。話をしている場合じゃないわよ。到とう着ちやくしたわ」

　真々子と悪あく魔ま母インビを引き連れて、ミーマの町の商店街に到着した。

　そこはいかにも商店街。狭せまい通りの両側に、食品や生活雑貨を販はん売ばいするこぢんまりした店が軒のきを連ねている。店先に立つ店員たちの笑顔は人ひと懐なつっこくて、居い心ごこ地ちがいい、昔ながらの風ふ情ぜいに溢あふれる場所だ。

「ここだな……えー、放送席、放送席。聞こえるか？」

『ばっちり聞こえてるわよー』

『舞台の上に、大きなスクリーンが現れて、状況も見えています！』

「へー、そんなことになってるのか。……何かそういう特とく殊しゆな魔法が……」

『いいえ。動画サイトなどと同じように、普ふ通つうに生配信しているだけですよ。ここはゲームの世界ですので、やろうと思えば簡単にできます』

「たとえそうだとしても、魔法ってことにしましょうよ！　雰囲気を大事に！」

『ちなみにコメントも打てます』

　ふと上を見上げると、右から左へ文字が流れていく。【真人君は今、真々子さんの胸を見ましたね】「メディのコメントか!?　いや見てないから！　たまたま視界に入っただけだから！」実のところ、真々子のペンダントが気になって見ていたのだが、以降は気を付けた方がいいだろう。

　さて。そろそろ時間である。

「ものすごく、やりにくいんだけど……二人とも、準備はいいでしょうか」

「ええ！　お母さんは大だい丈じよう夫ぶよ！　マー君が傍そばにいてくれるなら、お母さんますます頑がん張ばっちゃうから！」

「こちらも大丈夫よ。買い物は得意分野だもの、負ける気がしないわ。うふん」

　双そう方ほう、環かん境きように優やさしい買い物カゴを持参していることを確認して。

「それでは、両者位置について、用意……お……お母さん！」

　すごく恥はずかしい号令と共に、勝負が幕を開けた。

　まず動き出したのは、悪魔母インビ。「行くわよ、真人君！」「おわっ!?」翼を広げた悪魔が、真人を吊つり上げて、目的地まで高速飛行する。

　向かった先は八百屋だ。中年のおっちゃんが店先にいる。

「いらっしゃい、いらっしゃ……うわっ!?　ああああんたは!?」

「はぁ～い、八百屋さん。昨日はどうも」

　悪魔母インビが降り立つと、八百屋のおっちゃんは慌あわてて大根を手に取った。野菜武装で戦う姿勢を見せている。バチバチしてる。

「なんだか警けい戒かいされてるみたいですけど……？」

「私は昨日の一回戦も買い物勝負だったの。ここの商店街でお買い物をさせてもらって、とぉ～ってもたくさんサービスしてもらったのよ。うふん」

「昨日はうっかり誘惑されちまったけどな！　今日は負けねぇぞ！」

　悪魔母インビと八百屋のおっちゃんによる、リベンジマッチが勃ぼつ発ぱつ。

　おまけなんて絶対に貰もらえず、むしろすぐに追い返されそうな雰ふん囲い気きだが、悪魔母インビは平然と買い物を開始する。店先に並べられている様々な野菜を眺ながめて……

　ふと手に取ったのは、ゴーヤだ。

「あら、いいわねぇ……太くて、硬かたくて、ごつごつで……ああん、とっても素敵だわ……私、どうにかなっちゃいそうよ。ちゅっ」

　ゴーヤの表面を撫なで回して、淫らな唇で軽く口付けして、うっとり。「ダメだ……これ見たらダメなやつだ……」そう思うのだけど、真人は目が離はなせない。

　八百屋のおっちゃんは、すでに前まえ屈かがみだ。

「こっ、今夜のおかずはそれでいいんだな!?　じゃあ金を払はらえ！　百五十八マムだ！」

「はぁ～い、どうぞ……あっ」

　悪魔母インビは、何もないところで躓つまずいて、八百屋のおっちゃんの腕うでに縋すがりついた。

　そして押し当てる。淫らな悪魔お母さんの胸を、これでもかと、むにむにっと。

「ふおわああああぁっ!?　こここ、この感かん触しよくはああああっ!?」

「あら、ごめんなさいねぇ。ちょっと貧血気味なの」

「ひ、貧血か!?　じゃ、じゃあその、もっと栄養を取らなくちゃいけないよな！　じゃあほら！　こいつも！　こっちも持ってけ！」

　手にしていた大根、さらに、手近なところにあったナスとキュウリも、悪魔母インビの買い物カゴに放り込まれた。

「あらあら、こんなにたくさん。今日もサービスしてくれて、あ・り・が・と」チュッ

「んひいいいいっ!?……はふぅ……」

　耳にキスされて、八百屋のおっちゃんはノックアウト。

　悪魔母インビは、ゴーヤ一本を百五十八マムで購入。そこに、大根にナスにキュウリ、約五百マム相当のおまけを獲かく得とくした。

　なお八百屋では「あんた！　またあんなにサービスして！」「ごめんよ、かーちゃん！」おっちゃんが土下座して、奥さんに𠮟しかられているようだが、それはそれとして。

　啞あ然ぜんとしている真人に、悪魔母インビがエロく寄り添そってくる。

「これぞ、悪魔のお母さんのスキル【誘惑ショッピング】よ。どうかしら」

「そ、そうですね……何かと問題があるのは、間ま違ちがいないんですけど……でもまあ、お見事です。まずはインビさんが先制ということで……」

「んもう、そうじゃなくて……真人君は、こういうお母さんのこと、どう思う？」

　悪魔母インビが、真人の腕を抱だきしめて、むにむにっと。「はうあっ!?」実の母親ではない、他よ所そのお母さんのすっごい感触ががが！

　と、そこへ、実の母親が、ものすごい勢いでやってくる。

「あっ！　マー君だわ！　そこにいたのね！」

「うおわっ!?　違うんです！　誤解です！」

　真人はとっさに、悪魔母インビから逃のがれて、華か麗れいに土下座した。「はっ！　何やってんだ俺！」八百屋のおっちゃんが土下座してたから、つい。

「えっと、母さ……じゃなくて、大好真々子選手……というか、もう面めん倒どう臭くさいから普段通りに、母さんって呼ばせてもらうけどさ」

「ええ！　だってお母さんは、マー君のお母さんだものね！」

「インビさんはもう買い物して、おまけも手に入れたぞ。母さんはどうするんだよ」

「もちろん、お母さんも頑張るわ！　見ていてね！」

　真々子は買い物カゴを腕に提さげて、八百屋へ向かう。







　こちらは会場。

「ったく、真人は何やってるのよ……あ、ポータ。クッキー食べる？」

「はい！　食べます！　ありがとうございます！」

「シラーセさんもどうぞ。真々子さんが焼いたクッキーです」

「ほほう。真々子さんの手作りですか。いただきます」

　お茶とお菓か子しでまったりしている放送係たちは、さておき。

　舞ぶ台たい上のスクリーンには、八百屋へ向かって走り出す真々子の姿が投とう影えいされている。

　その瞬しゆん間かん、登場門の陰かげから様子を眺めていた不ふ審しん母ソレンテが、動いた。

「ここよ！　ペンダントに封ふうじ込めた魔物を活性化させるのは、今よ！」

「いちいち言わなくていいってば～！　いくよ～！」

　覆ふく面めんローブの中の、上の人。同時に百万体ものアンデッド系モンスターを使し役えきするその人が、能力を発動させて……







　八百屋の前に立った真々子に、突とつ然ぜん、異変が起きた。

「あら？……あらあら？」

　首から下げているペンダントから、何本もの触手が伸のびて、真々子の体を這はい回る。

　触手は、真々子のエプロンを剝はぎ取り、鎧よろいも外させて、ワンピースも脱ぬがせて……さらに、ブラとパンツもひょいひょいっと取っちゃって……

　装備品をまとめて畳たたんで、真人に渡わたしてきた。はいどうぞ。

「あ、どうも……じゃなくて！　これ何事!?」

　とりあえず、一番上に置かれている、お母さんの脱ぎたてブラパンをワンピースの中に押し込んでおく真人だ。そんなことより。

　触手が侵しん食しよくを開始する。真々子の胸や下腹部など、本当に大事なところだけをピンポイントで覆おおって、その瑞みず々みずしい肌はだに染み込んでいく。

　さらに、頭には角のような物が突つき立って、背中には翼つばさが生えようとしているようだ。

　このままでは、真々子が別の何かになってしまいそうだ……

　様子をうかがっていた悪魔母インビが呟つぶやく。

「これは……相手の自由を奪うばって、そのまま悪魔に変えてしまう死し霊りようね。世界各地で野放しにされている、悪魔の産物よ。ちなみに、作っているのは役場の地域振しん興こう課」

「また地域振興課!?　なんでそんな迷めい惑わくな代しろ物ものを!?」

「悪魔も少子化が進んでいてね……なんとかして仲間を増やそうと……」

「そっちも何かと大変なんでしょうけど、他ほかの種族に迷惑がかからない範はん囲いでやってもらえませんかねぇ!?」

　とにかく、悪魔族の人が言うからには、間違いない。

「そんな……それじゃ、母さんが悪魔に？……かっ、母さん!?」

「あらあら。ペンダントが大暴れしているわ。よしよし。いい子いい子。大人しくしましょうね～」よしよし

「よしよししてる場合じゃないだろ!?」

　いや。効果覿てき面めんだ。

　泣きじゃくる子供をあやすように、真々子が胸元のペンダントを優しく撫でると。

　触手の侵しん攻こうが急に止まった。深い眠ねむりに落ちたかのように完全に停止して、真々子の姿も、現在の状態で固定だ。

　体を覆っているのは、服ではない。素す肌はだと触手模様の比率が、九十八対二くらいの、直視不可能なボディペインティングで覆われている。

　頭の角と、背中の翼は、脱だつ皮ぴ途と中ちゆうのセミの羽のように、ふにゃっと柔やわらか。

　そんな有り様なのに、表情は普ふ段だんと変わりない、にっこり微笑ほほえむデビル真々子がそこにいる！

「母さん……なんて姿に……」

「これは……ああ、そういうことね！　インビさんに負けないように、お母さんも大だい胆たんな衣装で勝負してほしいのね！」

「え？　この人、何言ってんの？」

「ちょっと恥ずかしいけど、マー君からのプレゼントだものね！　お母さん、この姿で頑がん張ばるわ！　じゃあ行ってくるわね！」

「ええっ!?　俺からのプレゼントって、どゆこと!?　というか、ちょっと待て！　そんな姿で買い物なんてされたら……ああっ！」

　引き止めるのが遅おそかった。デビル真々子は突とつ撃げき開始。

　対する八百屋は、新たな悪魔の襲しゆう来らいに気付いて、全力で警戒している。「あたしに任せておくれ！」「お、おう！　任せた！」迎むかえ撃うつのは、八百屋の奥さんだ。

「今度は、あたしが相手だよ！　かかっておいで！」

「あら、キャベツが一玉、百マムですって。すっごく安いわ。これを一つ貰おうかしら」

「はいよ！　キャベツ一玉！」

　買い物カゴに、キャベツがほいっと入れられて、「お勘かん定じようね」「まいどあり！」百マムがチャリーンと渡されて。

「それじゃ、失礼しますね」にっこり

「はいよ！　またどうぞ！」にっこり

　デビル真々子と八百屋の奥さんは、笑顔を交かわして、さようなら……「って、ちょっと待っておくれ!?」八百屋の奥さんが、デビル真々子を引き止めた。

「ちょっと！　おまけも要求しないで、しかもキャベツ一玉だけって、それはないだろ!?」

「あら、何かおかしかったかしら」

「おかしいさ！　そもそもこれは、どれだけおまけを手に入れられるかの勝負だって聞いてるし……それにさ！」

　奥さんの視線が、ふと真人に向けられた。

「そこのお兄さんは、あんたの息子むすこなんだよね？　あんたのことを『母さん』って呼んでたよね？」

「ええ、そうなんです！　この子は私の息子で、マー君っていいます！」

「エロ悪魔な恰かつ好こうで息子を紹しよう介かいしないで!?……え、えっと……ども。息子です」

「やっぱりそうかい。……こんな育ち盛ざかりの息子が居ながら、キャベツ一玉しか買っていかないなんて……それはどうかと思うよ？　栄養が足りないでしょ。だからさ！」

　八百屋の奥さんは、店先に並んでいたニンジンやジャガイモやトマトなど、野菜を適当にピックアップして、デビル真々子の買い物カゴにぽいぽいっと放り込んだ。

「あらあら、こんなにたくさん……ちょっと重いわね」

「あー、じゃあ俺が持つよ。カゴよこしてくれ」

「ありがとう。お願いするわね」

　なんとなく、そうした方がいい気がして、真人は真々子から買い物カゴを受け取った。中身はぎっしり詰つまって、ずっしり重い。

　パッと見で、悪魔母インビが貰もらったおまけの、倍以上の量がありそうだ。

「それじゃ、お金を払はらわないと……」

「何言ってんの！　今のは、野菜が好きで飛び込んだだけだよ！　野菜が好きでそうしたんだから、あたしがお代を貰う筋合いじゃないよ！」

「え？……でも……」

「いいのよ！……ねえ奥さん。商店街の店を舐なめちゃいけないよ？　あたしたちはね、金勘定じゃなくて、人情で店をやってるのさ。人間が好きでやってんの！……親子で買い物に来て、子供がさりげなく荷物持ちをしてさ……そんないい光景を見せてもらったら……ねえ、みんな！」

　八百屋の奥さんが、真人たちの背後に呼びかけた。振ふり返ってみると。

　耐たい水すいエプロンに長なが靴ぐつ姿のおっちゃん、ふわっとコロッケの匂においがするおばちゃん、惣そう菜ざいパックを手にしたおじいちゃんなどがいて、一気に押し寄せてくる。

「親孝行な子だな！　ほら、うちの魚も持っていきな！」ぽいっ

「お母さんのお手伝いして、偉えらいねぇ。ほら肉屋の特製コロッケだよ！」ぽいっ

「いい子は食べさせて育てにゃいかん！　ほら、遠えん慮りよはいらんぞい！」ぽいっ

「えっ、ちょっ……」

　もはや買い物カゴに入りきらないほどの食べ物が、ぽいぽいぽいぽいっと入れられて。

　最後に。

「とんでもない恰好したお母さんだけど……いつまでも、仲良くね」

　真人の肩かたをぽんっと叩たたいて、八百屋の奥さんは店の奥に戻もどった。「ったく。サービスしまくりやがって」「ダメだったかい？」「いいや。そういうところ、嫌きらいじゃねーよ」おっちゃんとの夫婦仲は良好みたいだ。末永くお幸せに。

　さて、結果である。

　真々子が、キャベツ一玉を百マムで購こう入にゆうした結果。

　ジャガイモ、ニンジン、トマト、レタス、アジみたいな魚、コロッケ、煮に物ものなど、少なくとも二千マムを超こえるおまけをゲットした。

　対する悪魔母インビは、五百マム程度のおまけをゲットしただけ。これは間ま違ちがいなく真々子の勝利だ……と、言いたいところだが。

　真人は、難しい顔をして考え込んで、連れん絡らくを取る。

「もしもし、シラーセさん。聞こえますか」

『聞こえていますし、状じよう況きようも全て拝見しましたよ』

「だったら話は早いです。……親子で買い物に来てたからって、そんな理由でおまけを貰っちゃダメですよね？」

『問題ありませんよ。子供がいてこそ母親ですので』

「いや、でも……俺は実況中ちゆう継けいの係だから、一いつ緒しよに来ていただけであって……インビさんだって納なつ得とくしないと思うんですけど……」

「真人君。いいのよ」

　と、悪魔母インビが声をかけてきた。

　誘ゆう惑わくして搾さく取しゆするいやらしい母親だったその人は、まるで憑つき物が落ちたように、すっきりした顔で微笑んでいる。

「この勝負、真々子さんの勝ち……いいえ、あなたたち親子の勝利よ」

「……いいんですか？」

「いいわよ。……私たち親子も、ちゃんと仲良しだけど……でも、お買い物だけは一緒に行ってくれないの。『お母さんと一緒だと恥はずかしい』って言うのよ」

「そりゃまあ、目の前であんなのやられたら、恥ずかしいですよね」

「それに引き換かえ真人君は、悪魔の姿をした真々子さんを、あっさり受け入れて、自ら息子であると名乗るなんて……どうすればこんな母親想おもいの子が育つのかしら。完敗よ」

「俺だって言いたくなかったですけどね!?　自分の忍にん耐たい力に感動すらしましたけどね!?」

　今いま頃ごろになって出てきた涙なみだを拭ぬぐい、渾こん身しんの声で叫さけぶ真人だった。

　兎とにも角にも、試合は決着。

　放送可能ギリギリのラインで行われた勝負【お買い物＋α】は、真々子の勝利で幕を閉じ「今こそ襲しゆう撃げきを……えっ!?　拘こう束そくされていない!?」「ん？」「作戦失敗だよ～！　速すみやかに撤てつ退たいだよ～！」今、ものすごく素早い銀色の何かが駆かけ付けて走り去ったような気がするが、とにかく試合は幕を閉じた。







　会場に戻ったら、休きゆう憩けいする暇ひまもなく次の試合だ。

　真々子は元の姿に戻り、悪魔母インビと共にキッズスペースに向かった。他の母親たちに挨あい拶さつをして、子供たちを自由にさせながら、楽しくおしゃべりしている。

　真人が放送席に戻ると、目の前に、空になったお菓か子し袋ぶくろが置かれている。

「……俺の分は？」

「待たせたわね！　試合を始めるわよ！　選手入場！」

「おい！　俺の分は！　俺の疲ひ労ろうを回復させるための糖分は、どこへいった！」

　カロリーをたっぷり摂せつ取しゆしたワイズのアナウンスで、第二試合の開始だ。

　登場門より、二人の母親が姿を現す。

　まずはエルフ母シャリーレ。エルフらしい涼すずやかな面おも持もちで、粛しゆく々しゆくと舞ぶ台たい上へ。

　続いてアンドロイド母メカテ。グラマラスなメタリックボディを輝かがやかせ、多数の飛行型ビットを従えての登場だ。

　森の賢けん者じやとも称しようされる種族のお母さんと、機械仕じ掛かけのお母さん。住む世界がかけ離はなれている母親の激げき突とつである。

「二回戦第二試合は、対極的な母親同士の対決になりましたね。とても興味深いです」

「自然と科学の戦いです！　自分、ワクワクします！」

「では真人君、抽ちゆう選せんの準備を」

「俺、もう本気で雑用係なんですね……まあ、やりますけど」

　マイクを女子たちに託たくして、真人が抽選ボックスを用意して舞台へ向かう。

　予選会の順位は、エルフ母シャリーレが二位、アンドロイド母メカテが四位。したがってエルフ母シャリーレに抽選する権利がある。「じゃあシャリーレさん」「何が出るかしら」抽選ボックスからそっと引き抜ぬかれた札に書かれているのは……




【掃そう除じ（レベル９９）】




　最高難易度の掃除対決である。といっても、真人はさっぱりわからないので。

「おーい放送席。解説よろー」

「はいよー。……ねえシラーセさん。これって、どんな勝負なの？」

「一言で言って、空気の掃除です。……綺き麗れいに見える空気でも、風か邪ぜのウイルスや、花粉など、様々な物質が含ふくまれています。特に子供は、そういったものに対する免めん疫えき力が弱いので、小さなお子さんがいるご家庭では充じゆう分ぶんに気を付けたいところです」

「なるほど。これは母親の力量を示すのに相応ふさわしい試合となりそうですね」

「とっても難しそうです！　頑張ってほしいです！」

「ではさっそく、舞台上にのみ、掃除対象の空気を放出しましょう」

　舞台に敷しき詰められてるフローリング材の隙すき間まから、薄うすく淀よどんだ空気が吹ふき上がる。汚お染せん物質に加え、家庭臭しゆうも混ざっている空気が舞台上に充満した。

　なお、子供たちがいるキッズスペースには流出しないよう設計されているため、そちらは安心だ。

「それじゃ、始めるわよ！」「用意！」「お母さん、です！」

　女子たちの号令で試合開始だ。

　戦う母親たちは、どちらも眉まゆを顰ひそめて不快を露あらわにしている。エルフ母シャリーレは、若草色のハンカチで口元を覆おおった。アンドロイド母メカテは、金属製の防毒マスクをシャキンッと自動装着した。

「これは……なるほど。こんな空気を子供に吸わせるわけにはいかないわね」

「早急に対処しなければなりません」

「じゃあ先手必勝よ。お先に」

　エルフ母シャリーレは、服の中からドングリのような木の実を取り出して、少し離れたところにぽいっと転がした。

　すかさず唱える。

「母なる森の木の実よ……あなたも母なら、わかるわよね……大切な我が子には、新しん鮮せんな空気を吸って健すこやかに育ってほしいの……この気持ちがわかるなら、どうか力を貸して」

　愛情溢あふれる願いが届く。

　刹せつ那な、木の実がパカッと割れて、根を伸のばし、芽が出て……そのまま怒ど涛とうの勢いで生長して、あっという間に大木となった。高さ十メートルを超える立派な広葉樹だ。

　突とつ然ぜんの出来事に、観客たちはもちろん、放送席のワイズたちも呆ぼう然ぜんだ。まあシラーセは普ふ段だん通りだが。

「こ、これは……でっかいわねー……」

「エルフの森の木には、非常に強力な浄じよう化か作用があるそうです。それを活用して、空気の掃除をするようですね。エルフらしいお掃除方法です」

　大量に生おい茂しげる葉が、淀んだ空気を吸い上げて、健康的な空気を吐はき出す。大木の周囲が、みるみるうちに清浄な空間になっていく。

　深く深呼吸をして、エルフ母シャリーレはにっこり笑った。

「これこそ、エルフの里の伝統、エルフお母さんの空気清浄化スキル【母なる森の息吹いぶき】よ。……メカテさん、いかがかしら」

「はい。森林の香かおりに加え、マイナスイオンも感知できます。非常に健康的で、俗ぞくに〝美お味いしい〟と表現される空気に間違いありません。子育てにも最適です」

「そうでしょう、そうでしょう。ウフフ。これは私の勝ちで決まりかしらね」

「確かに、少々厳しい状況だと判断します」

　神秘的な大木を見上げて、アンドロイド母メカテは表情を硬かたくしている。これは勝負あったか……そんな時。

　キッズスペースから大木を見上げて、真人はふと思った。

「あー、でも……こんなに大きいと、家の中には入らないだろうなぁ……」

「「「「あ」」」」

　何気なく呟つぶやくと、エルフ母シャリーレが、アンドロイド母メカテが、さらに観客とキッズスペースの方々とシラーセまでもが、きょとんとして真人を見てくる。「あ、あれ？　俺、変なこと言っちゃったか……？」いや、変なことは言っていない。

　それは誰だれもが望む効果をもたらすものだけど……

　ご家庭の空気を浄化したい時に、室内に大木を生やすのは無理すぎる。

　ということで。

「え、えっと……んもう！　真人君ったら、黙だまっていてくれればいいのに！」

「真人君のサポートに感謝します。……それでは、私の反撃です」

　やきもきしちゃうエルフ母シャリーレを尻しり目めに、アンドロイド母メカテが行動を開始。

「モード・エアクリンネス！」

　飛行型ビットが背中にドッキングして、とても先進的な扇せん風ぷう機きのようなフォルムのファンを形成した。ファンが回転して、周囲の淀んだ空気を取り込んでいく。

　傍はたから様子を見守っていた真人は、思わず舞台にかじりついた。

「おおっ！　これは、近未来ＳＦバトルの気配がする！　ズバーッと、何かすごいのを放ちそうな予感がするぞ！　レーザー的なやつで、一気にやっちゃうのか!?」

　絶対そうだ。放つぞ。超ちよう放つ。すごいの出るぞ。

　アンドロイド母メカテは、脇わきの部分のアーマーをシャキンッと開いた！「開いた！　そこから！」噴ふん射しや口こうのような形状になっている、そこから……！

　ふわ～っと、穏おだやかな風を送り出した。

「ただの送風かよ!?」

「私は、空気清浄機としての機能はもちろんのこと、加か湿しつに除湿、冷れい暖だん房ぼうも完備しています。これこそ機械仕掛けの母親の実力。ママ・コンディショニング・システム、スキル名【ママコン】です」

　体内に搭とう載さいされているフィルターは高性能で、空気中に含まれる迷めい惑わくな物質をしっかりキャッチ。自動洗浄だから手間いらず。いつでも清潔な空気を送り出せる。

　母親そのものが空調の役割を担になっているので、置き場所に困ることもない。

　暑い日は、お母さんのところに駆け寄れば、すぐ冷房で涼し～い。寒い日も、お母さんに駆け寄れば、すぐに暖房であったか～い。

　そんな高機能を見せつけられて、「あらあら、これは私の負けね」エルフ母シャリーレが穏やかに敗北を宣言した。これで勝負あり。

「第二試合の勝者は、メカテさんに決まりました」

　シラーセの宣言を受けて、会場が一いつ斉せいに沸わき立った。「どっちもすごかったわよ！」「感動したわ！」キッズスペースの母親たちからも、盛せい大だいな拍はく手しゆが送られている。

　で、真人は。

「ど派手な技わざを放つような雰ふん囲い気きを醸かもし出しておきながら、つまりエアコンって……メカの無む駄だ遣づかいすぎるだろ……」

「手元の資料によりますと……メカテさんは、元々は戦せん闘とう用兵器として製造されたとのことですが、終戦を機に、アサルトタイプから生活支し援えんタイプへ改装されたようですね。復興事業に忙いそがしい人々の代わりに子供を育てて、幸せに暮らしているそうです」

「平和なのが一番ですけど！　それはそうなんですけど……くぅっ！」

　少年たちのロマンをわかってくれない人たちに絶望して、地面を叩たたきまくる真人だった。







　感動は冷めやらず、悔くやしさを満足に晴らす間もないまま、第三試合。

「それじゃマー君、次の試合ね」ひょっこり

「ああ、そうだな……って、隣となりに母さん!?　いつの間に!?」

「他ほかの皆みなさんが親子で楽しそうだったから、お母さんもマー君と一いつ緒しよに居たいわって思ったの。……それでは選手入場です！　皆さん、拍手でお迎むかえしてくださいね！」

「そして勝手にアナウンス!?」

　真々子の呼びかけに応じて、登場門から次の試合の選手が姿を現す。

　まずは、巨きよ人じん母カイデー。

「よーし！　がーんばーるよー！」

　五メートル級の巨人お母さんが、スキップしながらの登場だ。大人でも抱かかえきれないほどの、巨大サイズの胸も揺ゆれているが、地面も揺れる。

　続いては、不ふ審しん母ソレンテ。

「はいは～い。どうも～。どこも怪あやしくないお母さんだよ～」

　銀色の覆ふく面めんローブで全身を覆っている、身長二メートル以上の選手だ。

　他の母親たちと比べると大きいものの、巨人母カイデーが相手だと、可哀かわいそうなほど小さく見えてしまうが……

「（なんだったら、うっかり踏ふまれて、ぷちっと潰つぶされてくれてもいいけどな）」

　割りと本気で、そう思える。何しろ、その人は敵だ。

　真人はポケットに手を入れて、真々子から回収したペンダントを取り出した。

　ペンダントトップには、〝母〟という字を反転させたようなマークが描えがかれている。

「（やっと思い出した……これ、反はん抗こう組織リベーレのマークだ）」

　通常のアマンテとソレラが装備しているコートに、同じマークが描かれていた。見た覚えがある。ペンダントは敵のアイテム。

　真人からのプレゼントだと騙だまして、身に着けさせて、真々子が悪あく魔ま化して……おかげで真人は、破は廉れん恥ちな姿をした母親と一緒に買い物……思い出すと、ムカつきが……

「ほらほら、マー君。考え事をしている場合じゃないわよ。試合内容の抽ちゆう選せんをしないと」

「え？……あ、ああ、そうだな……」

「真人に託たくされた唯ゆい一いつの仕事よ。いってらー」

「実じつ況きようと解説は、真々子さんと私たちが引き受けます」

「真人さん！　抽選を頑がん張ばってください！」

「ご承知かと思いますが、ソレンテさんについては……」

「とりあえず監かん視し対応、ですよね……もうすでに、色々やらかしてるみたいですけど……まあ、わかりました」

　上からの指示だ。真人は、無理やり納なつ得とくして、またしても放送席から押し出されて、抽選ボックスを抱えて舞ぶ台たいに上がった。

　予選の順位は、巨人母カイデーが十三位、不審母ソレンテが九位。ということで。

「……ソレンテさん、どうぞ」

「はいは～い。くじを引くね～」

　真人が、ものっすごく不ふ機き嫌げんに抽選ボックスを差し出すと、不審母ソレンテは暢のん気きにくじを引いてくれやがった。試合内容は。




【洗せん濯たくＤＸ】




　デラックスな洗濯をする、ということだろうか。真人的にはさっぱりだ。意味不明。

　でも気にしない。

「それじゃ、戻もどるとするか。詳くわしい内容はシラーセさんが解説してくれるだろうし、俺はこれで仕事終しゆう了りようってことで」

　抽選ボックスを小こ脇わきに抱えて、無関心に退散……と。

「真人く～ん、ちょっと待ってね～」

　不審母ソレンテが、真人のジャケットの襟えり首くびを摑つかんできた。

「……あの、放してほしいんですけど」

「洗濯ＤＸって～、とにかくすごい洗濯をすればいいってことかな～？　そうだよね～。そういうことにして～……え～い！」

「おわっ!?」

　真人は引っ張られて、ジャケットを脱ぬがされてしまった。

　不審母ソレンテはさらに、シャツにも手をかけてくる。

「ちょっ、何するんだよ！　やめろよ！……あ、あれ？……体に力が入らなくて、抵てい抗こうできない……まさか！」

「んっふっふ～。そのままじっとしててね～」

　おそらく、ソレラが有する能力低下スキルのせいだろう。真人は、されるがまま「ほいっと～」「いやんっ!?」シャツをはぎ取られてしまった。上半身裸はだかで恥はずかしい！

　真人のシャツは、あちこち走り回って騒さわぎまくった結果として、たくさんの汗あせが染み込んでいる。……汚きたないとは、言わないけど。

「これは洗濯が必要なシャツだね～。それじゃ～……ん～……は～い」

　不審母ソレンテは、少し唸うなって、シャツを二三回振ふった。

「それじゃ次の工程だよ～」

「汚よごれの付着力を低下させて、振り落として、次に反射効果を付ふ与よするという……」

「いちいち説明しなくていいから～。黙って仕事してよ～」

　覆面ローブの中にいるもう一人の人が、何やらブツブツ言っていたようだが、「もういいわよ」「は～い、できた～」処置があっさり完了したようだ。

　不審母ソレンテは自じ慢まんげにシャツを掲かかげている。

「洗濯お終しまいだよ～。それじゃチェックしてね～」

「チェックって言われても……」

「あ～、だよね～。真人君には難しいよね～。……じゃあ～、それなりに腕うでが立つ母親だったら～、わかるかな～？　ちょっと確認してよ～」

「ふえ？　私？」

　巨人母カイデーの大きな手の平に、真人のシャツがぽいっと載のせられた。

　シャツをまじまじと見つめた巨人母カイデーは、途と端たんに血相を変える。

「これはっ……ちょ、ちょっと試させてね！」

　とりあえず、シャツで舞台をごしごし拭ふいてみる。「あっ、ちょっと！」そんなことしたら、真人のシャツが汚れて……いや。

　シャツは、表面に付着した汚れをパンッと弾はじき飛ばした。綺き麗れいなままだ。

「え？　なんで……？」

「これ、どんな汚れも弾いて、絶対に汚れないようになってる！　汚れないから、次にお洗濯しなくてよくて、生き地じも傷いたまないよ！　これは完かん璧ぺきなお洗濯だよ！」

「そゆこと～。んっふふ～。……それで～、巨人のお母さんは～、どんな洗濯で対抗するつもりなのかな～？」

「そ、そんな……私は、普ふ通つうの人の洗濯物を、三十人分くらい一気に洗えるっていうスキルしかないから……どう足あ搔がいても勝てないよ！　ふええええん！」

「じゃあ～、そっちの負けで～、私の勝ちだね～。はいどうも～。お疲つかれさま～」

　巨人母カイデーの手からシャツを奪うばい取って、不審母ソレンテはさっさと舞台を下りてしまった。

　まだ宣言されていないが、勝敗は明白。

　あまりに圧あつ倒とう的な洗濯を見せつけられて、会場は静まり返っている。観客たちはもちろん、名立たる母親たちも、言葉が出ないようだ。

　聞こえるのは、泣きじゃくる巨人母カイデーの声だけ。「お母さん！」「泣かないで。ね？」巨人の子供と真々子が駆かけ寄って慰なぐさめているが、涙なみだが滝たきのように流れ続けている。

　だが、どんなに泣いても結果は変わらない。

　第三試合は、不審母ソレンテの圧倒的勝利で幕を下ろしたのだった……

　だったけど。

「……あっ！　ボケっとしてる場合じゃない！　俺のシャツを返せよ！」

　真人は慌あわてて走り出した。不審母ソレンテの後を追う。







　真人は登場門を抜ぬけて、控ひかえ室しつに駆け込んだ。だが不審母ソレンテの姿はない。

　代わりに、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯがいる。新品同様に綺麗なシャツを手にして、物もの憂うげな表情を浮うかべている。

「えっと……あの、ちょっといいですか？　そのシャツって、もしかして、俺のだったりしませんか？」

　恐おそる恐る尋たずねると。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯは、頷うなずいて、控室の隅すみに置かれているゴミ箱を指さした。

「やっぱり俺のシャツで、捨てられてたんですね？　くっ、あいつら！　腹立つ！」

　どうしてくれようか！　捕つかまえて、ボッコボコに……されちゃうかなぁ……なんて、真人が怒いかり狂くるったり青ざめたりしていると。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯが、シャツを広げて近寄ってきた。真人の腕を取って、袖そでを通して、シャツを着せてくる。

「いや、あの、自分で着られますけど……」

　謎の母ＨＡＨＡＫＯは、首を横に振って、なおも着せる。ボタンを留めて、「ちょっ!?」シャツの裾すそをズボンの中に押し込んで。最後に、襟も整えてくれて。

「えっと……ど、どうも。ありがとうございます」

　真人は引き攣つった顔で、それでも一応、礼を言うと。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯは深く頷いた。とても満足しているようだ。右へ左へ、体をゆらゆら揺らして、なんだか楽しそう。

「……！」

　と、謎の母ＨＡＨＡＫＯは、急に何か思い付いたようだ。壁かべ際ぎわに置かれているベンチに駆け寄って、端はじっこに腰こしを下ろして。

　太ももを、ぽんぽん叩たたいてみせてくる。何度も叩いてみせてくる。真人を誘さそっている？

「あの、まさかとは思いますけど……膝ひざ枕まくらですか？」

「……」うんうん

　元気に頷いている。真人に膝枕してくれるらしい。「いや、せっかくですけど……」真人が丁てい重ちようにお断りしようとすると、「……」謎の母ＨＡＨＡＫＯは、しょんぼりして、しくしくと、泣きアピールしはじめた。どうしても真人に膝枕したいようだ。

　どうするか。

　初対面の人に膝枕してもらうなんて、どう考えても、あり得ないのだけど……

「（ＨＡＨＡＫＯさんって、何者なんだろうな……）」

　その詳しよう細さいについて、シラーセは一向にお知らーせしてくれない。

　この接せつ触しよくは、彼女のことを知るチャンスかも。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。だったら。

「じゃ、じゃあ、ちょっとだけ、お願いしてもいいですか？」

「……！」うんうん！

　好こう奇き心しんと探求心が、羞しゆう恥ち心しんをねじ伏ふせた。真人はベンチに横たわって、そぉ～っと、謎の母ＨＡＨＡＫＯの膝枕に頭を載せた。そして感じる。

「（おお……膝枕だ……）」

　ちょっと高め。だが柔やわらかくて、温かくて、そこはかとなく、いい匂においがする。

　さらに、安心感と、何より満足感がすごい。頭皮から脳へ直接、幸福がじわじわ沁しみ込んでくるようだ。優やさしく頭を撫なでられると、さらに幸せが倍増。

　目を閉じると、すぐに睡すい魔まが襲おそってきて……これはまるで……




　真々子が有する母親スキル【母の膝枕】と、全く同じだ。




「……はっ!?」

　真人は慌てて跳はね起きて、謎の母ＨＡＨＡＫＯの膝枕をじっと見つめた。

　そこにあるのは、他よ所その母親の膝枕だ。真々子の膝枕ではない。

　しかし真人が感じた効果は、確かに……

　と。

『間もなく第四試合を開始いたします。大好真人君は、所定の位置にお戻りください。あなたを探す母の技わざが炸さく裂れつしそうです。大至急、お戻りください』

　不意にシラーセのアナウンスが聞こえてきた。【母の牙きば】が発動されそうだと。

「うわ、急いで戻らないと！……じゃ、じゃあ、そういうことなんで、失礼します！　ありがとうございました！　次の試合、頑がん張ばってくださいね！」

　真人は謎の母ＨＡＨＡＫＯに背を向けて。

　不可解に感じてしまった母親の気配から逃にげるように、全速力で走り去った。







　舞ぶ台たいでは、第四試合が行われている。

　対戦しているのは、ここまで勝ち上がった人間族の二人。

　まずは、むしろ目立ちそうな装しよう束ぞくで、忍にん術じゆつを自在に操る母親。忍にん者じや母くノ一子。

「負けられないでござるわ！『お母さんは忍者なのよ』って、なんとなく言ってみただけなのに、それでも全力で信じてくれた子供のため、忍者として勝つでござるわ！」

　相対するは、素す性じようも素顔も隠かくされたままの、謎の人。謎の母ＨＡＨＡＫＯ。

「……」

　試合内容は【掃そう除じ（危険度ＭＡＸ）】。真々子の一回戦の試合で行われたものと同じだ。

　舞台上には、またしても、現実世界にある真人の部屋が再現されている。そこを掃除しつつ、親が見るべきものを回収するのが勝負のポイント。見ない方がいいものを発見してしまったらアウトだ。

　試合は早くも佳か境きよう。放送席の女子たちも、熱い声せい援えんを送っている。

「だから、本ほん棚だなだってば！　カモフラージュして隠してる！　絶対だから！」

「無む駄だに学術的なタイトルの本を狙ねらってください！　絶対にあります！」

「むむむ……あえてエッチな危険物を発見させようとしているような、そんな気がするでござるが……ならばこそ、裏をかいて……南無三！」

　忍者母くノ一子は決心して、大判の百科事典を手に取った。開いてみると。

　下着姿の美少女たちが描えがかれているカレンダーが挟はさんである。「ああっ!?」「よっしゃーっ！」「お見事です！」忍者母くノ一子は愕がく然ぜんとしているが、女子たちは拍はく手しゆ喝かつ采さい！

　そんな具合に、プライベートを暴かれまくっているわけだが……

　部屋の主あるじは、酷ひどく冷静だ。

「（……さっきのあれは、なんだったんだ？）」

　放送席の端はしにいる真人は、じっと見つめている。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯの一挙手一投足を見つめ続ける。

「……」

　掃除を終えたその人は、一回戦の時の真々子と同様に、子供部屋探たん索さく用の特とく殊しゆスキル【母サーチ】を発動させて、部屋の様子をくまなくチェックしている……

　と、何か発見したようだ。おもむろに動き出し、ゴミ箱を持ち上げると、その下には。

　学校のテストの結果表だ！　結果表には、保護者が確認印を捺おす欄らんが設けられている。ちゃんと親に見せなければいけないものなので、見つけて正解。

　勝負あり。

「そこまで。第四試合は、謎の母ＨＡＨＡＫＯさんの勝利です」

　放送席のシラーセが宣言すると、会場全体が割れんばかりの歓かん声せいに包まれた。

　だが、そんな盛り上がりを意に介かいさず、真人はひたすら考えている。

「（姿形もそっくりで、スキルも母さんと同じ……どうして……）」

　真人に顔を向けてくる謎の母ＨＡＨＡＫＯ。キッズスペースから見上げてくる真々子。その二人を交こう互ごに見つめて、真人は考え続ける……







　大会二日目の日程を終えて、宿しゆく泊はく先に戻もどり、夕方になっても、真人の思案は続いている。

　なんだか廊ろう下かの方で「あ、ねーたん！」「ねーたん、いた！」「見つかった!?」「人数が増えていませんか!?」「増えてますぅ！」壮そう絶ぜつな追いかけっこが繰くり広げられているようだが、そんな騒そう音おんも気にならない。

　ダイニングルームのテーブルに肘ひじをついて、じっくり考え込んでいる。

「俺のスキルには反応がなかったのに、母親スキル……しかも母さんそっくり……一体どういうことなんだ……くっそー！　わからん！」

「そんな時は、とりあえず飯食うネ！　何かいい考えが浮かぶヨ！」

「あー、そうかもですね……じゃあ、いただきます」

　目の前に置かれた、真っ赤な麻マー婆ボー豆どう腐ふを、レンゲですくってパクッと一口。「お、美う味まい……ん？……かっ、辛からいいいいいいいっ!?」あまりの激辛に、真人は口から炎ほのおをシュゴオオッ！　と吐はき出した。

「おー！　立派な火を吹ふいたネ！　真人にはブレス系攻こう撃げきの素質があるヨ！　うちの子になって、竜りゆうの勇者を目指すといいネ！」

「え、竜の勇者!?　何それカッコイイ！……というか、サモハンさんまで、いつの間に俺たちの宿屋へ……んなことより、辛いいいいいいいっ！　うひいいいいいっ！」

　竜人母サモハンの激辛四川料理のおかげで、口の中がヤバい。絶対に焦こげてる。

　そこへ。

「あらあら。真人君のお口の中が真っ黒だわ。それじゃ、吸きゆう血けつ鬼きのお母さんと一いつ緒しよに、楽しく歯は磨みがきしましょうね。はい、あーん」

「へ？　ほわぁーん!?」

　真人の背後にさりげなく立ったのは、看護師の恰かつ好こうをした吸血鬼母カンゴシーだ。真人に、あーんさせて、手にした歯ブラシで歯磨きしてくれる。

「やっ、やえへ!?　ほえ、はふはひいっ！」

「遠えん慮りよしなくていいのよ。気持ちいいでしょ？……真人君が私の息子になったら、毎日、朝も昼も夜も、こうしてお母さんが歯磨きしてあげるわ。ね、どうかしら」

　口という、特別な感覚器官を、お母さんにシャカシャカされちゃって……なんだろう……なんとなく、ダメな気分になる。これ絶対にダメだ。「もう結構です！」「あら、逃げられちゃったわ」真人は緊きん急きゆう離り脱だつした。

　そのままダイニングルームから撤てつ退たいして、リビングに逃とう避ひ。だがそこにも母親がいる。

　真々子だ。ソファに座って、真人の洗せん濯たく物ものを畳たたんでいる。これは好都合。

「あらマー君。なんだか賑にぎやかだったけど、何かあったの？」

「俺の洗濯物に夢中で、本体の状じよう況きようには気付かなかったのかよ……まあいいけど。大したことじゃないから、どうぞお構いなく」

　真人はとりあえず、真々子の隣となりに腰を下ろした。それで、だ。

　真々子の太ももを、じーっと見つめる。変な意味じゃなく、調査目的で、じーっと。

「あらあら。マー君は膝枕してほしいのかしら。いいわよ。いらっしゃい」

「べっ、別に、してほしいわけじゃないけど！　でもまあ、母さんがそう言うなら、仕方なく、されてやるよ！　確認させてもらうからな！」

　真人は真々子の方に倒たおれ込んで、ぽふっと、真々子の太ももに頭を載のせた。

「確認？　なんの確認かしら」

「気にするな。こっちの話だ」

「あら残念。……あっ、そうだわ！　確認といえば！」

　真々子はハッとして、真人のシャツをじっくりチェックしてくる。

　真人が着ているシャツは、不ふ審しん母ソレンテが完かん璧ぺきな洗濯を施ほどこしたものだ。真々子も一目見て何か感じたようで……でもまあ、真人的には、どうでもいい。そんなことより。

　目を閉じて、実の母親の膝ひざ枕まくらを感じる。

「（……うん。母さんの膝枕だな）」

　柔らかさと、温かさと、安心感と満足感。なぜか感じる幸せ。

　間ま違ちがいない。間違えようがない。これこそ【母の膝枕】だ。

　そして同時に、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯのことが思い出される。

「（似てる、なんてレベルじゃない。ガチで同じ膝枕だ……どういうことなんだ？）」

　見上げると、そこには真々子の顔がある。

　だが不意に、謎の母ＨＡＨＡＫＯの顔に見えてしまう。

　答えの出ない問いかけが、頭の中をぐるぐる回って。

　一日の疲つかれと、膝枕の効果も相まって、真人はそのまま眠ねむってしまうのだった。




















第四章　その弁当を作ったのは、母さんだけど、母さんじゃない。









　宿屋の部屋の、ベッドの上で。

　ワイズが求めてくる。

「ねえ真まさ人と……もっとよ……もっと強く揉もんで」

「こ、こうか？」もみもみ

「もっと！　もっと強く！　鷲わし摑づかみにして、揉みしだいて！」

「わ、わかった。じゃあもう手加減しないぞ。……これでどうだ！」ぎゅむっ！

「んあああっ！　そう、それ！　それがいいの！　痛いくらいが気持ちいいの！」

　ワイズは、熱い息を吐はき出して、同時に襲おそい来る痛みと快感で身をよじらせている。思わず真人にしがみつき、飛びそうになる意識を必死にとどめている。

　熱っぽい顔をしているワイズの目に、薄うっすらと涙なみだが浮うかんでいるのが見えた。

　痛くしすぎてしまったか……真人が力を弱めようとすると、そのままでいいのだと、ワイズは首を振ふって訴うつたえてくる。そのまま、もっとしてほしいと求めてくる。

　だがワイズばかりに構ってはいられない。メディも求めてくる。

「真人君。どうかお願いします。……私にも、してください」

「ほ、本気でするのか？」

「はい……私を壊こわしてしまうくらいの力強さで、突ついてください。奥まで届くように」

「わかった。それじゃ……ふんっ！」ぐいっ

「んはぁっ!?　そ、そうです！　そこです！　そこをもっと、ぐりぐり……ああんっ！」

　真人は、うつ伏ぶせになっているメディにまたがって、体ごと伸のし掛かかる。

　突き立てて、何度も何度も押す度たびに、メディの体が跳はね上がる。

　シーツを握にぎりしめて、苦しそうにもがいて、ふと力を失って倒たおれ込んで……そっと真人に向けられる横顔は、恍こう惚こつに満ちた、挑ちよう発はつ的な微笑ほほえみだ。この程度なのかと、呆あきれられているようだ。

　真人の中で、男のプライドと加か虐ぎやく心が増大する。そっちがその気なら……と。

「ねえ真人！　あたしにもしてよ！　もっとして！」

　もう我が慢まんできない様子で、ワイズが真人の腕うでに脚あしを絡からめてくる。

　だったら今度はワイズに、と思ったら、メディが腕を摑んでくる。

「真人君。私はまだ満足していませんよ。私が先です」
















「ちょっとメディ！　あたしだって言ってるでしょ！　あたしが先よ！」

「いいえ、私です。私の方が、してほしいです。ですから……真人君」

「真人！　あたしでしょ！」

　火ほ照てった体の少女二人が、真人を求めて迫せまってくる。

　そんなにも求められたら、真人はもちろん、そりゃもう……！

「えー、ごめんなさい。ちょっと休きゆう憩けいさせてくれ。……俺、もう腕がパンパンだから」

　乳酸が溜たまってつらい両腕を上げて、真人は降参した。既すでに筋肉痛っぽい。

　でもワイズとメディは求めてくる。

「こっちだってパンパンよ！　やっと子供から解放されたと思ったら、この宿屋に集まってきちゃって、追いかけ回されて、脚がもうパンパンに浮む腫くんでるわよ！」

「私もつらいです。何度も抱だっこをせがまれて、腰こしがもう……ですから真人君。マッサージを続けてください」

「ほら、マッサージ！　ふくらはぎを重点的に揉んでよね！」

「私は背中から腰にかけてお願いします。背骨の両りよう脇わきに、親指をぐっと突き立てて、ぐりぐりしてください」

　とまあ、要するにそういうことで。

　健全な朝である。

　窓からカーテン越ごしに入り込んでくるのは、朝の日差しと、子供たちの笑い声。洗せん濯たく物ものを干している母親たちにじゃれついているのだろう。

　室内にいるのは、真人とワイズとメディと、まだお休み中のポータだ。「……ふみゅぅ……」「おっと。騒さわがしくして、ごめんな」まだ早い時間だ。もうちょっと眠ねむっていられるように、お兄ちゃんがお布ふ団とんぽんぽんしてやって。

　真人は、そこに寝ねそべっている二人へ不満をぶつけるように、ベッドの端はしにドスンッと腰を下ろした。

「ったく。こき使いやがって……俺だってな、それなりに疲つかれているんだぞ。大事な考え事だって、あるんだからな」

「大事な考え事？　何よそれ」

「わいせつ物の隠かくし場所について、ではありませんか？」

「あーそっか。部屋を捜そう索さくされて、全部バレちゃったから」

「違ちげーよっ！　そうじゃなくて！……ＨＡＨＡＫＯさんについて、ちょっとな」

「ＨＡＨＡＫＯさん……あーはいはい。真ま々ま子こさんにそっくりな人ね」

「確かに、似ていますね。印象は全く違ちがいますけど……その方が、何か？」

「外見だけじゃなくて、スキルまでそっくりなんだよ。まるで母さんをコピーしたみたいでさ。だから……」

「二人目のお母さんってことにして、甘えたいわけね」

「二人の母親に挟はさまれて、イチャイチャ生活……ふしだらな……」

「違げーよっ！　そうじゃなくて！　あの人は、一体何者なのか、俺は真ま面じ目めに考えているんだよっ！」

「あーはいはい。わかってるから。冗じよう談だんだから。からかっただけよ」

　真人を適当にあしらって。

　ワイズとメディは、ふと真面目な表情になる。

「というかさ、他ほかの母親の話をするのは、やめといた方がよくない？」

「え？　なんでだよ」

「真々子さんが気付いて、やきもちを焼いて、大変なことになってしまう恐おそれが……」

「あー、その辺は大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ。……母さんは……」

　と、真人が答えようとした瞬しゆん間かん。

　部屋のドアが開いて、真々子がすたたたっと小走りで駆かけ込んできた。右手と左手に、それぞれ真人のシャツを一枚ずつ持っていて……

「ねえマー君！　ちょっと見てもらっていいかしら！　お母さんもね、マー君のシャツをお洗濯してみたの！　ソレンテさんがお洗濯したシャツと、お母さんが愛情を込めてお洗濯したシャツ、どっちがいいかしら！　ね、どっちがいいかしら！」

　こっち？　それともこっち？　と、どちらか聞きながら、主に右手で持っているシャツをぐいぐい見せてくる。……たぶんそっちがお母さん洗濯のシャツだ。

　とにかく。

「母さんは、昨日の夕方からずっと、この調子だ。他のことが一切、頭に入らないみたいでさ。心配いらないというか、まずはこっちが問題だ」

「「あー、なるほど」」

　ワイズもメディも、苦笑いを浮かべながら頷うなずいてくれた。







　天下一母道会、三日目。

　会場は今日も超ちよう満まん員いんだ。大勢の観客が詰つめかけて、熱い戦いを待ち望んでいる。

　舞ぶ台たい周囲のキッズスペースも賑にぎわっている。昨日までの面めん子つに、巨きよ人じん母カイデーと、忍にん者じや母くノ一いち子こも交えて、話に花を咲さかせている。

　子供たちのことは心配いらない。だって今日は、新しい子こ守もり係が来てくれたから。

「にーたん！」「まさとにーたん！」「あしょぼ！」「あしょんで！」「だっこー！」

「なんでだ!?　なんでこうなった!?」

　考え事のせいで注意力散さん漫まんになり、うっかりキッズスペースに足を運んでしまったのが原因である。

　子供たちにまとわりつかれている真人を眺ながめて、ワイズたちはかなり楽しそう。「おつー」「頑がん張ばってくださいね」「えっと……真人さん！　応おう援えんしてます！」三人で仲良く放送席へ行ってしまった。「助けてくれてもいいんだけど!?」先日と立場が逆転している。自じ業ごう自じ得とくである。仕方ない。

　と。

「真人くーん！　私とも遊んでよー！　巨人のお母さんと、あーそーぼー！」

「おわあああっ!?　ビッグで能天気な母親が来たああああっ!?」

　巨人母カイデーが、真人をひょいっと持ち上げて、ぎゅーっとハグした。「ちょっ、埋うまる!?」五メートル級のお母さんの、大きすぎる胸の間に、ずむぬっと、真人の上半身が完全に挟まった。

「ああ、なんだこれ……こんな感覚、はじめてだ……温かくて柔やわらかな感かん触しよくに、もっちりと包まれて……人としてダメになりそう……って、ふざけてる場合じゃない！　緊きん急きゆう離り脱だつだ！　ふんっ！」

　体を極限まで縮めて、巨人母カイデーの胸の間から、するっと脱出した。助かった……

　いや、まだだ。真人の前に、忍者母くノ一子が立ちはだかった。

「待つでござるわ！　真人君が使ったのは、忍法、乳抜ぬけの術でござるな！」

「えー、こんな言い方で恐きよう縮しゆくですけど、あんた何言ってんの!?」

「まさか真人君も忍者だったとは……だったら、私の息子になって、一いつ緒しよに修業するといいでござるわ！　親子で忍者マスターを目指すでござる！」

「とても魅み力りよく的な話ですけど、遠えん慮りよさせてください！　失礼します！」

　真人はダッシュで逃にげようとした。だが「甘いでござる！　忍法、分身の術！」忍者母くノ一子は、ぼわんっと分身して、大勢で真人を取り囲んだ。逃げられない。「あら、楽しそうね」「あたしも交ぜてもらうよ！」「争そう奪だつ戦ね」「ちょ待って!?」さらに真人を狙ねらう母親が増えた！　真人ピンチ！

　でも、そっちは放ほったらかしで。

「皆みなさん、おはようございます。早さつ速そくですが、台本の確認をお願いします」

「はいはーい……あれ？……シラーセさん、今日の試合って……」

「書かれている通りです。時間になりましたので、アナウンスをお願いします」

「んー、じゃあとりあえず……待たせたわね！　今日も盛り上がっていくわよ！」

「これより、三回戦、準決勝の試合を開始します」

「選手入場です！　拍はく手しゆをお願いします！」

　シラーセと女子たちが放送席から呼びかけると、観客たちの歓かん声せいが響ひびき渡わたった。「誰だれか俺を助けて!?」母親たちに追いかけ回されている真人の悲鳴は、あえなくかき消された。

　そして登場門から姿を見せるのは……

　まずは真々子。エプロン姿が似合いすぎるお母さん。いつもにっこりだが、今だけは、いつになく真しん剣けんな表情で、シンプルな弁当箱を手にして入場だ。

　続いて現れたのは、アンドロイド母メカテ。飛行型ビットを周囲に侍はべらせて、真々子と同様に弁当箱を手にして舞台に上がる。

　さらに出てくる。お次は、不ふ審しん母ソレンテだ。銀色の覆ふく面めんローブで正体を隠し切れていると思っている怪あやしい人が、こちらも弁当箱を持って登場。

　最後に姿を見せたのは、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯ。あまりにも真々子に似すぎている、正しよう真しん正しよう銘めい、謎の人。そしてやっぱり弁当箱を手にしている。

　ベスト４に残った母親たち、四人全員が、四人とも弁当箱を携たずさえて、凜りんとした態度で舞台に並んだ。

　いきなりの勢せい揃ぞろいに、観客たちも、放送席の女子たちも困こん惑わくを隠せない。「頼たのむ！　誰か……！」「真人うるさい」「ちょっと静かにしていてください」母親たちから逃げ惑まどう真人は、引き続き放置で。

「えっと……ねえシラーセさん。これって、どういうことなの？」

「三回戦は、バトルロワイヤル方式で行われます。四名同時に試合を行い、勝ち残った二名が決勝へ進みます」

「あまりに唐とう突とつですけど……ああ、もしかして……対戦相手をシャッフルすることにより、トーナメント方式に必ずある、くじ運による優位性を、ここでリセットする、ということでしょうか」

「さすがメディさん。聡そう明めいですね。おっしゃる通りです」

「じゃあ、ママさんたちが持っているお弁当箱は、どういうことでしょうか！　自分、わからないので、お知らーせしてください！」

「三回戦の試合内容は、あらかじめ【お弁当作り】を指定させていただきました。配付されたお弁当箱に、お母さん特製の料理を詰めて、その出で来き栄ばえで競きそうことになります。制限時間は三十分。時間内に完成できなかった場合は失格となります」

「となると、料理をする速さが重要になってくるわけね」

「残念ながら、単純に速ければいいというものではありません。……台所は、母親たちの戦場。そこでは常に、様々な事態が発生して、母親たちの頭を悩なやませます。さて何が起きるのか……それは、試合に参加されている方にお任せいたします」

「つまり、対戦相手に妨ぼう害がい工作を仕し掛かけてもいい、ということですね。とても素す敵てきです」

　うっとりしている腹黒い美少女癒ゆ術じゆつ師しのことは、見ないようにして。

　舞台上では、床ゆかに巨きよ大だいな魔ま法ほう円が浮うかび上がり、四つのキッチンスペースが召しよう喚かんされて設置された。キッチンには調理器具と調味料が完備。同時に、肉や魚や野菜など、大量の食材が山積みされている台も出現した。

　選手たちが移動を開始する。

　真々子がキッチンＡ。向かいのキッチンＢに不審母ソレンテ。

　真々子の隣となりのキッチンＣに謎の母ＨＡＨＡＫＯ。キッチンＤにアンドロイド母メカテ。

　諸もろ々もろの準備が完かん了りようしたところで、いざ。

「それでは、試合を……」

「ちょ待って!?　なんか子供まで面おも白しろがって、俺を追いかけてくるんだけど!?　誰か、お願いだから、俺を助けて!?」

「キッズスペースの真人君は、少し黙だまってください。そういう妨害は歓かん迎げいできません。試合の邪じや魔まです」

「言い方が冷たい!?」

「それでは、試合を始めます。用意……お母さん」

　試合開始だ。放送席に置かれている三十分タイマーもスイッチオン。

　開始早々、意い欲よくを滾たぎらせる真々子が、不審母ソレンテに弁当箱を突つきつけた。

「ソレンテさん！　勝負よ！」どどーん！

「うえええ～!?　いいいいきなりロックオンされちゃった～!?」

「そっ、そんな!?　まさか私たちの正体に気付いて!?」

　不審母ソレンテの中身が、激しく動どう揺ようしているようだが、「まずは調味料のチェックからね！」真々子は料理に集中している。

「と、とりあえずは～、大丈夫みたいだね～。ふぅ～」

「そのようね。……なら、今のうちに仕掛けましょう」

「だね～。効果があるかどうか～、ちょっと心配だけど～、とりあえず私のスキルを使ってみるよ～」

「おい、そこの不審な人！　不審な発言が聞こえたぞ！　そうはさせないぞ！」

「妨害工作は認められてるよ～。キッズスペースの真人君は～、近くで見たいなら見てていいけど～、ちょっと静かにしていてね～。お願いだよ～」

「不審な人の方が、言い方が優やさしい！」

「それじゃ～……え～い」

　覆面ローブの中の人が、能力低下スキルを発動させてしまったようだ。

　しかし真々子の動きは全く衰おとろえない。素早い動きで調味料チェックを続けている。

「んも～！　やっぱり効果がないよ～！」

「よしよし！　母さんは、異常状態を完全防ぼう御ぎよするから、全くの無意味だ！……でも、他ほかの二人は……あれ？」

　真人は思わず立ち止まり、追い付いてきた子供たちに捕つかまりながら、目にする。

　キッチンＣにいる謎の母ＨＡＨＡＫＯも、動きに乱れがない。能力低下スキルの影えい響きようを受けていないようだ。

「（おい、マジかよ……そんなところまで、母さんと一緒なのか……？）」

　さらに謎の母ＨＡＨＡＫＯは、真々子と全く同じ動きをしている。

　真々子が醬しよう油ゆを手に取ったら、謎の母ＨＡＨＡＫＯも醬油を手にする。サラダ油を手にしたら、同じように手にする。動作を完全にコピーしているようで……

　と、その時。

「警告、警告。自じ爆ばくプログラムが起動しました。この体は間もなく自爆します。周辺にいる方は、ご注意ください」

　アンドロイド母メカテが、機械的に切せつ迫ぱくした声を上げた。

「モード。アクロクリンネス！」

　飛行型ビットを背中に装着して、高所を掃そう除じするための飛行形態となり、科学的な光を放つ翼つばさをはためかせて緊きん急きゆう発進。

　キッチンＤから一気に上空へ飛び上がり、科学的な火花をまき散らしながら爆ばく発はつした。

　そして、全身から煙けむりを噴ふき出しながら、真人のところへ落ちてくる。「マジで!?……うがっ!?」真人は、とっさに受け止めた。腕うでが折れた気がする。でも折れてない。

「メ、メカテさん!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?　いや大丈夫じゃなさそうですけど！……どうして急に自爆なんて！」

「私は、機能が著いちじるしく低下した場合には自爆するよう、設定されています。これは私が戦せん闘とう兵器だった頃ころの名残なごり……敵の手に落ちて利用されることを防ぐための措そ置ちです」

「くっ！　能力低下スキルのせいで発動したのか！……そんな危険なもの、どうして解除しなかったんですか！」

「解除することは可能でした。……ですが……」

　アンドロイド母メカテは、破損した首をひねって、周囲に目を向ける。

　周りには、瞳ひとみをキラキラさせた子供たちがいる。「しゅごかった！」「きれいだった！」「もう一回やって！」アンドロイドお母さんの自爆花火に感動しているらしい。

「子供たちが笑ってくれるのなら、自爆も悪くない……そう判断した結果です」

「体を張って笑いを取るのは、芸人だけでいいんです！　母親は自重してください！」

　真人の訴うつたえをよそに、アンドロイド母メカテは満足そうに微笑ほほえんで、そっと目を閉じるのだった。







　開始早々、一名自爆という事態に際して。

　放送席では協議が行われている。

「いきなり派手なことになってたけど……ねえシラーセさん。あの自爆も、トラブルってことでいいの？」

「料理中に自爆する……アンドロイドの母親たちの間では、割りとよくあることですね」

「い、いえ。そんなわけないと思うのですが……」

「でも、アンドロイドのお客さんたちが、すごく頷うなずいています！」

　ポータが言う通り、観客席にいる機械系の女性たちが、しきりに頷いている。「子供が喜びます」「つい、やってしまいます」アンドロイドあるある、らしい。

　担たん架かで運ばれて行くアンドロイド母メカテを見送って、試合続行だ。

　キッチンＣの、謎の母ＨＡＨＡＫＯは、真々子の動作を完全にトレースして、黙もく々もくと作業を進めている。

　キッチンＡとＢの両者、真々子と不審母ソレンテは、対たい抗こう意識を燃やしてバチバチしている。

「絶対に負けないわ！　だって私は、マー君のお母さんだもの！」

「くぅ～っ！　こうなったら～、もうやるしかないよ～！」

「いいでしょう！　もう手段は選ばないわ！　どんな手を使ってでも勝つ！……ということで！」

　不審母ソレンテは、キッズスペースに飛び降りて、「ふんっ！」「へ？」ぼけーっと突っ立っていた真人を舞ぶ台たい上に放ほうり投げた。

　真人はごろごろ転がって、真々子の足元に到とう着ちやく。

「あらマー君。お母さんと一いつ緒しよにいたくて、来ちゃったのね」

「違ちげーよ！　不ふ可か抗こう力りよくだよ！……おい、ソレンテって人！　いきなり何してくれてんだよ！　どういうつもりだよ！」

「どういうつもりって～……どういうつもり～？」

「簡単なことよ。能力低下スキルでは、大おお好すき真々子の行動を阻そ害がいできない……だから、周囲の人間に足を引っ張らせるの。悪くないアイデアでしょう？」

「なるほど～。真人君に～、足手まといになってもらうんだね～」

「おいっ！　そんな理由かよ！　ふざけんなよ！」

「だったら足あし枷かせは多い方がいいよね～。というわけで～……ワイズちゃんと～、ポータちゃんと～……ちょっと苦手なんだけど～……メディちゃんも～、こっちへおいでよ～！」

　不ふ審しん母ソレンテの呼びかけに対して。

　放送席の判定は。

「馬ば鹿かが馬鹿なこと言ってるみたいだけど……これは却きやつ下かよね、シラーセさん」

「いいえ。認めます」

「え？　認めるのですか？」

「子供がお手伝いを申し出てきて、嬉うれしいものの、料理が捗はかどらない。よくあることです。これも一種の、料理中のトラブルですよ。母親として乗り越こえていただきましょう」

　あっさり許可して。

　シラーセは、マイクを手でカバーして、ワイズたちに小声で伝える。

「真々子さんとの直接対決ですので、相手が強きよう硬こう手段に出る可能性もあります。この提案を利用して、対抗戦力を集中させましょう。もしもの時は、臨機応変にお願いします」

「なーる。そういうことね」

「相手の出方次第では、戦闘も已やむ無し、ということで」

「じ、自分、全力でサポートします！　アイテムはお任せください！」

「よっし！　それじゃ、行くわよ！」

　ワイズたちが放送席から飛び出した。

　観客たちは、子供たちの参戦を歓迎しているようだ。「お手伝い、頑がん張ばれよ！」「足手まとえ！」「初めて聞く命令形なんだけど!?」とにかく満まん場じよう一いつ致ちで認められた。

　真々子のところに仲間が全員集結して。

　ＶＳ不審母ソレンテ。いざ勝負。

「マー君とみんなが手伝ってくれるなら、百人力よ！　一緒に頑張りましょうね！」

「言っておくけど、俺は、絶対に、足手まといにはならないからな！」

「真人は足手まといかもだけど、あたしは力になるから！」

「真人君とワイズさんは足手まといかもしれませんが、私こそは力になります！」

「「むしろメディは控ひかえ目に！」」

「え、えっと、自分も頑張ります！　お手伝いします！」

「みんな頑張るつもりみたいだけど～、どうかな～？……ちゃんと足手まといしてくれるように～、全力で～、スキルを重ね掛がけしちゃうよ～。え～い」

　の～んびりした掛け声と共に、不審母ソレンテはゆっくりと両手を上げた。

　最大級の能力低下効果が襲おそい掛かる。やはり真々子には効果がなかったが、「くっ！」真人の能力が著しく低下した。「ああもうっ！」ワイズも能力が極きよく端たんに低下した。「やってくれますね！」メディも悲ひ惨さんなほど能力が低下した。

　さらに、ポータも能力が低下した。

「わわっ!?　アイテム作成と鑑かん定ていスキルの成功率が、すごく下がっちゃいました！」

「なんだって!?　ポータは非戦闘職で、本当なら影響はないはずなのに！」

「んふふ～。最強デバフの威い力りよくを思い知ったか～」

「これで足手まといが四人……だけど、相手は大好真々子だから……」

「念には念を入れて～、対母親用の超ちよう必殺魔ま法ほうもお見み舞まいしちゃうよ～！　せ～のっ！」




「「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……母封印シジーロ・マドレ！」」




　不審母ソレンテの中の二人が、声を揃そろえて唱えた。魔法の標的は真々子だ。

「対母親用の魔法だと!?　一体どんな……いや、どんな効果があったとしても、母さんには無効だから関係ない……！」

　だがその時、ぽわんっと、真々子が煙に包まれた。

「ん？」

　真人が反射的に視線を向けると、そこには。

　ものすごく真しん剣けんに身構えている、ちっちゃい真々子がいる。

　全ぜん般ぱん的に、ちっちゃい。縮小ではなく幼児化だ。年ねん齢れいは五歳くらいだろうか。真々子のまま、背せ丈たけは低くなり、顔つきが幼くなっている。服も子供用サイズ。

「んー……ん？」

　真人は、二度見して、仲間たちと顔を見合わせて、三度見してみるが、やっぱり。

　そこにいるのは幼いお母さん。

　真々子が唐とう突とつに幼児化して、ようじょ真々子になった！

「んー……ちょおおおっ!?　なんじゃこりゃあああああっ!?」

　真人は鼻水垂らしながら驚おどろいている。「ちょっ、どゆこと!?」ワイズも馬鹿みたいに口を開けて驚いている。「え？　え？　え？」メディは目をぱちくり。「ちっちゃいママさん、可愛かわいいです！」ポータはちょっと喜んでいる。

　不審母ソレンテは盛大に歓かん喜きしている。

「やった～！　大成功だよ～！」

「母親でなくしてしまえば、母親の力を殺そぐことができるはず……そんな思い付きから、鍛たん錬れんを重ねて、やっとの思いで編み出した必殺魔法よ。大好真々子といえども、これには抗あらがえなかったようね」

　四天王が二人がかりで放った魔法に、装備品の防ぼう御ぎよ効果が競せり負けたのだ。

「ちょ、ちょっと待てよ！　これはないだろ！　これ反則だろ！」

「お母さんは～、どんなトラブルも乗り越えて料理しちゃうんでしょ～？　そういう試合のはずだけどな～」

「そ、それは……」

　放送席に目を向けると、シラーセは黙もくしたまま、唇くちびるを嚙かんでいる。不審母ソレンテの言い分は、尤もつともで、認めざるを得ないようだ。

「はい決まりだね～。じゃあ勝負だよ～。……でも真々子さんに料理は無理かもね～」

「変わったのは姿だけではないわ。母親を封ふうじる魔法によって、大好真々子は頭の中まで子供になっているのよ、なんて、いちいち説明しないけど。くっくっく」

「なっ、なんだって!?」

　真々子は、頭の中まで子供に……！

「マーくん、しあいにしゅーちゅーしましょうね！　だいじょーぶよ！　おかーさんがいっしょだから、あんしんしてね！」

「おい。中身はいつも通りだぞ」

「「え？……なんで!?」」

　たとえ姿を変えられても、母親の自覚は微み塵じんも揺ゆるがない。安心して試合続行だ。







　既すでに試合は開始されている。制限時間があり、残りは二十分ほど。

　急がなければならないが、慎しん重ちように行動する必要がある。

「……母さん、聞いてくれ。ソレンテの正体についてだけどさ」

「わかっているわ。アマンテちゃんと、ソレラさんね」

「気付いてたか。まあそうだよな。普ふ通つうは気付くよな」

「アマンテちゃんと、ソレラさんは、おかーさんのふりをして、おかーさんのたいかいにさんかしているのよね……それって、つまり……」

「ああそうだ！　つまり、大会を襲しゆう撃げきするために……！」

「おかーさんについて、おべんきょうしたいのよね！　あんなにおかーさんたちをきらっていたふたりが、おかーさんにきょうみをもってくれるなんて、すてきだわ！」

「そこは激しく誤解しているわけか……だから手出ししなかったのか……」

　相手の中にある善性、そして母性を信じて疑わない。それが真々子。

　というか、ようじょ真々子だ。「話が聞き取りづらいわぁ……」五歳程度になってしまっているので、その辺は我が慢まんするしかなくて。

　果てしなく広がる海のように懐ふところが深い、ようじょ真々子だが、その母なる大海が常に穏おだやかとは限らない。

「でもね、こーしてたたかうことになったいじょう、てかげんはしないわ！」

「おおっ！　真々子さん、めちゃめちゃ燃えてるじゃん！」

「もちろんよ！　だって、だって……マーくんのシャツを、すてきにおせんたくされちゃって、くやしかったもの！」ぷっくー！

「ママさんが、ほっぺたを膨ふくらませて、ぷんぷんです！」

「やきもちエネルギーが上じよう昇しようしているようですね……」

「そういうの、もうやめてほしいんだけど！」

「おかーさんは、マーくんのことでまけるわけにはいかないの！　だって、マーくんのおかーさんは、おかーさんだもの！……だからおかーさんは、マーくんがよろこんでくれるおべんとーをつくって、マーくんにとっていちばんのおかーさんになるの！　だからね、マーくん！」

「はいはいわかったよ！　とにかく、やる気があるなら、それでいいから！　いくぞ！」

　突とつ然ぜんの出来事に沈ちん黙もくしていた会場は、再び活気を取り戻もどしている。

　試合が動き始めた。不審母ソレンテは、一足先に食材置き場に向かって、使用する材料を調達している。

　もう一人の対戦相手である、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯは、動きが止まっているようだ。

　真々子の周囲には、真人たちがいる。しかし謎の母ＨＡＨＡＫＯの周囲には、誰だれもいない。模も倣ほうできない状じよう況きように直面して、酷ひどく戸と惑まどっているようだが……

「（っと、眺ながめてる場合じゃないよな！　やるべきことをやらないと！）」

　どうにも気になってしまうが、今は試合優先で。

　と、そこでいきなり。




　トラブル発生！




「あら？　ねえマーくん、たいへんよ！　キッチンがすごくおーきいわ！」

「キッチンが大きいわけじゃなくて、母さんが小さくなってるんだよ！　いい加減に気付けよな！」

「こんな時は……真人！　今こそ、踏ふまれたい台の出番よ！」

「小さい子に踏まれたい願望がある、真人君の出番ですね」

「君たちは何を言っているのかな僕にはそんな願望はないよ誤解だよあと小さい子でも相手が母親だと思うと無理だよ幸せになれない」

「あ、踏み台がありました！　これを使ってください！」

　仲間と連携してトラブル解決だ。

　ようじょ真々子がちゃんと料理できるようになった。

「それじゃ、おかーさんがりょーりたんとうで、マーくんとみんなは、たべたいものをはこんできてくれるかしら」

「真々子さんだけでは大変でしょうから、私も、お料理のお手伝いを……」

「させないわよっ！　ポータも手を貸してっ！」ディフェンス！

「は、はい！　自分もメディさんを抑おさえます！」ディフェンス！

「メディが料理をすると、物体Ｘが出来上がるからな！　そっちは任せたぞ！」

　自発的トラブルの阻そ止しをワイズとポータに託たくして、真人は食材置き場へ走る。

　そこには、順調に食材を集めている不ふ審しん母ソレンテがいる。真人は隣となりに並んだ。

「もう思い切って聞くけどさ……お前たち、四天王の二人だろ」

「えええ～!?　なななっ、なんのことかな～!?　よくわからないな～!?」

「あれだけ固有スキルを使っておいて、まだ隠かくすのかよ。無茶言いすぎだろ」

「ななな何を言っているのかな～!?　隠すとか～、そういうことじゃなくて～……！」

「仮に正体を明かしたとして、普通の戦せん闘とうになった場合を考えると……もちろん、私たちが負けるとは言わないけれど……大好真々子の滅め茶ちや苦く茶ちやな力によって、私たちが散々な目に遭あう恐おそれがあるわ。だからこのまま、試合として戦う方が安心なのよ……なんて、いちいち言わないけれど」

　覆ふく面めんローブの中の、下の方の人が、本心をボソッと説明してくれた。

　もう正体はバレバレだが、それでも隠すというなら、それでもいいだろう。

「（下手に暴れられて、大会を滅茶苦茶にされるよりは……このままの方がマシか）」

　それなら、それで。

「わかった。じゃあそっちは、ソレンテさんってことで、試合で勝ってやるからな！……こっちも食材確保だ！　弁当といえば、やっぱり、卵焼き！」

　真人は、食材置き場に積まれている卵に手を伸のばす。一つゲット……

　いや、卵を持ち上げられない。

「あれ？　この卵、あり得ないほど重い……あ、そうか！　能力低下スキルのせいか！」

　真人の筋力は極端に低下している。「じゃあね～、お先に～」宣言通りに、真人を足手まといにして、不審母ソレンテは食材集めを終えて去っていく。

「俺の装備だって、五十パーセントくらいの確率で異常状態を防げるはずなのに、いつも安定して防げない！……くっそー！　このままやるしかないか！」

　真人は、馬ば鹿かみたいに重く感じる卵一個を両手で提さげて、必死の形相で移動開始。「んぎぎぎぎっ！」顔にも腕うでにも青筋を浮うかべて、ぷるぷる震ふるえながら。

　やっとの思いで、ようじょ真々子のところへ戻ると。




　トラブル発生中だ！




「ああ、マーくん！　たいへんなの！」

「こっちも大変すぎるんだけど、なんだよ！　どうかしたのか！」

「これをみて！」

　ようじょ真々子は、菜さい箸ばしを手にしているのだが。

　菜箸を縦にすると、へなっと曲がってしまう。これじゃ何もつまめない。卵をかき混ぜることさえできない。

「おい、なんだよこれ！　どういうことだよ！」

　わからない。全く想像がつかない。

　なので「これは、どういうことなんだよっ！」ちょっとオーバーリアクション気味に叫さけんで、真向かいのキッチンＢに顔を向けてみた。

　そちらでは、不審母ソレンテがせっせと料理を進めていて。

「くっくっく。能力低下スキルの効果が物質にも及およぶようになったのよ、なんて……」

「いちいち説明しなくていいから～、さっさと玉ネギの皮をむいてよ～」

　知りたいことを説明してくれた。本当に助かる敵だ。

　そういうことらしい。

「くそっ！　次から次へと！……とにかく、なんとかしないと！」

「でも、どーしたらいいのかしら……」

　菜箸だけではない。包丁は、刃はの部分が丸くなって切断力が低下。おたまは穴だらけ。他ほかの調理器具も軒のき並なみ使い物にならない。ようじょ真々子と真人は困り果てて、顔を見合わせるばかりで……

　その時だった。

「大だい丈じよう夫ぶです！　自分がいます！」

　ワイズと一いつ緒しよにメディを抑え込んでいたポータが、元気よく声を上げて駆かけ付けた。

「ポータ……そうか！　アイテムクリエイションで、調理器具を新しく作ればいける！……あ、でも、今はスキルの成功率が下げられているから、作成できないかも……」

「大丈夫です！　できます！」

「……やれるのか？」

「やります！……自分は、子こ守もり係に選ばれちゃって……自分には絶対にできないと思ってましたけど、でも頑がん張ばったら、なんとかできました！　それと同じです！　一いつ生しよう懸けん命めいやれば、きっとできます！」

　訴うつたえてくる瞳ひとみは純じゆん粋すいに輝かがやいている。可能性を信じ、挑いどむ決意に満ち溢あふれている。

　そんなポータを信じたい。

「わかった。頼たのんだぞ」

「はい！　お任せください！」

　ポータはショルダーバッグの口を開けて、木の棒や鉄の板などを取り出した。

　素材をどっさり抱かかえて、スキル発動！

「いい物できるかな？　いい物できるよ！　いい物……できたー！」

　ポータの腕の中で光が弾はじけて、眩まぶしさが収まると。

　菜箸や包丁、フライパンに鍋なべなど、お弁当作りに必要な調理器具が作成されている。しかも、ようじょ真々子が使いやすいサイズだ。抜ぬかりない。

「おおっ、大成功だ！　やったな！」

「はい！　やりました！……ママさん、どうぞ！　美お味いしいお弁当を作ってください！」

「とってもたすかるわ！　ポータちゃん、ありがとう！」

　調理器具を受け取って、ようじょ真々子はお弁当作りだ。

　一方、キッチンＢでは、不審母ソレンテが地じ団だん駄だを踏んでいる。

「んも～！　真々子さんが料理を始めちゃったよ～！　悔くやしい～！」

「見たか！　これが仲間の力、俺たちの力だ！」

　ポータの成果なので、真人が自じ慢まんげに言うことではないのだが、それはそれとして。

　真々子は、卵を溶といて、フライパンをコンロに置き、卵焼きを作り始める……




　そこでまたトラブル発生！




「あら？　どーしちゃったのかしら。コンロのひがつかないわ」カチカチッ

「おいおい！　コンロの能力も低下してるのかよ！」

　このままでは卵焼きが焼けない。他の料理も作れない。……これは困った……

　なんて、心配無用。真人には考えがある。

「フッ。突然のトラブルだが、問題ない。なぜなら……俺たちの仲間には、超ちよう絶ぜつガス屋がいるからな！　そうだろ、ワイズ！」

「誰がガス屋よ！　せめて火か炎えん職人とかにしなさいよ！　まったくもう！」

　ぶちぶち文句を言いながらも、ワイズが颯さつ爽そうと駆け付けた。

　魔ま法ほう書を出現させて、コンロに向けて手をかざす。

「あたしの魔法で火を起こせばいいのよね……ぶっちゃけ、かなり難しいんだけど……」

「難しいって……まさか、お前……何もされていないのに、当たり前のように魔法を封ふうじられているのか!?　どこまでも残念なのか!?」

「そんなわけないでしょっ！　そうじゃなくて、あたしも能力を低下させられてるから、上う手まく魔法を使えないかもしれないのよ！」

「そういうことなら納なつ得とくだけど……でも、やり遂とげるんだろ？　超絶賢けん者じやだもんな」

　からかい気味に、コツンと、肩かたを小こ突づいてやると。

　ワイズは、生意気に笑って、真人の脛すねをコツンと蹴けり返してきた。

「ふふん。当然よ。やってやるから見てなさい。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……火炎フオーコ・フイアーマ！　さらに！　火炎フオーコ・フイアーマ！」

　ワイズの連続魔が発動した。コンロの中で、膨ぼう大だいな熱量を持つ炎ほのおが舞まい踊おどる……

　と言いたいところだが、実際は、マッチ一本分くらいの火がポッと灯ともっただけだ。

「ちょっ、マジで!?　あたし全力なんだけど!?」

「ワイズであることを差し引いても、やっぱり能力の低下はどうしようもないか……」

「言い方がなんかムカつくんだけど！　でもちょい待ち！　まだ終わってない！　今のあたしなら……母親の力で、限界を超こえられそうな気がする！」

「母親の力で、限界を超える……？」

　ワイズは、そっと目を閉じて、集中する。

「この世界の母親ってさ、滅茶苦茶な力を発揮できるじゃん？　でさ、あたしは子守り係をやって、母親にちょっとだけ近付いた気がするのよ……だからあたしも、ちょっとくらいなら、すごいことができそうな気がするわけよ！」

「お前……そんな適当なことを……」

「適当かどうか、その目で確かめてみなさいよ！　いくわよ！……くぬぬぬっ……能力低下のデバフなんて……子守りに比べたら、なんぼのもんじゃあああいっ！」

　それは、十五歳の少女にとっては、あまりに過か酷こくな体験だった。

　だがその中で、確かに感じた、子供に触ふれた瞬しゆん間かんのときめきが、悪質なスキルを押し返す力を与あたえる。

　コンロの中に灯されていた小さな火が、輪になって燃え広がり、強火になった！

「おおっ！　本当にやりやがった！　ワイズ、お前すごいじゃんか！」

「ふふん！　できて当然！　だって、あたし、超絶賢者だし！」

「ひがついたのね。たすかるわ。じゃあワイズちゃん、しばらくそのままでいてね」

　フライパンを火にかけて、油をひいて、溶き卵を流し込む。じゅわっと焼ける音が、もうすでに美味しそうだから困る。

　観客たちはうっとりして、ようじょ真々子の料理に見入っているようだ。あちこちで、お腹なかの虫がぐーぐー騒さわいでいるようで。

　不満そうな様子で騒ぎ立てているのは、不ふ審しん母ソレンテの中の人の、下の方。

「使えないコンロの代わりに、魔法の火で料理をするなんて……やってくれるわね！」

「どうだどうだ！　見たか！　これが俺たちの力だ！　はっはっは！」

　覆面ローブに隠かくされていて、表情は見えないが、相手はかなり悔しがっているようだ。

　真人はいい気分で、次の料理の準備に取り掛かかる。お次は何がいいだろうか。

「弁当のメニュー……よし！　アスパラベーコン巻きを作ってもらおう！」

　これも定番。野菜と肉が一緒に取れる、健康的で美味しい一品だ。真人は食材置き場に駆け寄って、まずはアスパラガスを調達したかったのだが……




　ここでトラブル発生！




　用意されているそれは、完全に萎しおれている。むしろ枯かれている。

「おい、噓うそだろ!?　なんで……あ、これもソレラのスキルのせいか！」

　食材にとって重要なステータス、すなわち鮮せん度どが低下させられたのだ。

　食材は全ぜん滅めつしている。野菜は、枯れ葉のように乾かん燥そうしていたり、茶色く変色して崩くずれ落ちていたり。肉や魚も腐ふ敗はい臭しゆうを放っていて、食用に適さないどころか、目も当てられない有り様だ。

「（これじゃ、どんな料理もできないぞ……くっ、どうする……！）」

　買い出しに行って補ほ充じゆうする。とっさに思い付いたのはそれだが。

　その時。

「どうやら私の出番のようですね」

　メディが静々と歩み寄ってきた。

「いいところに来てくれた！　それじゃメディ、転送魔法で……！」

「いいえ、買いに行く必要はありませんよ。ここにある食材を使いましょう。……類たぐい稀まれなる癒ゆ術じゆつ師しである私が、回復魔法で蘇よみがえらせます」

「回復魔法で蘇らせるって……そんなこと、できるのか？　相手は食材だぞ？」

　この世界で使われている回復魔法は、ＲＰＧにおける定番の魔法であり、ダメージを受けた際に回復させたり、異常状態を治ち療りようするためにあるものだ。

　対象となるのは、キャラクターに限られ、物品に対しては効果がないのだが……

　メディは、間ま違ちがいのない美少女の顔で微笑ほほえんで、死滅してしまった食材たちに向けて杖つえをかざす。

「ポータちゃんとワイズさんだけではありません。私も、子守りを通じて、僅わずかではありますけど、それに触れました」

「それって……？」

「それは、未熟な私が語っていいものではないのでしょうけど……それでも言わせていただくとしたら……母親という存在の神秘、あるいは、奇き跡せきを生み出す力、とでも言いましょうか」

「奇跡を生み出す力……」

「私は確かに触れたのです。ですから私も、ささやかな奇跡の一つや二つ、起こしてご覧に入れます！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……蘇生リアニマート！」

　掲かかげられた杖の先から、命の光が放たれ、ぐったりと横たわる食材たちに降り注いで。

　効果がないはずの魔法が、蘇らせる。萎れた野菜に瑞みず々みずしさを。腐くさり落ちた肉や魚を元通りに。食材たちは瞬またたく間に新鮮さを取り戻もどした。

「おおっ！　メディ、やったな！」

「はい！　少し火力が上がっただけのワイズさんより、確実な成果です！」

「そういう意地悪なこと言わなきゃいいんだけど、でもお見事！　素す晴ばらしい！……じゃあ俺は、母さんに食材を届けるから！」

　真人は、能力低下のせいでずっしり重いアスパラガスとベーコンを提さげて、ようじょ真々子のところへ急いで戻る。

　その途と中ちゆう、不審母ソレンテの様子をチラッと横目で眺ながめた。

「あれ？　なんだか悔しそうな人がいるぞ？　あー、いるいる。いるなー」

「んも～っ！　魔法で食材を蘇生させるなんて～、あり得ないよ～！」

「奇跡を起こすとは、小こ癪しやくな真ま似ねを！」

「ふっふっふ！　これが俺たちの力だよ！　やっほーう！」

　真人はもう、超ちよう気分いい。超最高。楽しくてスキップしちゃって……と、そんな時。




　トラブルが発生！




「あらやだ！　ねえマーくん、ちょっといいかしら！」

「よし来た！　今度は俺の番だ！　みんなだけじゃない、日々成長を続ける勇者の、さらなる進化をここに示そう！」

　真人が全力のやる気充じゆう分ぶんで駆かけ付けると。

　ようじょ真々子は、出来立ての卵焼き一切れを箸はしで持ちながら、まな板の上に置いた弁当箱と睨にらめっこしている。

「さあ母さん！　何があった！　俺が解決するから、なんでも言ってくれ！」

「じつはね、ちょっとこまったことになっていて……」

　ようじょ真々子は、弁当箱の隅すみに、卵焼きを置いた。

　すると卵焼きが、ぽんっと不可解に弾はじかれて、弁当箱の外に飛び出してしまった。

「こんなふうにね、なんどいれても、すぐにとびでちゃうの。こまったわ」

「ふむふむ。これは……たぶん、アマンテの仕し業わざだろうな。弁当箱に、反射効果を付ふ与よして、何かを入れたら跳はね返されてしまうようにしているんだ。そうに違ちがいない」

　これは大変な事態だ。このままでは弁当が作れず、ようじょ真々子が負けてしまう。

　だが大だい丈じよう夫ぶ。対処するためのアイデアは、すでに真人の頭の中にある。

　真人は、弁当箱の蓋ふたを手にして身構えた。

「よし母さん！　もう一度、卵焼きを弁当箱に詰つめてくれ！」

「でも……」

「大丈夫だ！　俺が何とかする！　息子の力を信じろ！」

「……わかったわ。おかーさんは、マーくんをしんじる」

　親子で視線を交かわして、頷うなずき合って。「いくわよ、マーくん！」ようじょ真々子が弁当箱の中に卵焼きを詰めた。

　すかさず、真人が！

「おおおおっ！　これでどうだっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、弁当箱の蓋を閉じた！　そして押さえ込む！

「よしっ！……くっ！　これは、少々きついな！」

　蓋を突つき上げる卵焼きの力は凄すさまじく、少し気を緩ゆるめたら、体ごと後ろへ弾き飛ばされてしまいそうだ。危ない。とても危険。

　だが、そうはさせない！

「俺を甘く見るなよ！　これが、俺の力だああああっ！　おおおおっ！」

　全力で押さえ込んで、弁当箱の中で飛び跳ねている卵焼きを、絶対に外に出さない！

　真人は今、戦っている！　死し闘とうを繰くり広げている！

　だから、周りに目を向ける余よ裕ゆうなんてない！　いや、余裕があっても見ない！　そっちは見ちゃダメだ！　声も聞いちゃダメ！

「え、えっと……マ、マーくん？　ちょっとおちついて？」おろおろ

「真々子さん。心配なのはわかるけど、そっとしておいてあげて。真人は大丈夫だから。気にしないで、他ほかのおかずを作ってて」

「せめてテンションを上げて、戦いのイメージに酔よわなければ、やっていられないのでしょうね……涙なみだぐましい努力です」

「酔わないと、やっていられない、ですか……真人さん、大人です！」

　対戦相手のことも、気にしちゃダメだ！

「え、えっと～……なんだかちょっと～、可哀かわいそうかも～」

「とても酷ひどいことをしてしまった気分だわ。比類なき力を開花させた仲間たちのように、大おお好すき真人も活かつ躍やくできるように、もっと別の方法で仕し掛かけるべきだった。謝罪するわ」

　聞こえない！　何も聞こえないよ！

　そして、放送席のシラーセがマイクを握にぎった。

「皆みな様さま、どうかお願いします。お弁当箱の蓋を押さえるだけの勇者を、温かく応おう援えんしてあげてください」

「やめて！　今の俺に優やさしくしないで！　やめてえええええええええええええええっ！」

　温かな拍はく手しゆに包まれて、涙が止まらない勇者がいた。







　うずくまって泣きじゃくる真人を放ほったらかしにして。

　舞ぶ台たい上では、試合の判定作業が行われようとしている。

　判定用の台に、ようじょ真々子が作った弁当と、不審母ソレンテが作った弁当、二つが並べて置かれた。どちらもご飯を主食としたもので。

　ようじょ真々子の弁当は、愛情たっぷりのお母さん弁当。卵焼きに、アスパラベーコン巻き。ほうれん草の胡ご麻ま和あえと、プチトマト。

　不審母ソレンテの弁当も、意外とちゃんとしている。こちらも卵焼きを筆頭に、肉野菜炒いため、バターコーン、焼きそば、そしてデザートにミカン。

　どちらも美お味いしそうだ。さて。

「どちらがマーくんのおかーさんにふさわしいか、しょーぶよ！」どーん！

「真々子さんが本気すぎるよ～！」

「息子のことになると、こんなにもアグレッシブになるのね……恐おそろしいわ」

　ちっちゃな指で、不審母ソレンテをビシッと指さして、ようじょ真々子はメラメラ燃えている。幼女炎えん上じよう中！

　あまりの勢いに、周囲に集まっているワイズたちも、ちょっと呆あきれ気味だ。

「ま、真々子さん。ちょっと落ち着いて。二人だけで勝負しちゃダメだってば。もう一人いるんだからさ」

　キッチンＣに目を向けると、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯはまだ料理をしている最中だ。完成まで、あと一歩と言ったところか。

「まだ時間がありますから、このまま待つのでしょうか」

「どうなんでしょうか、シラーセさん！」

　ポータが呼びかけると、放送席のシラーセは考え込む。

「そうですね……選手たちのお弁当が出で揃そろったところで判定するべきでしょうけど……真々子さんとソレンテさんのお二人には、因いん縁ねんがあるようですので……いかがでしょう。まずはお二人の間で決着を付けますか？」

「ええ、そうしましょう！」

「うう～……い、いいよ～！　受けて立つよ～！」

「私たちが、母親に挑いどまれて逃にげるなんて、あり得ないわ！　そういうことよ！」

「双そう方ほうの合意が得られましたね。では決まりということで。……察するに、真々子さんとソレンテさんは、どちらが真人君の母親に相応ふさわしいか、という点で争われているようですので……」

「ちょっと待って～!?　そこにこだわってるのは真々子さんだけだよ～!?」

「私たちは大好真人の母親になりたいわけではないわよ!?　単に勝ちたいだけよ!?」

「お二人の勝負については、真人君に判定をしていただくのが良いかと思われます。お二人が作られたお弁当を、真人君が食べて、どちらが母親によるものか判断する、という判定方法でいかがでしょうか」

　その提案に、ようじょ真々子が頷き、不ふ審しん母ソレンテも一応頷いて、観客たちからも賛同を示す拍手が上がった。はい決定。

　さあ真人の出番だ。「ぐすっ……え、何？」「ほら真人」ワイズに引っ張られて立たされて、「準備をしましょう」メディが用意した椅い子すに座らされて、「自分もお手伝いします！」ポータに目め隠かくしをしてもらって。

　真人の実食。

「えっ、ちょっ……マジで!?　本気で俺がやるのか!?　まだ心の傷が……！」

「グダグダ言ってないで、ほら、口開けなさいよ。まずは一つ目よ」

「いや、待っ……もぐっ!?」

　真人の口の中に入れられたのは……ふわっとして、柔やわらかな歯は触ざわりの……卵焼きだ。

「（お。普ふ通つうに美う味まいな。味も、焼き加減も、ちゃんとしてる。……でも……）」

　いや、まだだ。判断するのは、もう一方を食べてから。

「それでは真人君、次をお召めし上がりください。どうぞ」

「わかった。……あーん……」

　口に入れてもらって、嚙かむ。歯は応ごたえは、最初のものと似ている。これも卵焼きで……

　舌が触ふれた瞬しゆん間かんに、わかってしまった。

「（あー、はい……これだな）」

　それは、母親自身よりも、むしろ子供こそ知っているスキルによって生み出された味。

　特とく殊しゆなものではない、母親なら誰だれもが有しているスキル【母の味】の味だから。

　素す直なおに、美味しいのだ。

「……ふぅ」

　真人は卵焼きを飲み込んで、目隠しを外して。

　祈いのるように両手を組んで見つめてくる、ようじょ真々子へ。

「二つ目の方から【母の味】を感じた。こっちが母さんの料理だ。余裕でわかるっつーの」

　明後日あさつての方向を向きながら、ぶっきらぼうに言ってやると。

「マーくんはやっぱり、わかってくれるのね！　うれしいわ！　ほんとうにうれしい！　こんなにしあわせなこと、ほかにないわ！　ああっ……おかーさん、もう、どーにかなっちゃいそうよ！」

「えっ、ちょっ、母さん!?　おわっ!?」

　いきなり、ようじょ真々子の体が猛もう烈れつな光を発した。通常の【母の光】のレベルではない。限界ＭＡＸを超こえる明るさが放たれて……

　光が収まると、幼女ではない、普段通りの姿になった真々子がそこにいる。

　で、思いっきり抱だき付いてくる。お母さんの大きい胸が、目の前に迫せまってきて、そのまま真人の顔面に、むぬーっと！

「マー君！　ありがとう！　本当にありがとう！」ぎゅむーっ！

「ちょ待っ……むぷぷぷっ!?」

「おー、真々子さんの姿が元に戻もどったじゃん」

「やりました！　悪い魔ま法ほうが解けました！」

「さながら童話のワンシーンのようでしたね」

「王子様が小さなお姫ひめ様さまを助けたら、相手は実の母親でした、なんて、そんな悲劇すぎる童話は嫌いやだよ!?　王子様が泣くよ!?」

　息子王子にとっては悲劇的かもしれないが、ちゃんとハッピーエンドの物語だ。

　真人は、真々子こそが母親であると認めた。親子の揺ゆるぎない絆きずなが示されたことで、会場は感動の嵐あらしに包まれている。「いい話だねぇ」「羨うらやましいわ」キッズスペースにいる母親たちも胸を打たれて、しきりに拍手を送っている。

　真々子と不審母ソレンテの対決は、真々子の勝利。親子の絆が深まり、決勝進出も決まって、めでたしめでたし……

　と、終われればよかったのだけど。

「んも～っ！　冗じよう談だんじゃないよ～！　せっかく子供にしたのに～、母親として料理ができて～、しかも余裕で元の姿に戻っちゃうなんて～、滅め茶ちや苦く茶ちやすぎるよ～！……こうなったら～……アマンテ～、いくよ～！」

「もちろんよ！　くだらない茶番はお終しまいにして、実力行使で片を付けてやるわ！」

　不意に不審母ソレンテが叫さけんで、手を高らかに掲かかげた。

　その手には、闇やみ色いろの宝石が握られている。

「その宝石は……まさか!?」

「んふふ～。そうだよ～。これは～、ＮＰＣを自由に操あやつれちゃうアイテムだよ～」

「選手の母親たちも、観客も、子供に至るまで、全すべての人が私たちの僕しもべとなって、一いつ斉せいに大好真々子へ攻こう撃げきを仕掛けたら……フフフ……さて、どうなるかしらね」

「くっ！　やらせるかよ！」

　真人はとっさに駆かけ寄って、闇色の宝石を奪うばい取ろうとするが、間に合わない。

　闇色の宝石が昏くらい光を放って、人々の意識を侵しん食しよくする……

　その刹せつ那な。




「悪いことをしようとする子は……めっ」




　腰こしに手を当てて、人差し指をぴんと立てて、熱が込められていない声で。

　𠮟しかると同時に、黒く輝かがやく極ごく太ぶとレーザーが放たれた。

　舞台上から、登場門や選手の控ひかえ室しつがある建物の方向へ、「ん～？」「そんなっ!?」射線上にいた不審母ソレンテを飲み込み、漆しつ黒こくの光線が突つき抜ぬける。闇色の宝石も一いつ瞬しゆんで砕くだけ散って……

　𠮟り主しゆ砲ほうの放射が収まると、不審母ソレンテの姿はない。表面をハーフパイプ状にえぐり取られた舞台があるだけ。

「えっと……え？」

　真人は、えぐり取られた舞台を見つめて、緩かん慢まんな脳みそを必死に働かせる。

「（今のは……〝めっ！〟だよな）」

　色は違ちがっていたが、真々子が本気で𠮟った時と同じように放たれたレーザーだった。

　だが放ったのは真々子ではない。真々子は、ずっと真人の隣となりにいた。今もそこにいて、真人と同じように呆ぼう然ぜんとしている。
















　発射地点は、キッチンＣ。そこにいるのは。

「……」

　謎の母ＨＡＨＡＫＯだ。

　どこか暗い、何を考えているのかわからない表情のまま、真人の前にやってきて、弁当箱を差し出してくる。

　弁当箱の中身は、卵焼きに、アスパラベーコン巻き。ほうれん草の胡麻和えと、プチトマト。メニューも、配置も、出で来き栄ばえも、真々子の弁当とそっくりだ。

「え？……えっと……食べろ、ってことですか？」

　謎の母ＨＡＨＡＫＯは頷うなずいている。

　食しよく欲よくをそそる香かおりに誘さそわれて、真人は箸はしを伸のばす。まず卵焼きを一口、食べてみた。

　瞬間的に【母の味】を感じた。

「噓うそだろ……これ、母さんの味だ……なんで……？」

「だって、お母さんだもの。……私は、真人のお母さん」

　嚙みしめるように呟つぶやいて。

　真々子に似たその人は、いかにも母親のような、とても柔らかな笑みを浮うかべた。




















第五章　その気持ちは、今の俺には理解不能だ。……いつか、わかる日が来るのかな。









　準決勝は、一名が自じ爆ばく花火、さらにもう一名（厳密にいえば二名）が失しつ踪そうまたは消しよう滅めつという、荒あれた試合になった。

　しかしながら、【母の味】がする弁当を作り上げたという結果は揺るぎなく、真ま々ま子こと謎の母ＨＡＨＡＫＯが勝者と認められた。

　本来であれば、午後から決勝が行われる予定だったのだが、舞ぶ台たいや建物の修復が必要なため、決勝は翌日に延期されて、現在。

「どこへ行っちゃったのかしらね……」

「どこへ行ったんだろうな……」

　真々子、真まさ人と、さらにポータの三人は、閑かん散さんとした会場内を捜そう索さくしている。

　こんな時こそポータの出番。真人が肩かた車ぐるまして、よく見える目で捜しているのだが。

「ポータ、どうだ？　ソレンテと、ＨＡＨＡＫＯさん、どっちか見つかったか？」

「むむむ……どこにも姿がありません！　この辺りには、いないみたいです！」

「そっか……ソレンテはともかく、ＨＡＨＡＫＯさんとは、どうしても話をしたいんだけどな……」

　敵の消息もさることながら、気になるのはやはり、謎なぞの母ＨＡＨＡＫＯだ。

　姿形に、動作やスキルまで、完かん璧ぺきに近いほど真々子を模も倣ほうしていて……

　何より、真人の母親だと自じ称しようしたこと、その真意について聞かなければならない。

　と。

「たっだいまー！」

「お待たせしました！」

　真人たちの頭上で、転移魔法の光が弾はじけて、ワイズとメディが降下してきた。

　アングル的に、パンツがよく見えるが、見ないことにしてやる。「二人とも、紳しん士し的な俺に感謝しろ」「え？　なんで？」「よくわかりませんが……」薄うす青あおパンツ乙おと女めと白パンツ乙女の秘密は守られた。さておき。

「おつおつ。そっちはどうだった？」

「アマンテとソレラがどうなったのか、一応あちこち捜してみたんだけど、消息不明よ。……あの𠮟りビームで消滅させられたなら、別にそれでいいんだけど……特にアマンテは無む駄だに頑がん丈じようで素早いし、生きていそうな気がするのよね……」

「私はＨＡＨＡＫＯさんを捜してみましたが、見つけられませんでした。試合を終えて、会場からふらっと出ていったきり、こちらも行方ゆくえ知れずです」

「そうか……わかった。ありがとな」

「他ほかのお母さんたちも捜してくれているみたいですけど、どうでしょうか！」

「この調子だと、発見するのは厳しいかもな……とにかく、全員が集まったところで相談しよう。できればシラーセさんも含ふくめて」

「わかったわ。みんなで相談ね」

　ということで……







　風ふ呂ろだ。

「おい、なんで風呂だよ」

　こちらは、天下一母道会が開かい催さいされているミーマの町の、公衆大浴場。

　会場を訪おとずれる様々な種族にご利用いただけるよう、手の平サイズの妖よう精せいにお勧すすめの手て桶おけ風呂から、五メートル級の巨きよ人じんがゆったり入れるプール風呂まで、広大な施し設せつ内に五十を超こえる入浴エリアが設けられている。

　そんな施設の、全種族対応型巨大屋内風呂に、まずは真々子たち。

「ふぅ……いいお湯ね」

「やっぱ広いお風呂がいいわよね！　もう最高！」

「これまでの疲つかれが一気に癒いやされていくようです。極楽です」

「うぅぅ！　こんなに大きなお風呂だと、自分はつい泳ぎたくなっちゃいます！」

　ほんのり赤くなっている真々子の胸島は、あまりにも大きくて丸々としているので、上陸するのが難しそう。メディの胸島も立派なものだ。ポータは年相応という感じで、大事なショルダーバッグを頭に載のせているところが見どころだ。

　なお、ワイズの、湯の中に沈しずんでいて見えない海底火山については、そっとしておいた方がいい。言げん及きゆうすると噴ふん火かする。

　で、さらに。

「こんなに大勢で入るなんて初めてだわ」「あら、そうかい？　うちの村だと、いつもこんな感じで……」「およぐー！」「ちゃぱちゃぱー！」「こらこら、お風呂で泳いじゃダメでござるわよ」「あら、ダメなの？」「人魚さんはいいと思いますけど……」「おさかなスープだ！」「こら！　そういうこと言うんじゃないの！」「はぁ～。気持ち良すぎて分ぶん離りしそうだわ」「さて、それじゃちょっと誘ゆう惑わくしに……」「いってら～」「奥さんはすごい筋肉だヨ！」「い、いえいえ、それほどでも……」「ポータお姉ちゃんのところに行きたい」「あんまり動いちゃダメだよー。波が立っちゃうからねー」「わわっ！　母が流された！」「流れに任せる人生も、悪くないわ」

　エルフ母と獣じゆう人じん母と忍にん者じや母と人魚母と吸きゆう血けつ鬼き母と精せい霊れい母と悪あく魔ま母と天使母と竜りゆう人じん母と武道家母と巨人母と妖精母と、さらにその子供たちも一いつ緒しよに入浴していて、お母さんたちの立派なボディとかそんなことより、なんかもう大おお騒さわぎで。

　そこに真人もいる。周りの肌はだ色いろを見ないように、湯面をじっと見つめている。

「なぜだ……なぜ誰だれも言わない……もう子供じゃない少年が一緒に入っているのに、なぜ誰も言及しないんだ……『キャー！』とかさ、『出ていってー！』とかさ……普ふ通つうあるだろ……なんで余よ裕ゆうで受け入れられてんだよ……」

　理由は簡単だ。なぜなら。

　真人が密ひそかに所有している称しよう号ごう【混浴野や郎ろうレベル３】が、【混浴野郎レベル４】になっている！　この称号があれば、いつでも他よ所そ様さまのお母さんと混浴が可能だ！「……この称号、本気で捨てたい……」なお称号の付け替かえはできない。

　さて。

「母親関係は、諦あきらめが肝かん心じんだ。俺たち恒こう例れい、身も心も包み隠かくさず物を言う、裸はだかの作戦会議を開催ってことで……責任者の方から、一いつ切さい合がつ切さい、ご説明いただけますでしょうか」

「残念ながら、こちらも些さ細さいな情報しか得られていないのですが……可能な限り、お知らーせさせていただきましょう」

　ちょっと根こん性じようが足りなくて、チラッとしか目を向けられないのだが。

　真人たちの前には、シラーセがいる。もちろん一糸まとわぬ姿で……真人のチラ見を確かく認にんした上で、徐じよ々じよに上半身を上げて胸を見せ「沈めといてください！」「ではそのように」平然とからかいながら、真ま面じ目めな話だ。

「それではＨＡＨＡＫＯさんにつきまして。……まず、ＨＡＨＡＫＯという名前は、大会に参加する際に申しん請せいされた名前であり、それが本名かどうか、わかりません」

「わからないって……そういうの、運営で調べられないんですか？」

「テストプレイヤーの方、さらに通常のＮＰＣキャラに関しては、データが保管されていますので、容易に調査できます。しかしＨＡＨＡＫＯさんに関しては、データが存在していないのです」

　それがどういうことか、理解できるか、シラーセは視線で問いかけてくる。

　真人は思案して、聞き返す。

「つまりＨＡＨＡＫＯさんは、プレイヤーでもＮＰＣでもない、ってことですか？」

「その通りです。彼女は、招かれたわけでもなく、プログラマーによって作られたわけでもなく、いつの間にか、この世界に存在していました。……発生状じよう況きようとしては、アマンテという少女が出現した時と似ていますが、そちらは裏が取れていますので、全くの別物であるとお考えください」

「そうですか……って、え？　裏が取れているって……反はん抗こう組織に関する調査に進展があったんですか？」

「おっと。これは余計な発言でした。……その辺りに関しては、また別の機会にお知らーせいたします。少々、込み入った事情がありますので」

　言って、シラーセはそれとなくポータに目を向けた。「えっと……？」ポータは小首を傾かしげている。どうして見られているのか、全くわかっていない様子だ。

　シラーセは真人たちに対して話を続ける。

「現時点では、ＨＡＨＡＫＯさんは、このゲームのメイン・システムが独自に作成したキャラクターである、と考えられています。あくまで推測ですが」

「メイン・システムが、独自に……？」

「勝手に作っちゃったの？　そんなことできるの？」

「メイン・システムは、このゲーム世界を、実際の世界らしく存在させるため、様々な自動処理を行っています。天候操作や、時期に応じた草木の成長など、多た岐きに渡わたる必要作業を自ら考え、速やかに実行できるよう、あらかじめ世界に変へん更こうを加える許可が与あたえられていますので……」

「許可を利用して、新しい存在を作成した……もしそうだとしたら、どうしてそれが、あのＨＡＨＡＫＯさんだったのでしょうか？」

「これが正しい表現なのか、わかりませんが……強しいて言えば〝憧あこがれ〟かもしれません。このゲームは、親子で冒ぼう険けんすることを目的としていて、さらに母親の活かつ躍やくに関する情報が溢あふれていますから。……その最たる方が、どなたか、言うまでもないでしょう」

「ですね。滅め茶ちや苦く茶ちやな人が、ここに一人いますね」

　真人が横目で眺ながめると、「あら、誰のことかしら」真々子は、のほほんと笑っている。メイン・システムがどうとか、難しい話は理解できていない笑え顔がおだ。

　思わずため息が出てしまうけど。

「母さんに関する情報……姿形とスキルをコピーして、ＨＡＨＡＫＯさん、か」

　世界で最も有名で、なおかつ、息子勇者を軽く絶望させるほどの高火力。どんなことでも、限界を超えた能力で解決してしまう、スーパーお母さん。

　若々しいとか、綺き麗れいとか、包容力たっぷりの大きい胸も含めつつ。

　模倣する相手として、真々子以上に適した存在はいないだろう。

　容姿や能力がそっくりなことも、それなら納なつ得とくだ。

「不確定な部分が多い方ではありますが、母親に強い関心を抱いだいている点を考こう慮りよし、調査が必要という点も踏ふまえて、大会への参加を容認しました。……先ほどの試合において、四天王の二人が人々を害するのを防いだ点は、高く評価できます。少なくとも敵ではないと考えていいでしょう」

「ですね。悪い人じゃなさそうですよね。……でも……」

「わかっています。ＨＡＨＡＫＯさんの発言……真人君が息子であるように言った点については、非常に問題があります。なぜなら」

「マー君のお母さんは、お母さんよ！　お母さんがお母さんよ！」

　真々子が勢いよく立ち上がって、力強く宣言した。「ちょっ、座れよ！」真人の目の前に、母親のお尻しりだ。……思わず引っぱたいてやりたくなるが、さすがに手は出せない。

　大会が始まって以来、真人が他の母親たちに誘惑されたりして、真々子がやきもちを焼いて、テンションがおかしなことになっているが……今の状態は、それとは少し違ちがうように思う。どこか必死さが感じられる。

　謎の母ＨＡＨＡＫＯの発言は、本気の一言だった。

　真々子は、実の母親として危機感を覚えているのかもしれない。

「（もしそうなら……今、言うべきかな）」

　ちゃんと言ってやる方がいい。息子として。

　真人は、真々子の腕うでを引っ張って、座らせて、親子として向き合った。

「……なあ母さん。ちょっといいか。聞いてほしいことがある」

「え、ええ。何かしら」

「俺は、あの人が作った弁当を食べた時に、母親を感じたよ」

「マー君!?　そんなこと言わないで!?　マー君のお母さんは……！」

「もちろんわかってるけど……偶ぐう然ぜん会って、膝ひざ枕まくらしてもらった時にも、なんだかそんな気がしてさ……違うとわかっていても、すごく戸と惑まどった。……でもさ」

　絶対的な信しん頼らいを寄せてくれて、底なしの愛情を注いでくれる、この世でたった一人の、その人を、ほんの少しでも見失うなんて。

　本当に申し訳なく思う。息子として情けなく思う。

　この失態を取り返す方法は、ただ一つ。

　当然のことを信じる。




「今こうして、目の前にいる母さんが、俺の母さんだよ」




　真人は、自分の中にある迷いを振ふり払はらって、揺ゆるぎなく言った。

　真々子の見開かれた目に、薄うっすらと涙なみだが浮うかんで……

　次の瞬しゆん間かん、大きな胸が一気に迫せまってきて、むぬぬっと！　真人の顔面に直ちよく撃げきした。柔やわらかくて温かい胸が、容よう赦しやなく押し付けられる！

「っぎゃあああああっ!?　目があああああっ!?」

「そうよ！　お母さんが、お母さんよ！　マー君はちゃんとわかってくれているのね！」

「わかってるから！　だから放せええええっ！」

「ああよかった！　マー君がそう言ってくれて、本当によかったわ！　ＨＡＨＡＫＯさんには、明日の試合で、ちゃんとわかってもらうわ！　お母さん、頑がん張ばっちゃうから！」

「了りよう解かい！　ＯＫ！　それでいいから！　とりあえず放してくれええええっ！」

　裸の母親による生ハグで、真人はＨＰをガリガリ削けずられているが。

　ワイズたちも、各種族の母親たちも、仲良し親子の様子を微笑ほほえましく見守っている。……子供たちは、状況がわからなくて、ぽけーっとしているが、それはそれとして。

　シラーセも満足そうに頷うなずいている。

「ＨＡＨＡＫＯさんについては、まずは自由に行動させて、こちらは観察のみ、というのが当初の予定でしたが……他ほかの方の子供を、自分の子供だと誤認してしまうとなれば、放ほうっておくわけにはいきません。親子関係を重視するこのゲームにおいて、彼女が危険な存在となってしまわないように、真々子さんに導いていただきたいと思います」

「じゃあ、そっちは真々子さんが対応するってことで……もう一つ、忘れちゃいけないことがあるわよね。もしかしたら無事かもしれない、困った連中のこと」

「四天王の二人については、総力を挙げてフルボッコという計画でしたが……著いちじるしい成長を遂とげられた皆みなさんになら、発見次し第だい、撃げき破はということで、お願いできますか？」

　挑ちよう発はつ的な問いかけに対し、ワイズたちは自信に満ちた顔つきで応じる。

「やってやるわよ。馬ば鹿か二人の相手は、あたしたちだけで充じゆう分ぶん。ちょー余裕」

「今なら負ける気がしません。大船に乗ったつもりでいてください」

「ワイズさんとメディさんと、真人さんもいるので、大だい丈じよう夫ぶです！……でも……」

「ポータさん？　どうかしましたか？」

「自分は、四天王さんより、ママさんの試合の方が心配です……ママさんと、ママさんをコピーした人が戦ったら、すっごいことになっちゃいそうで……」

「大丈夫さ！　安心おし！」

　と、豪ごう快かいに言い放ったのは、獣人母ガーコだ。

「試合の方は、あたしたちがちゃんと見守っておくよ！　何が起きても、母親の力で解決さ！……そうだろ、インビさん！」

「そうねぇ……真々子さんには後おくれを取ったけど、私たちもすごいのよって、見せつけるチャンスだから……試合の安全は、悪あく魔まの私が保証してあげちゃうわ」

「それじゃ、エルフの保証もお付けしようかしら。母なる森の加護も添そえて」

　エルフ母シャリーレに続いて、他の母親たちも太たい鼓こ判ばんを押す。「人魚も保証するわ！」「竜りゆう人じんも保証するネ！」「じゃあ天使も！」「なら精せい霊れいも！」「吸きゆう血けつ鬼きもよ！」「妖よう精せい保証も添えて」「巨きよ人じんもいるよー！」「で、では、武道家も……」「さらに忍にん者じや保証もお付けするでござるわ！」加えて、アンドロイド保証も期待できそう。

「どうだい！　これだけの保証がついて、今ならなんと、お値段は据すえ置きだよ！　買うなら今しかないよ！　さあシラーセさん！」

「テレビショッピングをしているわけではないのですが、嫌きらいではありませんよ。皆さんのお気持ちも、有あり難がたく頂ちよう戴だいしましょう。どうぞよろしくお願いします」

　ＨＡＨＡＫＯとの直接対決は真々子。備えは各種族の母親が担当。四天王にはワイズたちが当たる。ということで。

「明日の試合、みんなで力を合わせて、頑張りましょう！」

「「「「おーっ！」」」」

　明日は決戦だ。闘とう魂こん注入。真々子が呼びかけると、女子も、お母さんも、状況がわかっていない子供たちも、みんなで一いつ斉せいに立ち上がり、威い勢せいよく拳こぶしを突つき上げた！

　ただし一名を除く。「おや、真人君。ノリが悪いですね」「俺のことは放っておいてください！」女子とお母さん肉林の中で、立ち上がれない真人がいた。







　翌日。天下一母道会、決勝。

　こんな日に限って、生あい憎にくの曇くもり空だ。不ふ吉きつな曇どん天てんが上から伸のし掛かかってくる。

　せめてもの救いは、会場の盛り上がり。観客席は超ちよう満まん員いんで、あちこちから熱ねつ狂きようが吹ふき上がり、試合開始前にもかかわらず熱のこもった声せい援えんが響ひびいている。

　試合に出場した母親たちも、余波を警けい戒かいして、観客席にいる。何かを敏びん感かんに感じ取っているのか、子供たちも大人しく席に着いているようだ。

　さて、そろそろだ。

「……いよいよですね」

　放送席に着いたシラーセは、マイクのスイッチを入れた。

「お待たせいたしました。これより、決勝戦を行います。……選手入場」

　一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がり、この特別な瞬間のためのファンファーレが鳴り響いた。

　登場門から先に姿を現すのは。

「よし……マー君、お母さん頑張るからね」

　真々子だ。真っ直すぐに前を見て歩み出てくる。

　続いては、疑問は残るものの、謎なぞが明かされた存在、ＨＡＨＡＫＯ。

「……？」

　舞ぶ台たいに上がったＨＡＨＡＫＯは、虚うつろな目で周囲を見み渡わたしている。

　真人を捜しているようだが、捜し人はどこにもいない。

「では続きまして、試合内容の抽ちゆう選せんを行います。……係員の方、お願いします」

「はい！　お任せください！」

　登場門から、ポータが抽選ボックスを抱かかえて飛び出して、真々子の前に駆かけ付ける。「どうぞ！」「ありがとう」真々子がくじを引いた。

　引き当てられたのは、料理か、掃そう除じか、洗せん濯たくか、それとも……




【戦せん闘とう】




　真々子が掲かかげた札を目にして、シラーセは密ひそかに歯は嚙がみする。

「よりによって、それを引いてしまいますか……少々、嫌いやな予感がしてきましたね」

　だが試合内容は決まってしまった。必要事じ項こうをアナウンスするしかない。

「決勝戦の試合内容は、戦闘です。守るため、抗あらがうため、信念を貫つらぬくため、人には戦う力が必要不可欠。母親も例外ではありません。本気になった母親の力を、ここに示していただきましょう。……それでは、両選手は準備をお願いいたします」

　舞台上では戦闘の準備が開始される。「ママさん、どうぞ！」「ありがとう。いつも助かるわ」真々子の武器は、母なる大地の聖せい剣けんテラディマドレと、母なる大海の聖剣アルトゥーラ。二ふた振ふりの聖剣をポータから受け取って、準備完かん了りよう。ポータは急いで撤てつ収しゆうした。

　一方。

「……いらっしゃい」

　ＨＡＨＡＫＯは、足あし下もとの床ゆかに向けて、両方の手をかざした。

　右手をかざした場所からは、灼しやく熱ねつ色の剣が、左手をかざした場所からは、濃のう蒼そう色しよくの剣が、ゆっくりと浮ふ上じようしてくる。

　いずれも、真々子が手にしているものと似た造形の、二振りの聖剣だ。

　驚おどろきも不安も、無理やり抑え込んで、シラーセが最後の宣言をする。

「それでは試合を開始してください。用意……お母さん」

　告げて、真々子の無事を祈いのりながら、シラーセはマイクのスイッチを切った。

　ここから先は、舞台上に立つ二人に委ゆだねられる。

　真々子と、ＨＡＨＡＫＯ。両者が、抜ぬき身の武器を携たずさえて対たい峙じした。

「最初に、ちょっとだけお話をしてもいいかしら」

「……何かしら」

「マー君のお母さんは、私よ」

「私こそ、真人のお母さんよ」

　優やさしい微笑みで放たれた一いち撃げきに、微笑みが対たい抗こうして、どちらの微笑みも崩くずれない。

「んー、困ったわね。確かにマー君は、とってもいい子だから、自分の子供にしたくなる気持ちもわかるんだけど……」

「それは違ちがうわ。そうじゃなくて、私はお母さんだから、真人は私の子供なの」

「お母さんだから、マー君が子供？……おかしな言い方をするのね」

「おかしくないわ。私は、お母さん……最強のお母さんだから、その子供は、真人」

「ちょっと待って？　それって、やっぱりおかしい……っ！」

　刹せつ那な、ＨＡＨＡＫＯがテラディマドレを振った。大地が呼応して、大量の石せき刃じんが舞台から突き上がり、真々子に襲おそい掛かる。

　対する真々子も、ほぼ同時にテラディマドレを振った。真々子側からも大地の攻こう撃げきが発動して、石刃同士が衝しよう突とつする。

　威い力りよくは互ご角かく。攻撃は相そう殺さいされた。

　すかさず、ＨＡＨＡＫＯが深く踏ふみ込んで、アルトゥーラで真々子に直接切りかかる。

　真々子もアルトゥーラで応戦する。蒼あおい聖剣同士が激げき突とつして。

　押し合いながら、両者が険しい顔で見つめ合う。

「ねえ、ちょっと待ってくれる？　マー君のお母さんは、そうじゃないわよ？　最強だなんて……」

「真人のお母さんは、最強よ。情報に間違いはないわ。だから……あなたに勝てば、私が最強で、真人のお母さん」

　ＨＡＨＡＫＯが急に剣を引き、その場で回転した。

　鞭むちのようにしなる何かが、真々子の顔をめがけて迫ってくる。真々子はとっさに身を引いて避よけた。

　振り回されたのは、ふさふさの尻しつ尾ぽだ。赤と蒼あお、二本の尻尾が、ＨＡＨＡＫＯのお尻しりから生えている。

「あらあら。あなた、尻尾があるの？　獣じゆう人じんさんみたいだわ」

「あなたもそうだったでしょう？　一時的だったけど、獣人になっていた時があるから」

　ＨＡＨＡＫＯは、二振りの剣を舞台に突き立てて、真々子に突とつ進しんした。

　獣人特有の鋭するどい爪つめが振ふり下ろされる。「んっ！」真々子は剣を交差させて、受け止め、弾はじき返した。

　ＨＡＨＡＫＯは身軽に後方宙返りをして……着地と同時に、剣を手にして、さらに攻撃。石刃と水すい弾だんの波状攻撃だ。「とっ！」真々子はとっさに剣を振って、ギリギリのところで攻撃を相殺する。

「す、すごいわね。三回連続で攻撃してくるなんて、防ぐだけで大おお忙いそがし……」

「まだ終わっていないわよ」

　と、弾け飛ぶ石刃と水弾の合間をすり抜けて、ＨＡＨＡＫＯが一気に間合いを詰つめた。すかさず回転して、尻尾の二連撃を放つ。

　不意を突かれた真々子は、防ぼう御ぎよが間に合わず、頰ほおを叩たたかれてしまう。

　もふもふっと。

「あらまあ。とっても気持ちいいわ。なんだか幸せな気分……でも、攻撃が当たっちゃったのよね。そう考えると、ちょっと悔くやしいわ」

　ダメージは０だが、確かに攻撃がヒットした。

　息吐つく暇ひまもない攻防に、観客たちは言葉を失っている。

　放送席のポータとシラーセは、我が目を疑っている。

「マ、ママさんに攻撃が当たっちゃいました……こんなの、初めてです……」

「ＨＡＨＡＫＯさんが強いことは、ある程度は予想できていましたが……真々子さんをベースに、さらに効果的な要素まで適てき宜ぎ追加できるとなると……まずいですね」

　真々子が押されている。あり得ない事態が発生しているが。

　それでも、真々子は揺ゆるがない。しっかりと剣を握にぎりしめて、前へ踏み出す。

　母親として、負けられない理由があるから。

「マー君のお母さんは、私よ！」

「私こそ、真人のお母さんよ！」

　渾こん身しんの宣言が衝突して、真人を賭かけた戦いが加速する……







　その頃ころ、真人は。

　会場の裏手で、頭を抱えて、しゃがみ込んでいる。

「何度も何度も俺の名を呼ばないでくれ……恥はずかしすぎる……」

　観客たちの声せい援えんよりも大きな声で、めっちゃ聞こえてくる。「マー君は！」「真人は！」どっちも真々子の声で、真人の名を連呼しまくり。本気できつい。

　でも悶もだえている場合じゃない。

「ほら真人。早く立ちなさいってば。行くわよ」

「まずは会場周辺の安全確かく認にんです。駆け足ですよ」

「お、おう。わかった」

　聞こえる声を聞かないようにして、真人はワイズとメディの後に続いて走り出す。

「ったく。ぐだぐだしてんじゃないわよ。こうしている間にも、アマンテとソレラが何かしてるかもしれないんだから」

「もし生きているなら、余計なことをされる前に、サーチ＆デストロイですね」

「ああ、そうだな……何か仕し掛かけてくるようなら、試合の邪じや魔まをさせないよう、俺たちで撃げき破はする……って……あれ？　なんだ？」

　会場の外周に沿って奔はしり、正面入り口まで来たところで、真人はふと目にする。

　町の入り口まで一直線に続いている大通りの、はるか向こうから、大量の人が押し寄せてくるようだ。ぞろぞろと歩いてくる、それは……

　人は人だが、骸がい骨こつだ。

「ちょっ、アンデッドの大群じゃん！……ってことは！」

「ソレラさんですね。あの人は死霊術師ネクロマンサーで、アンデッド系のモンスターを使し役えきすることに長たけているようですから」

「残念ながらご無事で、迷めい惑わくなことに攻せめてきたわけだな！……敵の数が異常に多くて、軽く絶望しそうなんだが……やるぞ！」

　真人たちは大通りに飛び出して、三人で防衛線を形成する。

　交通整理の係員のおかげで、人々の避ひ難なんは完了している。大通りを我が物顔で前進してくるのは、人間型のスケルトンに、ゾンビやゴーストなど。おぞましい姿の連中が、駆け足で向かってきて……

　さらに上空からは、白骨化した鳥の群れが迫せまってくる。

「……え？　あれ？　マジで？」

　真人は、目をぱちくりして、あらためて確認してみるが……見み間ま違ちがいじゃない。

　ＹＥＳ！　空の敵だ！

「おっしゃああああっ！　空の敵、つまり、俺の敵キタ───ッ！」

　今なら、空に選ばれた勇者が、大いなる天空の力を秘ひめた聖せい剣けんで、全力で活かつ躍やくできる。

　本当はそんなこと言ってる場合じゃないけど、こんな機会は滅めつ多たにないから！

　真人は無我夢中で駆け出す！

「ワイズ、メディ、援えん護ごを頼たのむ！　空の敵は、俺に任せろおおおおっ！」

「ちょっ馬ば鹿か！　何考えてんのよ！　あんた、空の敵しか見えてないの!?」

「急いで援護を！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……清化プリフイカーレ！」

「ったくもう！　しょうがないわね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……爆球ボムバ・スフエラ！　さらに！　爆球ボムバ・スフエラ！」

　迫りくる敵が、神聖な輝かがやきで消し去られ、爆ばく発はつで吹ふき飛ばされて、真人の前に道ができた。「頼たよれる仲間がいると助かるぜ！」「後で説教よ！」「嬉うれしい体たい罰ばつもセットで」「お手て柔やわらかにね!?」悪あしき者が塵ちりと化す中を駆かけ抜け、地面を踏みしめて。

　聖剣フィルマメントを振りかぶって、真人は願う。

「（なあ、頼むよ……俺だってさ、何か一つくらい、成し遂とげたいんだよ）」

　もはや当たり前のように、真々子に圧あつ倒とうされ続けている真人だ。

　それだけじゃない。三回戦では、仲間の成長をまざまざと見せつけられた。ポータはスキルを上達させ、ワイズは限界を突とつ破ぱし、メディは奇き跡せきを起こしてみせた。

　なのに、真人だけ何もできないなんて……そんなのは嫌だ。

　だって、気持ちはちゃんとあるのだから。

「（俺だって、思ったりするんだよ……母さんのために、何かしてやりたいって！）」

　そんなことを思う自分を、なんとなく恥ずかしく思う部分はあるのだけど。

　今だけは、本気の本気で、そんな自分を全力で肯こう定ていしてやるから。

「なあ大空！　天空！　曇くもり空！　いい加減、息子の気持ちを理解して、力の一つくらい貸してくれよ！……俺は今、母さんを邪魔しようとする敵を、思いっきり、ぶっ飛ばしてやりたいんだよおおおおおおっ！」

　叫さけんで、構えた聖剣を、力いっぱい振ふり抜いた。透とう明めい色の剣けん身しんから、巨きよ大だいな斬ざん撃げき波が放たれて上じよう昇しようしていく。

　それは、何の変へん哲てつもない、普ふ段だん通りの一撃……ではない。

　空が応こたえた。

　大空に舞まい上がった斬撃波は、四つに分ぶん裂れつして、それぞれが鷹たかへと姿を変える。

「おおっ!?　何かが起きている!?」

「何あれ！　真人の攻撃が、いつもと違う！」

「まさか、真人君も新たな力に目覚めたのでしょうか！　そんな馬鹿な！」

「おいメディ!?　『そんな馬鹿な！』って、その言い方は酷ひどくない!?」

　斬撃の鷹は、敵をめがけて高速で突とつ撃げき。鋭えい利りな爪と嘴くちばしで襲しゆう撃げきを仕掛ける。

　骨の鳥たちは、いとも簡単に砕くだかれて、瞬またたく間に数を減らしていく。

「あれって、まさか召しよう喚かん獣じゆう？　かなり上級の能力みたいで、なんか腹立つわー」

「まったくです。生意気ですね。すごく許せません」

「仲間の反応が冷たすぎるんだが……いいぞ！　いけーっ！　そこだーっ！」

　やるせない気持ちと涙なみだを拭ぬぐって、真人は熱心に応おう援えんする……

　その時。

「（っ！　何か来る!?）」

　直感を信じて、真人は反射的に左ひだり腕うでを突つき出す。装備しているロングジャケットの機能が発動して、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきが展開した。

　間かん髪はつ入れずに、虎とらのような色合いの人ひと影かげが、尋じん常じようではない速度で突撃してきた。針のような切っ先が突き出されて、防御障壁と激突し、貫かん通つう寸前のところで止まる。

　攻撃を仕掛けてきたのは、アマンテだ。

「へえ？　よく防いだわね。意外だわ」

「おかげさまで、こっちも地味に成長してるんだよ……っと！」

　威い嚇かく攻こう撃げきで相手を下がらせて、充じゆう分ぶんに間合いを取る。「やっぱり来たわね！」「返り討ちです！」ワイズとメディが合流して、三対一で勝負……

　いや、三対二だ。ソレラもいる。骨模様の装備に身を包み、畳たたみサイズの空飛ぶ魔ま法ほう書に乗って、上空からふわ～っと降りてきた。

「やほ～。久しぶり～」

「久しぶり、じゃなくて、昨日会っただろ。ソレンテさん」

「ええ～!?　だ、誰だれのことかな～!?　そんな人は知らないよ～!?」

「不ふ審しん母ソレンテの正体は、実は私たちだったのよ、なんて、そんなこと……！」

「別に説明してくれなくていいし」

「説明されるまでもなく、初めて会った時に気付きましたからね」

「「え？　そんな馬鹿な」」

　むしろ馬鹿な二人が愕がく然ぜんとしているが、放ほうっておけばいい。

　真人たちは戦せん闘とう態勢を整えた。

「アンデッドの軍勢を引き連れて、お前たちは一体何をしに来たんだ？」

「潜せん入にゆう工作が失敗したから、実力行使で全すべてを破は壊かいするために来たのよ、なんて、そんなこといちいち説明するわけがないでしょう？」

「アマンテの説明癖ぐせには呆あきれるしかないけど～、でもその前に～、ちょっとだけ聞きたいことがあるんだよね～。……真々子さんみたいに～、〝めっ！〟ってした人がいるでしょ～？　あの人は何者なの～？　教えてくれないかな～？」

「教えるわけないし。馬鹿なこと言ってんじゃないわよ。ていうか馬鹿でしょ」

「痛い思いをする前に逃にげ帰った方が、身のためですよ」

「やれやれだわ……痛い思いをするのは、どちらなのか、わかっていないようね」

「私たちのことを～、ちょ～っと舐なめすぎだよね～。わからせた方がいいね～」

　アマンテは嘲あざ笑わらい、細剣を構えた。ソレラは巨大な魔法書から降り立ち、アンデッド兵たちを周囲に集結させた。

　真人たちと、四天王の二人。両者が睨にらみ合う。些さ細さいなきっかけで、戦せん端たんが開かれる……

　と。

「え？　あれは……？」

「ん～？　なんだろ～？」

　アマンテとソレラが視線を外して、真人たちの後方へ目を向けた。真人たちは、もちろん、そんな見え透すいた手には引っかからない……つもりだったのだけど。
















　いきなり、爆発にも似た激げき突とつ音が響ひびいた。小刻みな震ふるえが足あし下もとから伝わってくる。

　さらに、樹木がメキメキと急成長するような音も聞こえてくる。

「な、なんだ……？」

　真人が思わず振ふり返ると。

　後方、ちょうど本戦会場の辺りで、巨きよ木ぼくが倒たおれて建物を押し潰つぶした。

「うわ～。なんだかすごい戦いになってるね～。あれってエルフの能力だっけ～？」

「大おお好すき真々子の圧勝かと思ったけど……もしかすると、もしかするのかしら」

「そ、そんなわけないだろ！　うちの母さんに限って、そんなことは……ぐっ……」

　真人は、走り出しそうになった自身を抑おさえる。

　四天王の二人を放置して、会場に駆け付けるわけには……

「真人！　行って！　こっちは、あたしたちが面めん倒どう見るから！」

「レベルアップした私たちなら、充分に対応できます！　行ってください！」

　ワイズとメディが、真人の背中を押してくる。

　二人だけで四天王の二人を相手にするなんて、絶対に厳しい。わかっている。それでも。

　仲間を信じろと、真しん剣けんな視線が訴うつたえかけてくるから。

「言っておくけどな……二人よりも、母さんの方が大事とか、そういうことじゃないからな！　俺にとっては、ワイズとメディも大切な存在だから！　勘かん違ちがいするなよ！」

　ツンデレな捨て台詞ぜりふを吐はいて、真人は全力で走り出した。







　遠ざかる真人の背中を見送って、ワイズは軽く嘆たん息そくする。

「ったく……一言余計よ。馬鹿真人」

「と言いつつ、嬉しそうですね。顔が赤いですよ、ワイズさん？」

「んなわけないしー。そう言うメディの方こそ、なんだか嬉しそうなんだけどー」

「当然です。悪い気はしませんから。……さて。ガールズトークは、ここまでにして」

　二人は頷うなずき合って、アマンテとソレラを見み据すえる。

「真人をあっさり行かせてくれたけどさ、よかったの？」

「構わないわ。……これから始まる、楽しい女子会に、男子は不要よ」

「女子は女子同士で～、密ひそかに潰し合うものだよね～」

「奇き遇ぐうですね。私もそう思います。荒あら々あらしい部分なんて、見せるものではありません」

「メディはちょいちょい見せてる気がするけど、まいっか。んじゃ、そういうことで！」

　集中して魔力を高めるワイズと、細剣を構えるアマンテ。

　杖つえを握にぎりしめたメディと、巨大な魔法書を広げてアンデッド兵を整列させたソレラ。

　各おの々おのが攻撃のタイミングをうかがって……まず動いたのは、アマンテだ。

「いちいち言う必要はないけれど、私には、どんな攻撃も通用しないわ。あらゆる攻撃を反射する私に対して、賢けん者じやワイズは何ができるのかしら。見ものね。フフッ」

「上等！　やってやるわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……」

　平然と歩み寄ってくるアマンテを睨み付けて、ワイズは呪じゆ文もんを唱える。

「魔法で攻撃するつもり？　無む駄だなことを」

「無駄かどうか、試してみなきゃ、わからないわよ！……爆球ボムバ・スフエラ！」

　爆発する魔法球が放たれるが……案の定、アマンテに直撃することなく、弾はじき返されてしまう。

　その瞬しゆん間かん。連続魔の二発目。

「さらに！　反射リフレシオーネ！」

　ワイズは、魔法を反射する障しよう壁へきを自身の前に展開して、魔法球を弾き返した。

　魔法球が再びアマンテに迫せまり、今度は反射されることなく直撃する。「えっ？」虚きよを衝かれた表情の目の前で、爆発が巻き起こった。

　微び量りようのダメージしか与あたえられていないが、確かに魔法が当たった。

「っしゃー！　当たった！……反射された攻撃を反射し返したら、どうなるのかなー、なんて思い付きだったけど……これならいける！」

「くっ！　そんな攻撃方法が有効だなんて、全然知らなかったわ、なんて、いちいち言わないけれど！……だったら……！」

「させないわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……鈍化レント！　さらに！　反射リフレシオーネ！」

　突撃しようとするアマンテに、素す早ばやさを低下させる魔法が命中した。動きが極きよく端たんに遅おそくなった。「くっ！」「よっと！」悔くやし紛まぎれに放たれた突きを、ワイズは軽々と回かい避ひした。

「どうよ！　反射スキルも、出で鱈たら目めな身体能力も、これでもう怖こわくない！　あとは……あたしの魔力と、あんたの体力、どっちが先に尽つきるか、勝負よ！」

「小こ癪しやくな！……だったら……ソレラ！　力を貸しなさい！　あなたのスキルで、賢者ワイズの能力を下げるのよ！」

「ちょ待って!?　それはやめてほしいんだけど!?」

　アマンテはソレラに救きゆう援えんを要よう請せいしたが。

　そちらはそちらで、手て一いつ杯ぱいだ。

「今は無理だよ～！　こっちも大変なんだから～！……え～い、え～い、え～い！」

　ソレラは、能力低下スキルを連続で発動させている。既すでに十回以上の重ね掛がけだ。

　しかし、集中的に能力を下げられているメディは、平然と行動している。杖を軽々とフルスイングして、群がってくるアンデッドモンスターを叩たたき潰している。

「な、なんで～!?　なんでなんで～!?　ここまで重ね掛けしたら～、立っていることさえできないはずなのに～、なんで～!?」

「知りたいですか？　でしたら、少しお話ししましょう」

　スケルトン兵の頭ず蓋がい骨こつを叩き割り、踏ふみ潰して。

　全身から黒い靄もやを噴ふん出しゆつさせているメディが、昏くらく微笑ほほえむ。

「私は、どのようなことでも優ゆう秀しゆうであるよう、厳しく求められて育ちました」

「そ、そうなんだ～。苦労してたみたいだね～」

「確かに、それは大変な苦労でした。ですが一方で、その姿勢は私の中に根付いています。優秀であることが第一……そして、能力が劣おとるということに対しては、不満や失望、さらに怒いかりを感じます」

「じゃ、じゃあ～、能力を下げられちゃってる今は～、すごく怒おこってて～……」

「キレそうです」プッツン

「ひいいいい～っ!?　スイッチ入った音が聞こえた～っ!?」

　能力が下げられれば下げられるほど、フラストレーションが鬱うつ積せきして、黒い力、すなわちダークパワーとなってメディが鬱強化される。

　白い装束が、黒い力で彩いろどられて、闇やみの女主人のような風格が備わった。

　すると、アンデッドモンスターの一部が、メディの前に跪ひざまずいた。メディを主人と認にん識しきして、ソレラが率いる勢力と対たい峙じする。

「うええええ～っ!?　モンスターに対する支配権を奪うばわれちゃった～っ!?　私の自じ慢まんの能力なのに～！」

「癒ゆ術じゆつ師しは、ヒーラー職であり、聖職者に近い存在。そんな私が死者を使し役えきするなんて……素敵ですね」にっこり

「聖職者の自覚が全然ないよね～!?……ア、アマンテ～！　ちょっと来てよ～！　私に攻撃が当たらないように庇かばってよ～！」

「援えん護ごが必要なのは、こちらも一いつ緒しよなのだけど！　くっ！」

　ソレラのところにアマンテが駆かけ付けて、アンデッド兵と共に防ぼう御ぎよを固めている。

　一方、ワイズもメディと合流して、帰属したアンデッド兵と共に攻撃態勢を整えた。

「これなら、互ご角かく以上の戦いができそうね」

「互角どころか、平然と勝ってしまいますよ。……では、ワイズさん」

「おっけー！　行くわよ！　あたしたちの力で！」

「その身が存在していることを呪のろうほどの、耐たえがたい苦痛を与えてあげましょう！」

「いや、普ふ通つうに倒すだけでいいんだけど……と、とにかく、行くわよ！」

　穏おだやかでない女子会が、さらに激しく開かい催さいされる。







　会場に戻もどった真人は、倒とう木ぼくによって半はん壊かいした登場門から目もく撃げきする。

「おいマジかよ……母さんが、押されているのか!?」

　舞ぶ台たい上にいる真々子は、全身が土つち埃ぼこりで汚よごれている。怪け我がはしていないようだが、肩かたを大きく上下させていて、呼吸が荒あらい。かなり疲つかれているようだ。

　一方、対戦相手のＨＡＨＡＫＯは、異常な姿だ。二本の尻しつ尾ぽに、エルフのような尖とがった耳、背中には悪あく魔まのような翼つばさが生えていて、平然と宙を舞まっている。

　と、二人が真人に気付いた。

「マー君！　お母さんの応おう援えんに来てくれたのね！」

「真人！　私を応援するために来てくれたのね！」

　真々子とＨＡＨＡＫＯは、どちらもよく似た剣けんを振って、石せき刃じんと水すい弾だんの撃うち合いをしながら、真人を見つけた途と端たんに駆け寄ってくる。「ちょっ、待って！」と言っても、待ってくれなくて。

　二人に腕うでを引かれて、真人は舞台に上げられてしまった。

「いや待てってば！　俺が舞台に上がったら、マズいだろ！」

「あら、いいのよ。マー君が傍そばにいてくれたら、お母さんはとっても嬉うれしいわ」にっこり

「姿が見えないから、ずっと捜していたのよ？　お母さんの傍に居ましょうね」にっこり

「そうじゃなくて！　今は試合中で、俺がここにいるわけには……！」

「お二人は、どちらが真人君の母親なのか、という点について争っていらっしゃいます。真人君がその場にいた方が、話が早いでしょう。ということで、認めます」

　放送席のシラーセが、しれっと、場内アナウンスで許可しやがった。

　真人は思わず反論しようとするが、シラーセの隣となりにいるポータが必死に頷いている様子を見て、口を閉じる。

「（俺がいた方がいい……というより、いないとダメな状じよう況きようなのか？）」

　真々子が劣れつ勢せいで、真人というエネルギー源のサポートが必ひつ須す。そう訴えているのかもしれない。

　幸いにも、観客たちは真人の参戦を歓かん迎げいしているようだ。二人の母親が、どちらも母親であることを主張して、子供を賭かけて争う……母親の大会に相応ふさわしい内容に、多くの期待が寄せられている。

　カギとなるのは真人。その行動が、戦いの行く先を決定付ける。

「いきなり大役を押し付けられても困るんだけど……これも息子勇者の宿命か」

「さあマー君！　お母さんと一緒に！」ぎゅーっ！

「さあ真人！　私こそがお母さんよ！」ぎゅーっ！

「よしわかった。とりあえず、二人とも手を放してくれ」

　自由に動けるようになった真人は……

　一いつ切さい迷わず、真々子の側に立った。

　ＨＡＨＡＫＯは愕がく然ぜんとしている。

「真人？　違ちがうわよ？　真人のお母さんは、私だから……」

「俺の母親は人間族です。尻尾もないし、エルフの耳もないし、悪魔の翼もないです。一時的には、そんなことになってましたけど、普ふ段だんは違います」

「普段の姿がいいのね！　じゃあ、これでお母さんね！」

　ＨＡＨＡＫＯは異種族の部分を消失させて、元通りの姿で真人の前に立った。

　そうして、手を差し伸のべてくるが、真人は首を横に振ふる。

「ま、まだ何か違うのかしら……ああ、そうだわ……真人のお母さんは、最強……それを提示する必要があるのね！」

　ＨＡＨＡＫＯは剣を手にして、真々子に切っ先を向けた。

「私は、最強のお母さんで、真人のお母さん。それを証明するために、この大会に参加した……だから私は、あなたを倒たおして、証明するわ」

「最強のお母さんだから、マー君のお母さん……やっぱりあなたは、そんなおかしな言い方をするのね」

　対する真々子は、剣を手にしない。

「母さん……？」

「あら、試合を放ほう棄きするの？」

「違うわ。そうじゃなくて、気付いたの。この勝負は、剣で決着を付けるようなものじゃないから、剣はちょっとお休み。……私ったら、マー君のこととなると、つい夢中になっちゃって……こういうところは直さないといけないわね。反省」

　軽く握にぎった拳こぶしで、自分の頭をコツンッとして。

　真々子は穏やかな微笑みを浮うかべて、ＨＡＨＡＫＯを真っ直すぐに見つめる。

「マー君たちがお風ふ呂ろで話していた内容は、とても難しかったんだけど、でもわかった部分もあるの。……あなたは、お母さんになりたい誰だれか、なのよね」

「……っ……！」

　指し摘てきされて、ＨＡＨＡＫＯにかすかな動どう揺ようが走った。

「その気持ちは、とっても素敵なものよ。そう思った自分に、自信を持っていいわ。……だけどね……あなたは、お母さんってどんなものなのか、知らないんじゃないかしら」

「そ、そんなことは……」

「だからね、少しだけお話しさせてもらうわ。あなたに伝えたいの。……お母さんって、誰よりも強い人のことじゃないの。お母さんって、そうじゃないのよ」

「だったら、お母さんって……」

「お母さんっていうのはね……例えば、これ」

　真々子は、自身の胸むな元もとに手を差し込んで、すぽっと、胸の間から文庫サイズの薄うすい冊子を取り出した。

　その表紙には【母子手帳】と書かれている。「おいっ！　どこに入れてんだよ！」「大事なものだから、肌はだ身み離はなさずね」息子のツッコミなんてお構いなしに、母親の温ぬくもりでほっかほかの母子手帳である。

「これこそ、お母さんの証あかし。そして子供の証。子供が生まれてから、大きくなるまで、その過程が細かく記録してあるわ。伸びていく身長、増えていく体重、急な病気の診しん断だんもあったりして……嬉しいことも悲しいことも含ふくめて、たくさんの思い出がここにあるの」

「思い出……」

「そう。これは、私とマー君の思い出。親子の証よ」

「親子の証……私には……」

　ＨＡＨＡＫＯも、自身の胸元に手を差し込んで、何度も何度も探すが……母子手帳は出てこない。ないのだ。

「もちろん、これが全すべてじゃないわ。本当の親子じゃなくても、幸運にも出会って、素す敵てきな親子関係を築いている人たちだって、たくさんいる。……でもね……きつい言い方になっちゃうけど……はっきり言うわね」

「待って……お願いよ！　待って！……私は……！」

「子供と一緒に積み重ねてきたものが何もない……そんなあなたは、お母さんじゃないわ」

　申し訳なく思う気持ちに耐えて、真々子は毅き然ぜんと言い切った。

　刹せつ那な、軋きしむ。

　ＨＡＨＡＫＯの、心と呼ぶべき部分が、ギシギシと音を立てながら歪ゆがんで。

　顔に、首に、胸にお腹なかに、手足。ＨＡＨＡＫＯの全身に、亀き裂れつが走った。

「違う……違う違う違う！　違うわ！　違うっ！」

「あの、ちょっと落ち着いて……」

「待て母さん！　近付くな！　なんかヤバい！」

　真人はとっさに飛び出して、真々子を背に庇って剣を構えた。

　ＨＡＨＡＫＯの内側から、何か出てくる。全身のひび割れから、ズルズルと這はい出てくるのは……白魚のように美しく、しかし、おぞましく蠢うごめく手だ。

「私は、お母さんよっ！　お母さんなのよっ！　この世界の、最強で最高のお母さんっ！……子供だってちゃんと……子供……私の子供は……！」

　ボロボロと涙なみだが溢あふれている目で、真人と真々子を見て、母子手帳を見て、少し怯おびえて。

　不意にＨＡＨＡＫＯは、観客席へ目を向けた。多くの子供がいる。観客たちの子供に、試合に参加した各種族の母親たちの子供、さらにポータも。

「ああ、そこにいるわ……うふふ。さあ、お母さんのところへ、いらっしゃい」

　ＨＡＨＡＫＯの全身から、無数の手が伸びて、観客席にいる子供たちに触ふれる。

　相手は可愛かわいい子供だ。乱暴なことはしない。そっと頭を撫なでるだけ。

　それだけで。

「あ、お母さんが呼んでる……じゃあね、おばちゃん！　バイバイ！」

「何を言っているの!?　私があなたのお母さんでしょ!?　わからないの!?」

「かーちゃんだ！」「いくー！」「はなしてよー！」「はーなーしーて！」「うわーん！」

「ちょっと、あんたたち!?　どこへ行く気だい!?　かーちゃんは、こっちだよ!?」

　何も変わった様子はなく、唐とう突とつに、子供たちはＨＡＨＡＫＯを母親だと認にん識しきしてしまったようだ。本当の母親たちが必死に抱だきかかえているが、逃にげ出してしまう子供もいる。

　さらにポータまで。差し出された白い手を、素直に握り返して、放送席から出ていこうとしている。

「シラーセさん！　自分、お母さんのところに行ってきます！」

「待ってください！　お気を確かに！　行ってはいけません！」

　シラーセが珍めずらしく必死になり、全力でポータを抱き締しめて引き止めている。

　本当に珍しいことがあるものだと……感心している場合じゃない。

「マー君！」

「ああ、わかってる！　とにかく、あの手をなんとかするぞ！」

　真人と真々子が攻こう撃げきを仕し掛かける。斬ざん撃げき波で、大量の石刃と水弾で、早くも会場の外にまで伸ばされている白い手を、片かた端はしから切り落としていく。

　だが白い手はすぐに再生してしまい、きりがない。ますます増えていく。

　そんな時、観客席のあちこちで怒ど声せいが上がった。

「ふざけんじゃないよ！　この子たちは、あたしの子だよ！」

「母親の目の前で子供を連れ去ろうとするなんて、馬ば鹿かのすることネ！　お仕置きヨ！」

「ほ、本気になった母親の力を、甘く見ないでください！」

　獣じゆう人じん母ガーコ、竜りゆう人じん母サモハン、武道家母カトウ。武ぶ闘とう派はの母親たちが舞ぶ台たいに飛び出しできて、ＨＡＨＡＫＯの本体に対して攻撃を仕掛ける。

　だが。

「私も、本気のお母さんよ。だから、負けないわ」

「ふざけたこと言ってんじゃ……わわっ!?」

　爪つめで切り裂さこうとした獣人母ガーコの周囲に、白い手が数本集まり、それぞれが獣人母ガーコに姿を変えて、一いつ斉せいに反撃を仕掛けた。「くぅっ!?」紛まぎれもない獣人の腕わん力りよくで、舞台に叩たたきつけられてしまった。

「とんでもない奴やつネ！　だったら……カトウさん！　同時に行くヨ！」

「は、はい！　せいやああああっ！」

「何人来ても同じよ。私は、最強のお母さんだから、負けない」

　真正面から向かってくる、竜のブレス攻撃と、母の鉄てつ拳けんを、ＨＡＨＡＫＯは白い手で受け止めようとした。

　そこへ。

「後ろからごめんなさいね！　でも、あなたは頭を冷やした方がいいわ！」

「天使的に、不意打ちは良くないんだけど、そうも言ってられないからね！」

「あらぁ、私はこういうの好きよ？　だって悪あく魔まだもの。うふ～ん」

　背後から、人魚母ナカサオの水大たい砲ほう。左右から、天使母ママリエルによる神しん槍そうの一撃と、悪魔母インビの大おお鎌がまスラッシュ。

　さらに。

「さすがの私も、子供に手を出されたら、激おこだよー！　えーいっ！」

　巨きよ人じん母カイデーだ。両手を組み、ＨＡＨＡＫＯの頭上から巨人の鉄てつ槌ついを振り下ろした。

　五方向からの集中攻撃が……

「無む駄だよ。だって私は、最強のお母さんだもの」

　ＨＡＨＡＫＯは白い手で、全ての攻撃を難なく受け止めて、逆に母親たちを捕ほ獲かくして壁かべや地面に叩きつけた。

　無敵すぎる。真人は歯は嚙がみする。

「くそっ！　本気で最強最悪だな！　ヤバすぎるだろ！」

「ガーコさんたちが心配だわ！　すぐに手当てをしないと！」

「もちろん、そうしたいけど！……回復魔ま法ほうやアイテムを使えそうな人は……」

　他ほかの母親たちは、観客席のあちこちに散らばって、子供たちが連れ去られるのを必死に防いでいる。状じよう況きようは見えているが、救きゆう援えんのために駆かけ付ける余よ裕ゆうはなさそうだ。

　頼たよりになるポータも、今は洗脳されてしまっている。

「（くそっ！　こんな時、ワイズとメディがいれば！）」

　真人は強く思った。その思いが……

「……ちょぉぉぉおおおおっ!?」

「……きゃぁぁぁああああっ!?」

「ん？　おおっ!?」

　天に通じた。空からワイズとメディがやってくる。白い手に巻き付かれた状態だが。

　腕うでの部分を断たち切ってやると、二人は「とうっ！」「すたっと」「へぶっ!?」真人という名の衝しよう撃げき吸収材を利用して、華か麗れいに着地した。

「俺は無事じゃなくなったんだが、二人とも無事か！」

「無事だけど！　ていうか、なんなのこれ！　いきなり絡からみ付いてきたんだけど！」

「触れられた途と端たん、まるでお母様に呼ばれているような、奇き妙みような感覚を覚えました！　この手は一体なんなのですか！」

「そういうヤバい手なんだよ！　とにかく、二人が来てくれてよかっ……」

「くううううっ!?」「わわわわ～っ!?」

「っと、また何か来る！　あれは……！」

　アマンテとソレラだ。ワイズたちと同様に、白い手に引かれてやってくる。

　空中で、アマンテが強ごう引いんに白い手を引き千切り、ソレラを肩かたに担いだ。「大おお好すき真人！　そこにいなさい！」「嫌いやだよ！　逃げへぶっ!?」真人という名の衝撃吸収材を利用して、華麗に着地した。

「おいっ！　お前たちまで来たのかよ！」

「うるさいわね！　来たくて来たわけではないわよ！」

「だって～、お母さんが～……お、お母さんに～、呼ばれて～……」

「ソレラ！　意識をしっかり保ちなさい！　お母さんに呼ばれたから来たなんて……母親に抗あらがう私たちが、お母さんに……くぅっ！　この奇妙な手は、なんなの!?」

　怒いかり狂くるったアマンテが目を向けた先には。

　もはやＨＡＨＡＫＯの原形を留とどめていない、手を無数に伸のばしている白い塊かたまりがある。

「え、えっと……大好真人、これは何かしら」

「お前らが気にしていた人だ。子供を捕つかまえて、自分の子供にして、母親になろうとしているんだよ、なんて、いちいち説明してやらんけど」

「とか言いつつ説明してしまうなんて、大好真人は馬鹿なのかしら」

「お前にだけは言われたくない！」

「でも、そういうことなら……ソレラ！　ここは一いつ旦たん退ひくわよ！」

「だね～。子供にされちゃうのは嫌だし～、倒たおすのは大変そうだから～、真人君たちに押し付けちゃえばいいよね～。そういうことで～、ばいば～い」

　アマンテとソレラは、巨きよ大だいな魔法書に飛び乗って、遥はるか彼方かなたへ飛び去った。

「ちっ！　逃げられた！」

「モンスターの軍勢は片付けて、あとはあの二人だけだったのに！……まあいいわ！　今は四天王の相手をしてる場合じゃないから！」

「状況は概おおむね把は握あくしました！　私とワイズさんは、負傷者の治ち療りようと、白い手の駆く除じよを引き受けます！　速すみやかに行動しましょう！」

「ああ！　そっちは頼たのんだぞ！」

「お願いね！　くれぐれも気を付けて！」

　ワイズとメディが駆け出す。頼れる仲間の背中を見送って。

「よし……母さん。行くぞ」

「ええ！　行きましょう！」

　真人と真々子は、ＨＡＨＡＫＯ本体と対たい峙じする。

　それは、母親になることを求めて、無む闇やみ矢や鱈たらに手を伸ばし続けている、悲しい塊だ。

　真人は剣けんを下ろして、鞘さやに納めた。

「やり方は、派手に間ま違ちがってるけど……この人なりに、母親になりたくて必死なんだよな……それを攻撃して倒すのは、何か違う気がする」

「そうね。倒すのは違うと思うわ。ここは、親子ってどんなものか、しっかり伝えてあげるべきよ。……だから」

　真々子はにっこり笑って、母子手帳を見せてくる。

　それを見せられて、息子はどうすればいいのか。さっぱりわからないのだが……真人はとりあえず触れてみた。すると。「おわっ……」「あらまあ……」母子手帳が猛もう烈れつに輝かがやき、ゆっくりと浮うかび上がる。

　真人と真々子の前に浮ふ遊ゆうした輝きが、細長く伸びて、緩ゆるやかに湾わん曲きよくしているサーベルの様なシルエットを描えがき、二つに分ぶん離りする。

　そうして姿を現したのは、互たがいの柄つか尻じりがリボンで結ばれている、二ふた振ふりの剣。

　まるで、へその緒おで結ばれた親子のような剣だ。

「これは……？」

「よくわからないけど……なんだか、とっても素す敵てきなことが起きそうな気がするわ」

「ふむ……なぜだろうな……俺は全然そんな気がしないんだが……」

「じゃあ、さっそく使ってみましょう！」

　真々子は、自身の前にある剣に手を伸ばして、パシッと柄を摑つかんだ。

「あらまあ。とっても触さわり心ごこ地ちがいいわ。手に馴な染じむ、って言うのかしら」

「警けい戒かいもせずに、いきなり手にするのかよ……ったく、母さんは……まあいいや。それじゃ俺も、まるで伝説の剣みたいな、こいつを……」

　真人も、内心でワクワクしながら、剣を手に……




「大だい丈じよう夫ぶよ！　お母さんに任せてね！」パシッ

「え？……ちょおおおおっ!?」




　真々子が、真人の前にあった剣も手にした。いつものように二剣流。「やっぱり二本あると落ち着くわね」「おいいいっ!?」息子の叫さけびは届いていない。

　真々子は両手に剣を握にぎって、ＨＡＨＡＫＯが変へん貌ぼうした塊を見つめる。

「この剣なら、きっとできるわ！　私たち親子の思い出を、あなたに届けるから！　お母さんとマー君の、メモリアル……えっと、メモリアル……えいっ！」

　それは真々子が突とつ如じよとして閃ひらめいた奥おう義ぎ。

　奥義の名は、名付けられた通り、【お母さんとマー君のメモリアル・エイ】。

　真々子が、右手に握った剣、親の剣ジェニトーレを力いっぱい振り抜ぬいた。真々子を中心として、温かな波動が全方位に振り撒まかれて……

　ＨＡＨＡＫＯはもちろん、波動を浴びた全すべての者の目に、親子の思い出シーンが浮かぶ。




『おぎゃぁっ！　おぎゃぁっ！』

『あらあら。とっても元気ね。……ありがとう。生まれてくれて、ありがとう』

　産婦人科のベッドに横たわり、今と変わらず若々しい顔で微笑ほほえんで、生まれたばかりの真人にそっと頰ほおずりする真々子が見える。




『……んまっ……んまっ……』

『お母さんのお乳をたくさん飲んで、元気に育ってね。うふふ』

　家のリビングで、赤ん坊ぼうの真人に授乳しつつ、少しくすぐったそうに微笑む真々子が見える。




『んっ……んー……ん！』

『そうよ！　マー君、頑がん張ばって！　ほら、あんよが上手！　あんよが上手！』

　摑まり立ちした真人が、一歩を踏ふみ出した。生まれて初めて歩いた！　真人応おう援えん用の鉢はち巻まきと法はつ被ぴを装備している真々子は、盛大に大喜び！　そんな様子が見える。




　いずれの光景も、親の剣ジェニトーレが見せた幻まぼろしだ。

　だがそれは、間違いなく存在した日々。親子のメモリー。

　さらに真々子は、左手に握った剣、子の剣フィーリオを全力で振り抜いた。再び波動が放たれて、親子の思い出シーンが追加される。




『おかーしゃん！　おおきいワンワン！　おおきいワンワン！　ふえーん！』

『あらあら。泣かなくてもいいわよ。お母さんが一いつ緒しよにいるから大丈夫』

　外出できるくらい大きくなった真人が家から出ると、散歩中のドーベルマンに遭そう遇ぐう。真人は怯おびえて泣きじゃくって、慌あわてて真々子の脚あしにしがみついた。
















　子供だからしょうがないけど、ちょっと情けないというか、ね。




『やーだー！　いかないー！　ふぎゃあああああんっ！』

『歯医者さんに行かないと、歯の痛い痛いが治らないのよ？　だからね、マー君？』

　歯医者に連れていかれると気付いた途端、真人が駄だ々だをこね始めた。真々子が困っているようだが、そんなの知らない。道路に寝ねちゃって、じたばたしまくって、大声で泣き喚わめいて断固拒きよ否ひだ。

　子供だけど、ホント子供すぎ。何やってんだと。




『あのね、ぼくね、ぷれぜんとはね、おかーさんがいい！』

『お母さんがいいの？　じゃあ、お母さんをマー君にあげちゃうわ』

　真人の五歳のお誕生日パーティだ。プレゼントは、お母さん。真々子が、ぎゅーっと抱だきしめてくれて、真人は真々子のほっぺにチューしちゃう。お母さん大好き！

　プレゼントにお母さんを要求するなんて、無む邪じや気きにすごいこと言うね！　さすが子供！




　そんな光景が、全ての者に共有されて。

「ちょ待てええええっ!?　お願いやめてええええっ!?　こんな恥はずかしいシーンを見せつけないでくれえええええええええええええええっ！……ああ、もうやだ……がくっ……」

　途端に真人が断だん末まつ魔まの叫びを上げてぶっ倒れたが、それはさておき。

　親子の思い出が、呼び起こす。

　惑まどわされていた子供たちが、ふと我に返って、本当の母親のところへ駆かけ戻もどっていく。「かーちゃん！」「ったくもう！　心配かけて！」しっかりと受け止めた母親たちは、小言を言いつつも、安あん堵どと嬉うれしさで涙なみだがあふれてしまって、どうしようもないようだ。

　ポータも正気に戻った。

「えっと、自分はどうしてシラーセさんに抱っこされているのでしょうか！」

「さて、どうしてでしょうね。……もしよければ、あと少しの間だけ、このままでいたいと思いますが……いかがでしょうか」

「はい！　お願いします！」

　親子ではない者同士、少しでも物足りなさを埋うめられるように。シラーセは、膝ひざの上に座らせたポータを抱き締しめ続けている。

　会場を埋め尽つくしていた白い手は、温かな波動を浴びて次し第だいに消えていく。対応に当たったワイズとメディも一安心だ。

「ふぅ……なんとかなったみたいね」

「そのようですね。……見せていただいた思い出について、真人君とじっくりお話をしたいところですけど……まずは休きゆう憩けいですね」

「あんたはホント、いい性格してるわー」

　四天王戦とこちらの二連戦。ＭＰも気力も尽き果てた女子二人が、背中合わせで座り込んで、心地よい疲ひ労ろうを感じている。

　ふと気付けば、晴天。重苦しい暗雲は消え去り、日差しが降り注いでいる。

　お洗せん濯たくしたくなる陽気に、真々子はそっと一息吐ついた。

「……さてと」

　元の状態に戻った母子手帳を、胸の谷間に押し込んで、ＨＡＨＡＫＯと向き合う。

　白い塊と化していたＨＡＨＡＫＯは、人の姿に戻っている。白い手の氾はん濫らんは収まり、全身のひび割れも消えていて。

　両手で顔を覆おおって、泣いている。

「最強だからお母さんというのは、違う……子供を産んで、育てて、思い出があって、お母さん……でも私には、何もない……私は、お母さんじゃなかった……」

「そうね。あなたは、お母さんじゃなかった。……でもね」

　真々子は、ＨＡＨＡＫＯを優やさしく抱きしめた。

「あなたも素敵なお母さんになれるわ。だってあなたには、お母さんになりたい気持ちがあるもの。いつか必ず、お母さんになれるわ」

「……私も、いつか必ず……必ず……」

「ええ！　お母さんになりましょう！　レッツお母さん！　うふふ！」

　優しく力強い励はげましを受けて、ＨＡＨＡＫＯが何度も頷うなずく。

　そしてＨＡＨＡＫＯは、涙に塗まみれた美しい笑え顔がおを浮かべたまま、体を少しずつ透とう明めい化させて、消えた。

　その様子を見届けて、放送席のシラーセがマイクのスイッチを入れる。

「勝負あり。天下一母道会、優勝者は、大好真々子さんです」

「え？　優勝って……ああ、そういえば……この試合は決勝戦だったのよね。マー君のことで頭が一いつ杯ぱいで、忘れていたわ。私ったら、うっかりお母さん。うふふ」

　真々子が、今さら思い出したように言うと。

　会場のあちこちで、笑いが噴ふき出して、勝利を祝う拍はく手しゆと大だい歓かん声せいが巻き起こった。




















エピローグ









　天下一母道会の決勝戦を終えて。

　今夜はお祭りだ。日中の熱ねつ狂きようは冷めやらず、ミーマの町の大通りは人で溢あふれている。エルフと獣じゆう人じんが音楽を奏かなでて、天使と悪あく魔まが歌い、手を取り合って踊おどるのは、小さな妖よう精せいと巨きよ人じん。世界中から集まった様々な種族が、今日という日を盛大に祝っている。

　そんな町に背を向けて。

「……」

　ＨＡＨＡＫＯは、行く当てもなく草原フィールドを歩く。

　どこへ向かえばいいのか……それはわからない。

　だが、するべきことは、はっきりと認にん識しきできている。

「私はお母さんになるの……そのために必要なのは……やっぱり、子供だわ」

　ＨＡＨＡＫＯは歩く。その手に我が子を抱いだく瞬しゆん間かんを求めて。







　同じ頃ころ。ミーマの町から遠く離はなれた森の中では。

　暗がりに浮うかぶ闇やみ色いろ渦うずを前にして、アマンテとソレラが怪け訝げんな顔をしている。

「……ひとまず監かん視し？　ＨＡＨＡＫＯへの対応は、それだけなの？」

「母親になりたがってるみたいだけど～、放ほうっておいていいの～？」

『タダ望ンデイルダケノ段階デアルウチハ、捨テ置イテ構ワナイ』

　闇色渦から聞こえるのは、性別さえ判然としない異質な声だ。

　その声は、しばらく考え込むような間をおいて、告げてくる。

『タダシ、万ガ一、ぽーたニ危害ヲ加エルヨウナラ、大おお好すき真々子ヨリ優先シテ撃げき滅めつシロ』

　かすかな憤いきどおりを含ふくんだ声が厳命を下し、闇色渦は消えた。

　その残ざん滓しまで跡あと形かたもなく消失したことを確認して、アマンテとソレラは密ひそかに言葉を交かわす。

「……ポータちゃん、ね」

「マスターってさ～、どう考えても～、ポータちゃんに執しゆう着ちやくしてるよね～。何か理由があるのかな～」

「少なからずあるでしょうね。……例えば、マスターは、ポータちゃんの……」

　家族……その中でも……？

　一いつ瞬しゆんだけ過よぎった考えを振ふり払はらって、アマンテはさっさと歩き出す。

「下手な詮せん索さくはやめましょう。私たちの使命は、母親の排はい除じよと、ポータちゃんの身み柄がら確保よ。四天王として、与あたえられた任務を全まつとうするだけだわ」

「そうだね～。余計なことして怒おこられたくないもんね～。……じゃあさ～、次はどうする～？　もう一人と合流して～、戦力を増強しちゃう～？」

「あまり気は進まないけれど、それも選せん択たく肢しの内だわ。……行きましょう」

　森の奥の、闇の中へ。

　揃そろいの黒コートをなびかせながら、アマンテとソレラが消えていく。







　再びミーマの町。

　本戦会場は後夜祭のメインステージとして開放されている。舞ぶ台たい周囲のキッズスペースには露ろ店てんが並び、観客席の至る所で大道芸が披ひ露ろうされていて、様々な種族の人々が大勢詰つめかけている。

　ただ、人が多く集まるところでは、トラブルが発生するものだ。例えば迷子とか。

　でも心配無用。頼たよれる子こ守もり係がいる。

「ママーっ！　ママどこーっ！　ふええええんっ！」

「あーもう！　泣かなくていいから！　お姉ちゃんも一緒に捜してあげるから！　ね！」

「こちらにいる人間族の子供のお母様！　お近くにいらっしゃいませんか！」

「あ！　向こうで手を振っている人がいます！　きっとあの人がお母さんです！」

　元々ボランティアスタッフだったが、今は完全にボランティアだ。ワイズとメディとポータは、自主的に会場内を歩き回って、迷子の手助けをしている。……子供の相手を嫌いやがっていた割りに、ちょっと楽しそうだ。

　そしてこちらは舞台上。イベントが開かい催さいされるところである。

「これより、ＷＭＣ、ワールド真まさ人と君チャンピオンシップを開催いたします」

「誰だれか、やめさせてくれええええええええっ！」

　マイクを握にぎるシラーセの隣となりに、椅い子すにがっちり固定された真人がいる。

「ちょっと！　ふざけないでくださいよ！　こんなことしてる場合じゃないでしょ！　ＨＡＨＡＫＯさんはどうなったのか、調べないと……！」

「会場から姿を消した後、町の外で再生したようですが、心配無用ですよ。……彼女を動かしているのは、母親になりたいという気持ちです。基本的に悪いものではありません。万が一に備えて、監視体制も強化されています。有事の際は即そく座ざに対応可能です」

「そ、そうですか。それならまあ、いいですけど……」

「ですから、どうぞお楽しみください。……ＨＡＨＡＫＯさんが、自ら母親ではないと認めたため、試合は対戦相手の失格ということになりましたが……それでも真々子さんの優勝は揺ゆるぎないものですよ。共に祝いましょう」

「祝う気持ちはありますけど……それと、この状じよう況きようが、一いつ切さい結びつかないんですけど!?」

「それでは、真人君を落としたい方は、どうぞ舞台にお上がりください。自じ薦せん他薦は問いません。落とす方法も自由です。さあどうぞ」

「勝手に進めないでくださいよ！　落とすって何!?……ああっ……あああっ!?」

　シラーセの呼びかけを聞いて、本戦に出場した母親たちが次々と舞台に上がってくる。様々な種族の母親たちに囲まれて、さあ始まるぞ。今こそ。

　ハーレムだ！

「ほら真人君、エルフお母さんのお耳よ」お耳ピコピコ「あたしの尻しつ尾ぽはどうだい！」尻尾ふさふさ「シシャモの人魚よ～」鱗うろこがキラッ☆「麻まー婆ぼー豆どう腐ふ食って、真人も火吐くネ！」ドラゴンファイア！「歯は磨みがきの時間よ」吸きゆう血けつ鬼き母がシャカシャカッと「お、お母さんの腹筋は好きですか？」バッキバキ！「あら、私用のポケットがあるわ」小さな妖精お母さんがもぞもぞ「お母さんにドキドキしちゃうなんて、い・け・な・い・子」卑ひ猥わいすぎる悪魔が！「さあ合体よ！」火水土風の元素と息子が精せい霊れい合体！「改造手術を開始します」真人がついにアンドロイドに!?「一いつ緒しよに天国、行く？」天使がお迎むかえに来てしまった……「わーい！　私も交ぜてー！」巨人のお母さんにつままれて「忍にん術じゆつを見せるでござるわ！　にんっ！」巻物が、なんと海の苔り巻まきに！……いやこれ普ふ通つうの手品だ。

　真人は、ぐいぐい迫せまられて、密着されて、もみくちゃにされて！　これはもう……！

　勘かん弁べんしてほしい。

「皆みなさんのお気持ちは、大変ありがたいんですけど、ちょっと待って!?　お母さんハーレムというものを、俺はどう受け止めていいのか、まったくわからないので……あれ？」

　真人はふと気付いた。いつの間にか、椅子の拘こう束そくが解かれていて、真人は自由の身になっている。誰かが外してくれたようだ。

　お集まりの母親たちを代表して、エルフ母シャリーレと獣人母ガーコが、母親の微笑ほほえみを浮かべながら話しかけてくる。

「真人君を私の虜とりこにして、私の子にしてしまおうかしら、なんて思ったけど……でもね」

「あんな思い出を見せられちゃったらねぇ……やっぱり真人君は、真々子さんの子だよ」

「あ、はい……ですね」

「だから、ほら。真々子さんのところへ行ってあげて」

「控ひかえ室しつの方へ行ったみたいだからさ。優勝おめでとうって、言っておやりよ」

「ですね。ちゃんと言ってなかったからな……それじゃ！」

　母親たちに背中を押されて、真人は舞台から飛び降りる。

　と、すぐそこにワイズたちの姿がある。

「さあ真人。これがラストバトルよ。今こそ、成長したあんたの力を見せなさいよね」

「実の母親である真々子さんに対して、息子の真人君はどう挑いどむのか……激しい戦いが予想されますね」

「頑がん張ばってください！　自分、全力で応おう援えんします！」

「戦いに行くわけじゃないんだけど……とにかく行ってくる！」

　ワイズに、メディに、ポータに、ぽんっと背中を押されて、勢いに乗って。

　真人は、登場門を駆かけ抜ぬけて、控室に到とう着ちやくした。

　真々子は……室内の隅すみに置かれているベンチに座って、アルバムを眺ながめているようだ。

「おーい、母さん。それが賞品か？」

「あらマー君。ええ、そうなの。これがすごくてね……ほら、見て？」

　真々子が見せてくるのは、大会の優勝賞品【親子アルバム】だ。見た目は普通のアルバムだが、そのページには、親子の日々が自動キャプチャーされる仕組みになっている。

　ケモミミ真々子に、エルフ真々子に、デビル真々子に、ようじょ真々子。真々子が変身した時の画像が収められていて、その全すべてに、びっくり仰ぎよう天てんして鼻水垂らしている真人の情けない姿も「うん。見せてくれなくていいや」真人がそっとアルバムを閉じた。

　さて。息子勇者が頑張る時間だ。

「えっとさ、母さん。ちゃんと言ってなかった気がするから、今から言うよ。……大会優勝、おめでとう」

　シンプルに、心を込めて。お祝いの言葉を述べると。

　なぜか真々子は、顔を伏ふせてしまった。浮かない表情をしている。

「母さん……？」

「ありがとう。マー君に褒ほめてもらって、とっても嬉うれしいわ。……でもね……はぁ……」

「おいおい。母さんがため息なんて、らしくないじゃんか。何か気になることでも……ああ、そうだよな……あのＨＡＨＡＫＯって人のことが……」

「それもそうだけど、そうじゃなくてね……マー君、ちょっといいかしら」

　真々子は、ベンチの上に正座して、自身の手前をぽんぽんと叩たたいた。真人に座ってほしいらしい。真しん剣けんな表情で待っている。「な、なんだよ……」大事な話でもあるのだろうか。要求に応じ、真人が正座して向き合うと。

　真々子はいきなり、ほっぺたを膨ふくらませた。

「マー君。お母さんは、ぷんぷんよ！」ぷっくー！

「ちょっ、なんで怒ってんの!?　拗すねてる!?」

「お母さんね、実はこっそり見てたの！……マー君ったら、他よ所そのお母さんたちに、ちやほやされて、鼻の下を伸のばして、デレデレしちゃって……マー君の浮うわ気き者！」

「気になってたのはそこかよ！　ていうか浮気じゃなくね!?」

「マー君は、お母さんより、他ほかのお母さんがいいのかしら……」しくしく

「今度は急に泣き出した!?　いやちょっと待て落ち着けよ！　そんなわけないから！　俺の母さんは、今こうして目の前にいる母さんだけだから！」

「……本当に？」

「本当だって！　誓ちかうから！　俺たち親子の思い出に誓うから！」

「思い出に誓う……じゃあ……昔みたいに、お母さんに、チュッてしてくれる？」

「はあ!?　いきなり何言ってんの!?　なんかテンションおかしくね!?」

　真々子は、やきもちを焼く度たびに、特とく殊しゆスキル【母のやきもち】を発動させていた。

　エネルギーを溜ため込むタイプのそれが、真人の浮気でついに臨界点に達し、とんでもない要求をしてきたのだ！　真人に頰ほおを向けて、親子の誓いのキスを求めてくる！

　いい歳としこいた男子が、母親の頰にキスするなんて……百万のモンスターを相手にするよりも、よっぽどきつい戦いである。

「（くっ……でも、それで納なつ得とくしてくれるのなら、さっさと済ませた方が早いか！）」

　親子だから。全然大だい丈じよう夫ぶだから。問題ないから！　親子だから！

　周囲を見み渡わたして、誰も見ていないことを確かく認にんして。

　息子勇者の、渾こん身しんの勇気で！

　……チュッ……

　ものすごく雑に、真々子の頰にキスしてやった。

「こ、これでどうでしょうか!?　ご満足いただけましたでしょうか!?」

「ええ！　お母さん、とっても幸せよ！　うふふ！」ピッカ─────ッ！

「はいはいどうも！　というか眩まぶしいから！」

　真々子は喜びすぎて光りすぎ。大会で優勝したことよりも、息子のキスの方がよっぽど嬉しそうだ。幸せすぎて、どうにかなってしまいそう。

　母親のそんな様子を見せられたら、まあよかったかなと、思うわけだが……

　仲間たちが覗のぞき見していることに気付いて、真人が発はつ狂きようするまで、残り十秒だ。











あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　日本、さらには諸外国の読者の皆みな様さまからご支し援えんをいただき、五巻発売となりました。本当にありがたいことです。

　まさかの海外進出を果たしたお母さん。去る二〇一八年二月には、台たい湾わん角かど川かわさんのご厚こう意いによりサイン会をさせていただきました。感無量でした。

　台湾でお会いした皆様と読者の皆様へ、お礼を申し上げると共に、同二月六日に台湾東部で発生した地じ震しんで被ひ災さいされた方へ、心よりお見み舞まいを申し上げます。




　お母さんラノベとは何か……その答えを探す冒ぼう険けんを開始して、あっという間に一年が経ちました。常に暗あん中ちゆう模も索さくの日々ではありますが、多くの方からお力ちから添ぞえをいただき、さらに先へと進んでおります。

　飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、コミカライズでお世話になっております冥めい茶ちやさん、出版に携たずさわっていただいた方々に、販はん売ばい店の皆様。ありがとうございます。

　茅かや野の愛あ衣いさんには、拙せつ著ちよの朗読作品でもお世話になりました。オーディオブック定額配信サービス〝Ａｕｄｉｂｌｅオーデイブル〟にて配信されておりますので、興味がある方は是ぜ非ひご一いつ聴ちようください。

　国内外を問わず、様々な媒ばい体たいへ、お母さんはますます発展しております。これからも末永くお付き合いくださいますよう、お願い申し上げます。




　最後に。

　本作では様々な母親が登場するわけですが、井中の身近にも個性的な母親がいます。

　Ｐ５やＤＱ11など、家庭用ゲーム機のビッグタイトルをリアルタイムで嗜たしなみ、中学生の息子とＭＨＷで狩かりの腕うでを競い合い、新幹線変形アニメにハマって変形ロボを購こう入にゆうしたものの、まだ幼い娘むすめに奪うばわれて争そう奪だつ戦を繰くり広ひろげているという……

　誰だれあろう、井中の姉上様です。リアルな世の中にも様々な母親がいるようです。








二〇一八年・浅春　井中だちま



















井中だちま

●いなかだちま



第29回ファンタジア大賞にて「通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？」で〈大賞〉を受賞。

先日、台湾で開催されたアニメや漫画のイベントにて、人生初のサイン会をさせていただきました。会場にお越しいただいたファンの皆さん、お世話になりました皆さん、本当にありがとうございました！

まさかの海外進出……感動すると同時に、お袋様に喜んでもらえて地味に嬉しい井中でございます。


















カバー・口絵・本文イラスト／飯田ぽち。

カバーデザイン／草野剛










通つう常じよう攻こう撃げきが全ぜん体たい攻こう撃げきで二に回かい攻こう撃げきの

お母かあさんは好すきですか？５








井い中なかだちま
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